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1. 基礎項目 

1.1. 各部の名称と機能 

 言葉の説明 
 ここでは，本書で用いる言葉について説明します。 
 
アプリ（App） iPad上で利用するアプリケーションソフトウェアの事を意味しま

す。設定をするためには「設定アプリ」，写真を取るには「カメラア

プリ」，教科書デジタルデータを閲覧するためには「iBooksアプリ」
を起動します。パソコンでいうところの，いわゆる「ソフト」に相当

します。 
 

ロック iPadをスリープにしている状態です。ご家庭のテレビでいうと，待
機状態に近い状態です。 
 

ロック画面 ロックを解除する際，一時的に現れる画面を指します。画面上部には

時計と日付が表示されています。ロック画面上を，1本指で右へ払う
と，ロック画面が解除され，iPadが起動します。 
 

ホーム画面 iPadの基本となる画面です。アプリのアイコンが縦横に並んでいま
す。ホーム画面は複数のページで構成されていることが多いです。最

大 11ページまで増やすことができます。ホーム画面の最下部はペー
ジを移動しても変わらない部分で，ドックといいます。頻繁に利用す

るアプリは，ここへ置いておくと便利です。 
 

ジェスチャ 画面上で，指で行う動作のことです。 
 

タップ 画面上で指を「トン」と叩くジェスチャを指します。 
アプリを起動したり，画面内のボタンを押したりする際に行うジェス

チャです。 

 

払う（はらう） 画面上で指を上や下，左や右にこするようにして払うジェスチャを指
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します。厳密には，その動きによって，フリック，スワイプなどと言

い分けられますが，ここでは，「払う」で統一しています。その際，

「上へ払う」と，方向を添える事が多いです。「上へ払う」といった

場合，指を下から上へ払います。 
ホーム画面のページを移動したり，画面をスクロールしたりする際に

行うジェスチャです。 

 
ドラッグ 一本指を画面に触れたままで，上下左右に指を動かす動作を指しま

す。 
アイコンを移動したり，絵を描いたり，文字を書いたりする際に行う

ジェスチャです。パソコンでも行うドラッグと同じ操作です。 

 
ピンチ 2本指を画面に触れたままの状態で，指同士を遠ざけたり（ピンチア

ウト），近づけたり（ピンチイン）する操作を指します。 
写真を拡大／縮小したり，iBooksアプリで読んでいる教科書を拡大
／縮小したりする際に行うジェスチャです。 

 
クリック 
 

ホームボタンを短く「カチッ」と押す動作を指します。単にクリック

という場合は，1回だけクリックします。Wクリック（ダブルクリッ
ク）の場合は 2回続けてクリックします。Tクリック（トリプルクリ
ック）は 3回続けてクリックします。Wや Tクリックの場合は，間
隔をできるだけ短くして行います。 
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Ｔクリックのことを「ショートカット」呼びます。 
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 スイッチ類の名称（４つのスイッチ・ボタン） 
 ここでは，スイッチ等の名称を説明します。マニュアル等で示されている名称と異なる呼

び方の部分もありますが，覚えやすさや，機能の想像のしやすさを考慮して，本書では以下

の名称で呼ぶことにします。機種によって位置や形状が異なることがあります。 

 
【本体上側】  

 
 
 
 
 
【本体下側】 

 
 

 
 
 
 
 

ホームボタン 

音量ボタン 

横スイッチ 

電源ボタン 

電源ボタン マイク ヘッドフォンジャック 

スピーカー ライトニングコネクタ 

前面カメラ 



5 
 

 
 
 
 

 スイッチ類の機能 
 ここでは，iPad特有のボタンとスイッチ，コネクタについて説明します。 
 
ホームボタン z とにかく，困ったときに，まず始めに押してみてください。 

z アプリが起動中にクリックすると，ホーム画面を表示します。 
z ホーム画面が 2ページ以降になっているときに，クリックする
と，ホーム画面の 1ページ目を表示します。 

z ホーム画面の 1ページ目でクリックすると，何も起こりません。 
z ホーム画面の 1ページ目でクリックすると，検索画面が表示さ
れます。 

z Wクリックすると，起動中のアプリの一覧が表示されます。 
z Tクリックすると，「ショートカット」で設定された機能のオン
／オフを切り替えます。 

z 長押しすると，Siri（音声で命令するアシスタント機能）が起動

背面カメラ 
マイク 
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します。 
z スリープ中にクリックすると，ロック解除画面が表示されます。 

 
音量ボタン z 音量を大きくしたり，小さくしたりする際に押します。 

z カメラアプリを起動中は，シャッターとして利用できます。 
 

横スイッチ 
 

z このスイッチには２つの機能の内，１つを割り当てられます。
（設定で行います。後述。） 

z 消音（ミュート）のオン／オフ 
z 画面回転ロックのオン／オフ 
z iPad air2にはありません 

 
電源ボタン z 電源オフ時に長押しすると電源を入れることができます。 

z スリープ時に押すと，ロック画面を表示することができます。 
z 起動時に押すと，スリープ状態になります。 
z 起動時に長押しすると，電源を切る画面を表示することができ
ます。 

 
ライトニングコネク

タ 
z 充電時にライトニング USBケーブルを刺すことができます。 
z SDカードアダプターを刺すことができます。 
z パソコンと共有できる USBメモリーを刺すことができます。 
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1.2. 起動・終了（スリープ・スリープ解除） 

 起動方法（電源オフから，起動する方法） 
 電源が完全にオフになっている状態から，

起動する方法を説明します。 
 電源ボタンを１，２秒押し込みます。 
 
 

 

 右図のようなロック画面が表示されます。 
 画面のどこでもよいので，1 本指で右に払
います。 
 

 
 

 終了方法（電源を完全にオフにする方法） 
 電源を完全にオフにする方法を説明しま

す。 
 電源ボタンを３，４秒押し込みます。 
 
 

 

 右図のような，画面上部の赤い帯のあたり

を 1 本指で右に払うと電源が完全にオフにな
ります。 
 
iPadの調子が悪くなった場合は，電源ボタン
とホームボタンを同時に，画面が暗くなるま

で長押ししてください。画面が暗くなった後，

電源ボタンを２・３秒押してください。こう

することで調子が戻ることがあります。 

 

 
 

  

電源ボタン 

右に払う 

電源ボタン 

右に払う 
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1.3. アプリの起動・終了・切り替え 

 アプリの起動（iBooksアプリを起動する） 
 ホーム画面に並んでいるアプリのアイコンの中か

ら，右図の iBooksアプリのアイコンを探します。 
 iBooksアプリは，バージョンによってデザインが
異なります。 
 
 アイコンの上で，1 本指でタップすると，アプリ
が起動します。 

   
Ver. 3.1.3  Ver. 3.2 

 

 
 ホーム画面い戻る（iBooksアプリからホーム画面への切り替え） 

 どのアプリが起動していても，ホーム画面を表示

することができます。 
 
 ホームボタンを，「カチッ」と，1回クリックしま
す。 
 
※長押しにならないように注意しましょう。 
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2. 共通項目 

2.1. アクセシビリティ設定・操作（ロービジョン） 

 アクセシビリティ設定画面の出し方 
 設定アプリを起動します。 
 ホーム画面から，右図のような設定アプリを起動し

ます。 
 
起動後，「一般」→「アクセシビリティ」と 1 本指

タップで選択します。 
 

  

 
 iOS7からは，視覚サポートの項目がが大幅に増え，
内容も充実しています。 
●以下の項目を設定します。 
「ズーム機能」  オン 
「選択項目の読み上げ」 オン 
※「ズーム機能」をオンにすると，画面が大きくなり

ます。3本指でWタップすると 1倍になります。 
 
●以下は，視機能の状態によって設定 
「より大きな文字」  オン 
「文字を太くする」  オン 
「コントラストを上げる」 オン 
「視差効果を減らす」  オン 
「オン／オフラベル」  オン 
 
【ズーム機能】 
z 「ズーム機能」がオンになっていると，起動中で
あれば，どこででも 3 本指 W タップするとズー

ムのオンとオフを切り替えられます。 
z ズーム中は 3本指の払いやドラッグで画面をスク
ロールできます（動かせます）。 

z ズームの倍率を変更する際は，3本指でWタップ
後，画面を上下にドラッグします。 

z iBooksを利用する際，アイコンや表示の文字が見
えにくい場合，その場所で，3本指でWタップす

【iOS7】 

 
 
【iOS8】 
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ると大きくなります。ズームした画面を動かすの

は，3本指で上下左右に画面を動かします。 
z 3本指ズームを利用する際は，特に慣れるまでは，
利用した後，再び 3 本指で W タップして，ズー

ムをきるようにすると，混乱が少ないです。 
 

 

  
 アクセシビリティ内の最下部に「ショートカット」

という項目があります。 
 「ショートカット」とは，ホームボタンの Tクリッ
クを指します。 
 ホームボタンの T クリック時に起動する機能を割
り当てます。 
 ここでは，「色の反転」のみにチェックを入れます。 
 ホームボタンのＴクリックの間隔は「ホームクリッ

クの間隔」で 3段階で調整できます。 
 

 

 

2.2. 高等部用教科書デジタルデータ導入の意義 

 見やすい表示で閲覧できる 
z 文字の大きさ，配色を利用者の視機能に応じて，即時的に設定できます。 
z 教科書デジタルデータを読書中，「あ，このルビ大きくしたい」「この，指数が見えにく
い」といった場合，その場で，ピンチアウトすると大きくなり，その後ピンチインする

と，元のサイズに戻すことができます。 
z レイアウトが通常の教科書と同じであることから，教師が指示している場所や，友達と
の情報共有もやりやすくなります。 

 
 付加機能を利用できる 

z 単語（日本語・英語）の意味が分からない場合は，読書中に当該単語を選択して，辞書
を引くことができます。 

z 読み方が分からない単語（日本語・英語）は，その場で音声で確認できます。（日本語
は読み間違える場合があります。） 

z 何冊もの教科書を 1台のタブレットに入れて持ち運べます。（可搬性が高い。） 
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2.3. 閲覧アプリの操作 

 教科書デジタルデータを閲覧する際は，iPad の標準アプリである，iBooks（アイブック

ス）を利用します。ここでは，その操作方法について説明します。 
 iBooksの起動の方法 

iBooksのアイコンは，右の 2つがあります。バー
ジョンが異なりますが，どちらも同じ，iBooksとい
うアプリです。 
 iBooksを起動するには，これらのどちらかのアイ
コンを 1本指でタップします。    

Ver. 3.1.3  Ver. 3.2 
※この操作は，iPadを縦長にして行うことを想定し
ています。 

※「画面の向きをロック」しておくと，iPadの傾き
が変わっても表示は固定されたままなので，読み

やすくなる場合があります。 

 
 

iBooksが起動したら，右図のように教科書の表紙
が縦横に並んだ書棚が表示されます。 
※表示されない場合は，下の★を参照 

 

★表紙が縦横に並んだ書棚が表示されない場合

は，次のことを行ってください。 
①PDF の書棚か書棚の上部中央の表記を確認し
ます。PDF の書棚でなければ，書棚の左上の
「コレクション」をタップして，表示されたメ

ニューの中から，PDFをタップして，PDFの
書棚に変更します。（教科書が納められている

書棚が PDF という名前でない場合もあるの
で，どの書棚に教科書が納められているのかを

事前に確認し，その書棚を選択してください。） 

① 

 
 

 

ここが PDFか確認 
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②右図のように教科書名が一覧表示になってい

る場合は，ファイル名の表示になっているの

で，表紙を表示する状態に変更します。画面右

上の■が２×２で並んでいる形のアイコン

をタップします。（もちろん，ファイル名の表

示の方が利用しやすい場合は，このままでもか

まいませんが，ここでの説明は，表紙の表示状

態で行います。） 

② 

 
右図のように iBooks ver. 3.2の iBooksの書棚の

色は，明るくなっていて，まぶしく感じたり，棚の

境が不明瞭になっていたりします。 

 

  
 

 教科書を読む方法 
iBooks は，「ライブラリー」といわれる書棚に並

んだ書籍の中から，読みたい書籍を選んで読みます。 
書棚は画面に一度に，5 行×5 列＝25 タイトルの

書籍を表示することができます。 
25 タイトル以上の書籍が一つのライブラリーに

登録してある場合は，ライブラリーが下に伸びてい

ますので，ライブラリーを 1 本指で上に動かすと，
26冊目以降の書籍をご覧いただくことができます。 

 

 
  

■が４つのボタンを押す 
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ライブラリーの最上部                ライブラリーの最下部 

 
 書籍を読む際は，読みたい書籍を一本指でタップ

します。 
 すると，初めて開く場合は表紙が表示され，2 回
目以降開く場合は，前回，閉じる直前に開いていた

ページが表示されます。 
 右図①のライブラリーに登録されている「現代保

健体育」の表紙をタップすると，右図②のように書

籍を閲覧できるようになります。この例は，初めて

この書籍を開いたか，前回，書籍を読み終わる際に

表紙を表示して書籍を閉じたために，表紙が表示さ

れています。 
 前回，書籍を閉じる際に，例えば目次を読んでい

た場合は，次回，同じ書籍を開くときは，目次が表

示されます。 
 

① 

 
 
② 
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 閲覧中の教科書を閉じて，他の教科書を読む方法 
 閲覧中の教科書を閉じて，ライブラリーに戻る場

合は，教科書閲覧中に画面左上に表示される「ライ

ブラリー」というボタンを一本指でタップします。 
 ただし，教科書閲覧中に右図のようなボタンが表

示されない場合は，下の★をご覧下さい 

 
★教科書閲覧中に，右図のように「ライブラリー」

等のボタンが集まった部分（メニューバー）が表

示されない場合は，画面の中央を 1本指でタップ
してください。そうすると，ボタンが表示されま

す。 
  ボタンが表示中に画面をタップするとボタンが

非表示になりますので，状況に応じてボタンを表

示させたり非表示にしたりするとよいでしょう。 

 
  
 

 明るさを設定する方法 
iBooksでは，閲覧中の教科書の明るさを任意に設

定する事ができます。 
教科書閲覧中の画面上に表示されるメニューバー

をご覧下さい。 
メニューバーが表示されていない場合は「2.3.3の

★」をご覧下さい。 
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 教科書画面上部のボタンの右側に太陽のようなマ

ーク があります（右図①）。 

 
 

太陽のようなマーク を一本指でタップすると

左右に動かせるスライダーが表示されます。 

スライダーに表示されている の●を一本指で

押さえて，左右に動かす（ドラッグする）と明るさ

が変化します。ちょうど良い明るさで，画面から指

を離します。 

 

 
 

 
スライダーを非表示にするためには，画面の他の

場所を一本指でタップします。 
 

  
 

 しおりをつける方法 
iBooksでは，閲覧中の教科書の任意のページに

「しおり」を付けることができます。しおりを付

けることで，しおりを付けたページを一覧したり，

その中から必要とするページへ移動したりするこ

とができます。 

 

 教科書閲覧中に，しおりを付けたいページでメ

ニューバーを表示します（表示されていない場合

は，画面中央で 1本指タップします）。 
 しおりを付けるときは，メニューバーの右端の

（しおりボタン）をタップします。 
 

しおりボタンをタップして， が になる

と，しおりが付いた事を意味します。 
しおりを外す場合は，再びしおりボタンをタッ

プして， を にします。 

 
【しおりが付いた状態】 
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 しおりが付いたページを一覧して，そのページへ移動する方法 

 しおりを付けたページを一覧して見る事ができ

ます。しおりの付いたページを一覧する事で，し

おりの付いたページへ移動することができます。 

 

 教科書閲覧中に，メニューバーを表示します（表

示されていない場合は，画面中央で 1 本指タップ
します）。 

 メニューバーの左から２つ目の を１本指で

タップします。そうすると，ページの一覧表示画

面になります。 
 

 

 
左端のボタンは全てのペ

ージをイメージで一覧でき

ます。 
 

 

 
 真ん中のボタンは文字で

リスト表示できます。 

 

 
 右端のボタンはしおりを付

けたページをイメージで一覧

できます。 

「しおりを付けたページのイメージ一覧」にすると，しおりを付けたページの一覧ができま

す。見たいページを表示したい場合は，そのページをタップします。 
 
一覧表示画面から元のページに戻る場合は，メ

ニューバーの左から２つ目の「再開」ボタンを押

します。 
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 教科書中の単語の意味を調べる方法 
 iBooks で利用している教科書デジタルデ
ータを閲覧中に，意味を調べたい単語につい

て，辞書で検索することができます。 
 

 

教科書を閲覧中に，意味を調べたい単語

の上を，1本指で長押しします。 
長押しすると，単語が自動的に選択され，

指を離すと単語の上に「コピー 辞書 検索 

読み上げ」のポップアップメニューが表示さ

れます。 
そのポップアップメニューの中から辞書

を 1本指でタップします。 

 
辞書を 1 本指でタップすると，右図のよ

うに，どの辞書で検索するかを選択できる表

示になります。 
日本語で調べる場合は「スーパー大辞林」 
和英辞典で調べる場合は「ウィズダム英

和辞典」を 1本指でタップします。 

 



18 
 

ここでは，「スーパー大辞林」で日本語の

意味を調べてみました。 
 
意味を調べた後は，辞書が表示されてい

る箇所以外の箇所を 1本指でタップすると，
辞書の検索表示が消えます。 

 
  

 
 教科書中の単語の読みを音声で聞く方法 

iBooks で利用している教科書デジタルデ
ータを閲覧中に，読みを調べてみたい単語に

ついて，音声で確認することができます。 

 

教科書を閲覧中に，意味を調べたい単語

の上を，1本指で長押しします。 
長押しすると，単語が自動的に選択され，

指を離すと単語の上に「コピー 辞書 検索 

読み上げ」のポップアップメニューが表示さ

れます。 
そのポップアップメニューの中から読み

上げを 1本指でタップします。 

 
この「読み上げ」の項目は，「選択項目の

読み上げ」を「オン」に設定しておく必要が

あります。（2.1.1参照） 

 

  
 

① 

② 
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2.4. 各種設定 

ここでは，知っておくと便利な設定について概観します。 

 ホームボタンのトリプルクリックが速くできない場合 
ホームボタンをWクリックしたり，

T クリックしたりするそうさがありま
す。 
その際，クリックの間隔が長いと，

思い通りの操作ができなくなります。

しかし，どうしても，素早くできない

ケースもあります。そんな場合，お試

しください。 
設定アプリを起動します。 

  

「一般」→「アクセシビリティ」を

開きます。 
 

「身体機能サポート」の項目内に「ホ

ームクリックの間隔」というメニュー

があります。ここを 1本指でタップし
ます。 

 
クリックの間隔は 
・デフォルト（初期設定値） 
・遅く 
・最も遅く 
の 3段階から選択できます。 
 
選択後，クリックの間隔の目安が，

点滅の速さで表示されます。  
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 画面の回転を止める方法 
教科書デジタルデータを閲覧中は，

iPadを横にしたり縦にしたりした際，
それに合わせて画面が回ると，わずら

わしい場合があります。 
その際，横スイッチの操作で，画面

の回転をロックできると，手軽に画面

の回転を有効にしたり（ロック オ

フ），回転を無効にしたり（ロック オ

ン）できて便利なことがあります。 
設定アプリを起動します。 

 

  

「一般」を開きます。 
「本体横のスイッチの機能」欄を探

します。 
初期設定は「消音」になっています

ので，「画面の向きをロック」を 1本指
でタップします。 

 

 

本体横スイッチに「画面の向きをロ

ック」を設定すると，横スイッチを下

に下げると，iPad本体を回しても画面
はそれに合わせて回らなくなります。

デジタル教科書を読んでいる際，本体

の傾きに応じて表示が回転すると，わ

ずらわしい際は，この機能を有効にす

ると良いでしょう。 
 
iOS8には，横スイッチがないため，

コントロールセンター（下から 1 本指
で上に払う操作で現れます）（2.4.3 を
参照）で行います。 

 
iPad air 2 には本体横スイッチはあ

りません。 

 
  

横スイッチを下にする 
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 コントロールセンターの利用 
iPadのよく使う機能の設定やアプリを手軽に

設定することができるのがコントロールセンタ

ーです。（iOS7以降） 
画面の下の枠から画面内に 1 本指で上に払い

ます。 

 
 

画面の下から，現れる表示が「コントロール

センター」です。 
何らかのアプリが起動中にもコントロールセ

ンターを起動することができますが，もし，ア

プリを起動中はコントロールセンターを表示し

たくない場合は， 
「設定」→「コントロールセンター」→「App

内でのアクセス」 をオフにしてください。 
 

コントロールセンター内では，以下の項目を

操作できます。 
オーディオ：再生，一時停止等の操作 
音量：音量の調節 
機内モード：機内モード（飛行機に搭乗中に電

波を出さない状態）のオン／オフ 
WiFi：WiFiのオン／オフ 
Bluetooth：Bluetooth（ブルートゥース：BT）
のオン／オフ 

おやすみモード：おやすみモードのオン／オフ 
消音：消音のオン／オフ 
AirDrop：AirDrop（エアドロップ）の設定 

 

 

操作オーディオ 

音量 

機内 WiFi B T おやすみ 消音 

エアドロップ 
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時計：時計アプリの起動 
カメラ：カメラアプリの起動 
明るさ：明るさの調節 

 

 
  
  

 
 

2.5. iPad導入の意義 

 アクセシビリティ機能の充実 
視覚障害はもちろんのこと，聴覚障害，知的障

害，肢体不自由等，様々な障害を想定した豊富な

アクセシビリティ機能が標準で搭載されていま

す。 
他の OS でも同じようなことができるかもしれ

ませんが，例えば，配色を反転するとかズームを

するといった操作をしてから結果が得られるまで

の即時性，操作のしやすさ，設定のしやすさの点

では，iOSが現段階では優れています。 
 

 

 

iPad は様々な魅力が１台に詰まっています，ま
たそこが大きな魅力です。 
そして，一般に利用されていて特別でない機器

であり，そんな特別でない機器が視覚補助具とし

ての役割の一部を担うということが，重要な位置

づけとなります。 

 
「見て気づき，見る楽しさを知り，見ようとする気持ちを見出し，よりよく見ようとす

る態度を醸成する。」そんな「見る」技術や知識を身につけるために様々な視覚補助具を

利用します。目的は，弱視レンズを使うことでもなく，iPadを使うことでもありません。
まずは，本人が見る事の楽しさを感じられる道具から導入すればよいのです。 

  
 

時計 カメラ 

明るさ 
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 カメラとディスプレイを用いた視覚補助具として 
iPadは， 
z 高精細カメラ（５メガピクセル）（iOS8 は 8
メガピクセル） 

z 高精細ディスプレイ（retina ディスプレイ，
2,048 ×1,536ピクセル解像度、264 ppi） 

を搭載しています。したがって，拡大読書器とし

ての利用も可能です。 

 

  
 

 カメラを用いた視覚代替機器として 
iPadは， 
z 高精細カメラ（５メガピクセル）（iOS8 は 8
メガピクセル） 

z 様々な高品質のアプリ 
を利用できます。したがって，色や明るさ，印刷

された文字などに直接視覚でアクセスできない状態

の人であっても，色を読み上げたり，明るさに応じ

て音の高さで表したり，文字を認識して読み上げた

りすることが可能です。  

  
 

 カメラとディスプレイを用いた情報補償機器として 
iPadは， 
z 方角を知るセンサー，ＧＰＳ，加速度を知る
センサー 

z 高品質なアプリ 
を利用できます。したがって，現在位置や方位な

どの情報や，辞書・web などの情報，それらを組み
合わせて，現在位置の周囲の飲食店の情報といった

各種の情報を収集したり，処理したり，発信するた

めの情報処理機器としての利用も可能です。 
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2.6. 実際の生徒対象の研修の見学 

近年，iPadや iPhoneの活用に関する研修会は，全国の視覚特別支援学校はじめ，視覚障
害者協会や視覚障害者の研究会などで開催されています。ホームページで検索をしてみると

よいでしょう。 
 実際の指導の様子を見学することも，理解を深める良い機会となるでしょう。私どもの研

究室では月に１，２回程度の頻度で土曜・日曜を利用して iPadの教育相談会を開いていま
す。事前にお申込みいただくと見学をすることも可能です。詳しくは，ホームページをご覧

ください。 
 本書の最後に，指導案を載せています。導入の際のきっかけにしてください。 
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2.7. 弱視者に便利なアプリやアクセサリーの紹介 

 あると便利なスタンド 
タブレット PCスタンド 100-MR040（５千円程度） 

このスタンドは，スチール製で重みがあり，操作

を加えるのには丁度良いです。ヘッドの可動域が広

く角度設定の自由度が高いので，様々な角度で利用

することが可能です。 

 
 

iPadスタンド 200-STN011（２千円程度） 

持ち運びに最適なスタンドです。角度の設定はほ

ぼ無段階で，その幅も広いです。蝶番の片方にある

ボタンを押しているときに角度が変わり，ボタンか

ら指を離すとロックがかかるので，安定して利用で

きます。持ち運びの拡大読書器として iPadを利用す
る際には使いやすいスタンドの一つです。滑り止め

のゴムが取れやすいので注意が必要です。 
 

  

 

MiYAKEスタンド（４千円程度） 

携帯型の拡大読書器として利用する際に便利なス

タンドです。携帯時は折りたたんで iPadとほぼ同じ
大きさになります。利用するときには広げて iPad
を乗せると利用できます。作業空間が広く取れるの

で，利用しやすいですが，足が邪魔になることもあ

ります。iPadを乗せているだけなので，利用の際に
落下に注意する必要があります。 

 

 

タブレット PC フレキシブルアーム 100-MR041 

（５千円程度） 

クランプで机などに固定して使うタイプのアーム

型です。関節が多く，iPadの角度を自由に設定でき
ます。背板がリアカメラを覆ってしまうので，拡大

読書器や遠方用のカメラとして利用する場合は，リ

アカメラが接する背板の部分を糸鋸などで切り落と

す必要があります。 
黒板を見るときなど，頻繁に水平角や仰角を変え
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る必要がある場合には，背板の動きの自由度が高く，

動きもスムーズなので，向いています。 
机上を映す近用から，黒板を映す遠用，顕微鏡を

覗くなど，多くのニーズに応えられます。 
関節がねじ止めされないので，画面に対して操作

すると揺れます。 
右図の矢印は，空けた穴の例です。  

 
 

iPad・タブレットアーム 100-MR068 （７千円程

度） 

クランプで机などに固定して使うタイプのアーム

です。iPad を固定する際，背板は iPad より小さく
設計されているのでリアカメラに干渉することはあ

りません。また，各関節の可動域はとても広く，多

くのシーンに対応できます。同時に各関節はネジ止

めでき，ぐらつきが少ないです。ネジ止めも力が加

わりやすいように設計されています。少々高価です

が，これらの点で優れていて，使いやすいスタンド

の一つです。 
関節をねじ止めして利用するため，板書を見るな

ど，水平角や仰角を頻繁に変更する場合には，向い

ていません。 
 

  

マグネット付きホルダー 100-MR080BK （１千５

百円程度） 

マグネット付きのタブレット型情報端末用ホルダ

ー。磁石対応の白板や黒板にタブレットを取り付け

たり，マグネット対応の書見台に取り付けることが

できます。いくつかのタイプがあるので，扱いやす

いものを選ぶとよいでしょう。 

冷蔵庫に取り付けることで，タブレット型情報端

末が日常生活の中で活躍する場面が増えます。 
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 アプリの紹介 
ホワイトボード【無料】 メモ 

ホワイトボードは，３色のマジックとイレーサー（消す道具）を利用し

て絵を描くことができます。 
太さを自在に選択可能。一括消去，部分消去が可能です。 
保存した絵や文字を，カメラロールで閲覧可能です。 
VGA出力が可能です。 
 

 

Skitch【無料】 教材作成 

写真に文字や矢印，線，図形を書き（描き）込んだり，モザイクを入れ

たりすることができるアプリです。 
文字は輪郭付にすることができ，簡単に分かりやすい資料の作成を行っ

たり，授業のまとめを行ったりすることができます。 
 

 

Pic Collage【無料】 教材作成 

いくつかの写真を 1 枚の写真にまとめたり，写真を切り抜いたりできる
アプリです。観察や実験などで，事前と事後を 1 枚の写真で比較したり，
時間の移り変わりを 1 枚の写真で比較したりできる写真を手軽に作成でき
ます。 

 
 

Touch Color【無料】 教材作成 

撮影した写真は，撮影直後モノクロ写真として表示されます。そのモノ

クロ写真の中でカラーにしたい部分（児童生徒に着目させたい部分）を指

でこすると，こすられた部分がもの色に変わっていきます。モノクロ写真

のなかで着目させたい部分のみカラーすることができます。 
 

 

iよむべえ【3,000円】 視覚代替 

アメディアが製作している視覚障害者用ＯＣＲアプリです。印刷された

文字を読み取って，認識し，テキストデータに変換します。VoiceOverで利

用しやすいように機能や操作がシンプルに設計されていますし，ボタンは

全て読み上げます。ライブ読み上げモードを利用すると，カメラに写った

活字を次々と読み上げます。 

 

 

e.Typist【900円】 視覚代替 

本や資料などを撮影して，文字をテキスト化することができます。 
VO（Voice Over）を利用すると読み上げさせることもできます。 
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ViVidCam【無料】 教材作成・視覚補助 

ライブ映像及びフリーズ映像を拡大できます。また，セピアや白黒反転

などの効果を加えることもでます。 
ライブ映像やフリーズ映像を拡大した際，画面からはみ出した部分をス

クロールして映すことができる点が特徴的です。ズームすると画像が荒く

なってしまいます。 
 

 

ScanClip【無料／350円】 情報補償 

斜め方向から紙や黒板などを撮影すると，台形で写ることがあります。

そんなときに，紙や黒板などの四隅を指定することで，台形を長方形に補

正することができます。 
板書の撮影や，資料を撮影して拡大して見たい時などに有効です。撮影

した複数のファイルを PDFに変換することができますので，1単位時間の
授業分を１つの PDFとしてまとめておくといった使い方もできます。 

 

 

VOD【無料／2,300円】 情報補償 

DAISY(DAISY2.02準拠の音声と NCCのみの録音図書，DAISY2.02準
拠の音声とフルテキスト録音図書)を再生するアプリです。文字の大きさ，
読む速さ，音程などを設定することができます。文字を拡大すると，画面

からはみ出すことがあります。サピエ配信の自動解凍 exe ファイルの解凍
に対応しており，Safari との連携で，サピエ図書を直接取り込んで再生す
ることができます。 
総再生時間 120秒の Lite版は無料です。 
 

 

色のシミュレータ【無料】 障害理解 

色覚特性のある場合の見え方をシミュレーションして確認できるアプリ

です。 
一般型（C型），１型（P型），２型（D型），３型（T型）の４種類を表

示できます。４つ同時に４分割画面で表示することもできます。教師が作

った資料を事前に確認したり，保護者が色覚特性を持つ子どもの洋服を選

ぶ際に確認したりするのに有効です。 
 

 

色彩ヘルパー【無料】 視覚補助 

色覚特性のある方などが色を知るためのアプリ。ライブ映像や静止画の

上を指でなぞると色名を文字で表示します。色名の表示は，具体物での表

示や色鉛筆での表示など，自分が分かりやすい表現方法を選択できます。 
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筆順辞典【無料／500円】 視覚補助・情報補償 

漢字の読みを教えてくれるアプリです。漢字入力は画数や偏と旁から調

べるのではなく，手書きで入力です。したがって，漢和辞典のような煩わ

しさがありません。漢字の読みだけでなく，書き順を学ぶこともできます。

漢字の読みを短時間で調べるのに有効です。 
 
 

 

植物を調べる（野草山草図鑑）【1,600円】 情報補償 

植物について調べることができます。絵を大きくして表示できます。ロ

ービジョンは遠くの物や，入り組んだ物を視認しにくいため，小さい頃か

ら，花や草木をじっくりみて，それらの特徴を自然に学ぶといったことが

とても苦手です。教室でじっくりみて草花を学ぶのに有効です。 
 

食材辞典【無料】 情報補償 

新鮮な食材の見極め方や旬の時期，下処理の仕方からその調理法まで，

毎日の買い物や献立づくりに役立つ情報が満載です。製薬会社の第一三共

株式会社が運営の Web サイト「e ヘルシーレシピ」で紹介している「e 食
材辞典」を iPhone/iPadで利用できるようにしたアプリです。 
買い物途中に目利きの仕方を確認したり，旬の食材を探したりが簡単に

できます。また，その食材を利用したヘルシーな料理レシピも公開されて

います。食材の検索方法は，月別や季節別のほか，50音順，フリーワード
などが用意されています。 
旬の時期や主な栄養素，食材の持つ特徴，由来・伝来などの基本情報の

ほか，新鮮な食材の選び方やその下処理の仕方，調理法など，毎日の買い

物や献立づくりに役立つ情報を掲載しています。 
食材写真や情報の確認・レシピなど一貫して利用できるため，あれこれ

見なくて良く効率的に調理の情報を得ることができます。 
 

 

Louvre【85円】 視覚補助・情報補償 

世界の名画を大きくしたり，小さくしたり，近づいたりして，誰にも気

兼ねすることなく，自分のペースでじっくりと鑑賞することができます。

BGMのオン／オフの切り替えができます。 
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電卓【無料】 視覚補助・スキル補助 

大きなボタンと表示で計算できる計算機アプリです。縦置きにすると通

常の電卓，横置きにすると関数電卓になります。文字版や表示が大きな電

卓は，最近では 100円ショップでも取り扱われるほど一般的になりました。
しかし，それらの電卓は，表示部分の液晶が暗く，見えにくいものがほと

んどで，実は回りの支援者はその事にあまり気付いていません。iPadで大
型電卓を使うと，文字盤も液晶も見えやすくなります。 

 

 

Choco Timer HD【85円】 視覚補助・タイムエイド 

大きなボタンで操作できるキッチンタイマーアプリです。数字ボタンを

押すと「バフ」という音が鳴るためボタンのタップを音でも確認できます。

キッチンで利用する際，水や油がかかることが心配な場合は，ラップを 1
枚 iPadに掛けておくとよいでしょう。 
キッチンタイマーを設定していても，他のアプリを起動して，レシピの

確認が可能です。他のアプリを利用中，設定時刻になると，音で知らせて

くれます。 
 

 

日本の News）【無料】 情報補償 

国内のオンラインニュースを読むことができるアプリです。ニュースの

情報をまとめて，サイト別に表示しているので，web ページで検索して読
むよりも，ニュースを読みやすくなります。文字の大きさなども変えられ

ます。 
 

 

Rocoh Smart Presenter【無料】 授業ツール 

iPad上で動作するペーパーレス会議・プレゼンテーションアプリです。
複数台の iPad上で資料を共有し，閲覧資料のページの同期，ページ内の拡
大ができます。授業中，教師が作成した PDF資料を供覧するのに便利なア
プリです。 
表示中の PDFに書き込みができ，その内容を供覧することもできます。

各端末で任意の拡大ができるため供覧用資料の提示ツールとしての活用

や，書きこみの供覧機能を用いた電子黒板としての活用が考えられます。 
 
 

 

明るく大きく【無料】 視覚補助 

「明るく」ダイアルでは，明るさを調節します。－５から＋５まで調節

できます。 
「くっきり」ダイアルでは，コントラストを調節します。０～＋１０ま

で調節できます。  
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「大きく」ダイアルでは，倍率を調節します。基本的には１～１０．０

倍です。設定で，「２０倍まで」をオンにすると，最大２０倍まで拡大でき

ます。ピンチング操作でも倍率を調節できます。 
 
ダイアルが，iPadを持った際の親指に当たる部分にくるので，操作しや

すいです。さらに，ダイアルが大きいので，視認しやすく，操作もしやす

いです。画像の二値化機能があるうえに，配色を変更できるので，読みや

すくするための設定のバリエーションがたくさんあります。台形補正があ

るため，台などにおいて，撮影する際，奥が小さく映らなくなります。画

像をフリーズした状態では，倍率を上げた際，画面を上下左右にスクロー

ルして確認できます。 
 
明察カメラ【170円】 視覚補助 

明察カメラは，ピンチングでズーム，ローターでコントラストの調節が

行えるカメラアプリです。画面上のタップでピント合わせ，ドラッグでピ

ント固定などの標準カメラアプリと同じ機能も備えています。 
明察カメラはカメラアイコンで画面をフリーズします。そのフリーズ画

面上に赤色で手描きができます。フロッピ―アイコンでフリーズ画面を保

存できます。 
ズーム状態の画像を，ライブ映像／フリーズ映像のどちらででもスクロ

ールできます。この機能を持っているのは，私が知る限り，「拡大鏡ルーペ」

の他はこの明察カメラです。この点はとても使いやすいと思います。 

 

板書を映して見る場合など，画面上で拡大された黒板画像がスクロール

するためとても便利です。 
 

 

GoodNotes【600円】 視覚補助・情報補償 

PDFの作成や，書きこみができるアプリです。授業で利用する資料や自
炊した教科書あどに書きこんだり，ページを追加してメモを取ったりでき

ます。小さい枠であっても画面上で拡大して書き込めるので，授業や学習

の様々な場面で利用できます。 
 

 

ロイロノート【500円／school版は無料】 授業ツール 
音声入りのカードをつなげてプレゼンテーションできるアプリです。授

業の過程で撮りためた写真や動画でカードを作成し，それらを自在につな

ぎ合わせて作成するので小学校低学年から作成可能です。視力 0.02程度の
子どもでも利用した実績があります。 
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Keynote【無料】 授業ツール 

プレゼンテーション作成アプリです。さらに高度のプレゼンテーション

資料の作成に利用できます。学習のまとめや発表会など多くの機会で利用

が可能です。 
 

 

ColorSay【300円】 視覚代替 

カラースキャナーアプリ。カメラで捉えた色の名前を表示し，音声でも

出力します。色のパレットは 
 

 

Scannable【無料】 情報補償 

書類や名刺の写真を撮るアプリ。書類や名刺の写真を自動で感知し，シ

ャッターを自動で切るアプリです。撮影後，背景をトリミングし，白黒の

二値化処理まで行います。連続で撮影することも可能です。撮影した写真

をカメラロールに保存することで，他のアプリでの活用が可能になります。

熟練を要しますが，音声ユーザがＯＣＲのために書類を撮影する際にも活

用できます。 
 

 

Calculator【無料】 スキル補助 

指で書いた数式を読み取って計算してくれるアプリ。四則計算はもとよ

り，分数，指数，平方根，三角関数等々，様々な数学記号に対応していま

す。また，式の途中に「？」を書くことで，その部分の値を求めさせるこ

ともできます。 
 

 

Kindle【無料】 視覚補助・情報補償 

Amazonで販売されている kindle用の書籍を閲覧するアプリ。テキスト
のサイズ，配色，行間隔などを設定できるため，視覚特性に合わせたレイ

アウトで楽に読書することができます。VoiceOver での読書も可能です。
しおりをはさんだり，図を大きくしてみたりすることもできます。 

 
 

Look Tel マネーリーダー【1,000円】 iPhoneアプリ 視覚代替 

お札識別アプリ。円はもとより，アメリカドル，オーストラリアドル，

ポンド，カナダドル，ユーロ，ディナーる，シンガポールドルなど２０カ

国の紙幣を識別してくれます。VoiceOver を起動しておくと，識別結果を
音声で確認できます。 
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言う吉くん【無料】 視覚代替 

印刷局が作成している紙幣識別アプリ。日本の紙幣であればカメラにラ

フにお札をかざすことで，お札の額面を読み上げてくれる。日本の紙幣の

みで十分であれば有効なアプリです。VoiceOver を起動しておくと，識別
結果を音声で確認できます。 

 
 

広辞苑【8,800円】 情報補償 

いわずと知れた広辞苑アプリ。広辞苑アプリはいくつかありますが，

Voice Over対応は，Keisokugiken製ですので，購入の際は気をつけてくだ
さい。 

 
 ウィズダム英和・和英辞典２【2,900円】 情報補償 

 英和・和英辞典のアプリ。英和・和英辞典は多く出されていますが，

VoiceOverに対応した辞典です。 
 
 
 

 

全訳読解古語辞典【1,900円】 情報補償 

古語辞典のアプリ。VoiceOverに対応しています。 

 
内臓辞書検索【無料】 情報補償 

iOSデバイス内の内臓辞書の検索を行えるアプリ。VoiceOver対応です。
課金すると広告を非表示にできます。手軽に検索できシンプルな構造なの

で VoiceOverでも利用しやすいです。 
 

Light Detector【200円】iPhoneアプリ 視覚代替 

感光機のように光の強弱を音の高低に置き換えるアプリ。光の強さを%
で表示するので，音の微妙な高低差を数値化して捉えることができます。

理科の実験のみならず，日常生活でもりようできます。VoiceOver を利用
することで，明るさの％表示を音で確認できます。 

 
 

マナーカメラ【無料】 スキル補助 

シャッター音が鳴らないカメラアプリ。教室で板書を撮影したり，カフ

ェでメニューを撮影する際など，カメラのシャッター音は意外に気になり

ます。このアプリを利用すると，シャッター音を気にせず写真を撮る事が

できます。利用の際のマナーの教育も重要になります。類似のアプリはた  
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くさんあります。 

 

声シャッター【200円】 スキル補助 

言葉に反応してシャッターが切れるアプリ。言葉はテキストで入力して

指定することができる。写真を取ると手振れを起こしやすい人には便利な

アプリです。また，発語や発音をねらいとした指導の際にも利用できます。 

 
 
数多くのアプリを紹介しましたが，アプリの選択・活用についてはいくつかのポイントが

あります。 
 
【目的を明確に】 

アプリやタブレット型情報端末があって，何かをするのではなく，何かやるべきこと，や

りたいことがあって，その選択肢として，それらがあるのだという目的と手段の関係を常に

頭の片隅に置いておきましょう。その参考として各アプリの名前の隣に使用目的の枠組みを

「視覚代替」「視覚補助」のように記載しました。ただ，ここに記載した枠組みが絶対では

ありません。活用の過程で試行錯誤することも大切です。 
 
【活用場面を含めた利用法の提案】 

例えば Color Sayで身の回りのモノの色を読み上げさせたとき，黄色なのに黄緑と言った
り，黒なのに暗灰色といったりすることがあります。だからといってこのアプリは使い物に

ならないのでしょうか。赤と朱色を明確に識別する必要がある職業や作業であればそうでし

ょうから，その場合はカラリーノなどのカラーエイドを利用することをお勧めします。しか

し，黒と白の靴下をペアにしなければよいといったニーズであれば十分に満たせます。ある

いはお札識別アプリを紹介する際，出かける前にお札を識別して千円はまっすぐ，五千円は

三つ折り，一万円は四つ折りでお財布に入れると，出すときに便利ですといったことを同時

に紹介することで，アプリの活用はより具体化されます。このようにアプリの活用を考える

際は，目的に応じたうえで，その活用場面を具体的に想定し，利用法を提案することが大切

です。 
 
【視機能で決めつけない】 

この子は視力が 0.02だから iPadを見て使うことができませんとか，点字を使っているか
ら iPadの写真を見ることはできませんといった具合に，視機能で活用の可能性を閉ざすこ
とは好ましくありません。あくまでも私たちは行動の様子を観察して，その結果から判断す

べきです。その際，熟練の期間を考慮する必要があります。 
 
【アプリの調べ方】 

アプリは AppStore で入手しますが，AppStore には 120 万件（2014 年 6 月）のアプリ
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が登録されています。これらの中から最適なものを見つけるのは相当な労力を要します。で

すので，アプリを探す際は，詳しい人に尋ねる，ホームページで検索する，授業研究会や研

修会に参加するといった具合に，他の人たちの取組を参考にすることが効果的です。 
 
【必然性があるか，確認】 

そもそもタブレット型情報端末を利用する必然性があるのか，もっと他に適切な手段があ

るのではないかといった検証は重要です。情報機器は魅力的で活動性も上がっているように

感じやすいです。しかし，実際は単に新しい電子機器に興味があって，その機器を使いたく

て集中しているだけである場合もあります。児童生徒に何をさせたいのか，指導者が確固た

るねらいを持って活用できることが重要です。ただし，新しい道具は誰もが使ってみたいも

のだし，教師にはじめから確固たる信念を持ってといわれても困るでしょう。ある道具の可

能性や限界を知るためには，その道具を徹底的に利用する経験は必要です。そんな経験を通

して，児童生徒は「黒板に書かれた大量の内容を読み取ったり，まとめたりする場合はタブ

レットが向いているけど，先生が指したところを迅速に見るのには単眼鏡が向いているな。」

といった判断ができるようになります。教師も同様のことがいえます。ですから，短期間の

様子から「あの先生は，なんでもかんでもタブレットだ」といった評価は避けたいものです。

とはいっても，この期間が 1 年も 2 年も続くのは適当とは思いません。せいぜい半年程度
に収めたいところです。 
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3. 発展項目 

3.1. 教科書デジタルデータの仕様 

iBooksは業界で優位を占めている ePub デジタルブックファイルをサポートしています。
公開されている ePub ファイルを iTunes を使って iBooks に同期したり、iBooks Store 
からブックを購入／ダウンロードできます。iBooks は PDF もサポートしており、これら
のファイルは手動で iBooks に同期できます。ePub と PDF に加え、iBooks 2.0 以降で
は、iBooks Author で使われている新しい iBooks フォーマットもサポートします。現時
点では、ほかのデジタルブックファイルタイプはサポートされていません。 

 
 アクセシブルな PDFを利用しています 

現在利用している，教科書デジタルデータは，出版社が作成している元データから直接

生成された PDFファイルです。 
この PDFファイルをより使いやすいように，中野研究室（慶應義塾大学）で調整した

ものを利用しています。 
ですので，テキストデータを利用出来る PDFファイルの形式になっています。 
  

 

3.2. アクセシビリティ設定・操作（音声） 

 ここでは，音声機能（Voice Ocer : VO）の設定と基本的な操作方法を解説します。 

 VOの設定 
VOの設定をします。 
VOは，慣れるまでは，操作が難解なので，

ショートカット（ホームをトリプルクリック）

でオン／オフを切り替えられるようにしてお

くと良いでしょう。 
 

 
「設定」→「アクセシビリティ」→「ショー

トカット」→「Voice Overにチェックを入れる」 
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 VOの操作練習 
VO をオンにした状態で操作するためにはジ

ェスチャを確実に行うことが，操作の安定性の

向上に貢献します。iOS ではこの練習ができる
機能が備わっています。 

 

「設定」→「アクセシビリティ」→「VoiceOver」
を開いて，ホームボタンを Tクリックします。 
「Voice Overの操作練習」という項目が表示

されるので，その上で，タップした後，Wタッ
プします。 

 
iPadの操作練習画面が表示されたら，画面の

中央で，タップします。 
その後，少なくとも，以下の３つのジェスチ

ャを練習しましょう。 
Wタップ：続けて 2回，1 本指でタップしま

す。 
右へフリック：1本指で右へ払います。 
左へフリック：1本指で左へ払います。 
 
Wタップは，選択中（フォーカスがある場所）

の機能を実行するときに使います。 
左右フリックは，フォーカスを移動するとき

に使います。 
これらのジェスチャを 10 回連続で成功する

ように練習しましょう。時々，タップなど別の

ジェスチャが混ざらないように，自分が想定し

たジェスチャーを「確実に実行」できる事が重

要です。 
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 VOの基本操作 
VOが有効の際の操作の基本は，左右フリックでフォーカスを動かし，Wタップでその

機能を実行することです。 
ホーム画面で，左へ払うと，フォーカス（アイコ

ンを囲んでいる枠）が右へ移動します。 
 
右図では，フォーカスが「設定アプリ」から「メ

モアプリ」へ移動しています。このとき，VOは「メ
モ」と読み上げ，フォーカスが移動した先の内容を

読み上げます。 
ここで，メモアプリを起動する際は，W タップ

します。 
 
W タップしたり，フリックしたりするのは，画

面のどこでも構いません。 
VOは，画面を眼で見ないで操作することが前提

ですので，「ここを指で押さなければいけない」と

いった概念は基本的にありません。基本となる考え

方は，フォーカスがどこにあって，そこをどのよう

に VO が読み上げて，それを利用者がどう判断し
て，実行するかといったことです。 

 
前の項目で「確実に操作」することが重要と指摘

したのは，例えば，フリック中（払っている最中）

に 1回でもタップのジェスチャが混ざると，フォー
カスはタップした場所へ移動します。こうなると，

再現性のある操作が困難になります。 
 
ぜひ，楽しみながら，目的的に操作連取すると良

いでしょう。初心者に適しているアプリは「日本の

ニュース」です。このアプリで練習すると，階層構

造の理解にも役立ちます。 
 

 
↓ 
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 VOの基本操作 
その他，様々なジェスチャがありますが，使用頻度の高そうないくつかのジェスチャを

以下に紹介します。 
2本指 上へフリック 画面上の先頭から，全ての要素を読み上げる。 
2本指 タップ 画面読み上げを停止 
2本指 下へフリック 現在，フォーカスがある位置から下の要素を読み上げる。 
2本指 Wタップ アクションの開始／停止 （例：ミュージック・ビデオの

再生・停止・iPhoneだと電話の受信・切断） 
3本指 Tタップ スクリーンカーテン（画面を暗くする）をオン／オフしま

す。電池の消耗を抑えます。 
4本指 画面上部をタップ 画面の最初の要素に移動します。戻るボタンなどへ一気に

移動する際に利用します。 
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3.3. タブレット型情報端末の導入 

 タブレット型情報端末を導入する際，どのようにして進めればよいのか？ 指導はどうすればよいの

か？ 様々な不安があると思います。はじめに，基本的な考え方を整理し，その後，具体的なアプロー

チについて触れます。 

 
 

 視覚障害教育と情報機器の指導 
 タブレット型情報端末に限らず，視覚障害教育や特別支援教育，障害者全般における情報機器等の指

導や導入の意義及び必要性は，例えば以下のようなところで指摘されています。一度参照されることを

お勧めします。 
 

 

【特別支援学校小学部・中学部学習指導要領】 

「各教科等の指導に当たっては，児童又は生徒がコンピュータや情報通信ネットワークなどの情報手段

に慣れ親しみ，その基本的な操作や情報モラルを身に付け，適切かつ主体的，積極的に活用できるよう

にするための学習活動を充実するとともに，これらの情報手段に加え，視聴覚教材や教育機器などの教

材・教具の適切な活用を図ること。また，児童又は生徒の障害の状態や特性等に即した教材・教具を創

意工夫するとともに，学習環境を整え，指導の効果を高めるようにすること。」 
「触覚教材，拡大教材，音声教材等の活用を図るとともに，児童が視覚補助具やコンピュータ等の情報

機器などの活用を通して，容易に情報の収集や処理ができるようにするなど，児童の視覚障害の状態等

を考慮した指導方法を工夫すること。」 

 

【特別支援学校高等部学習指導要領】 

「各教科・科目等の指導に当たっては，生徒が情報モラルを身に付け，コンピュータや情報通信ネット

ワークなどの情報手段を適切かつ実践的，主体的に活用できるようにするための学習活動を充実すると

ともに，これらの情報手段に加え視聴覚教材や教育機器などの教材・教具の適切な活用を図ること。な

お，生徒の障害の状態や特性等に即した教材・教具を創意工夫するとともに，学習環境を整え，指導の

効果を高めるようにすること。」 
「触覚教材，拡大教材，音声教材等の活用を図るとともに，生徒が視覚補助具やコンピュータ等の情報

機器などの活用を通して，容易に情報の収集や処理ができるようにするなど，生徒の視覚障害の状態等

を考慮した指導方法を工夫すること。」 

 
【教育の情報化に関する手引き】 

「各教科・科目等の指導に当たっては，生徒が情報モラルを身に付け，コンピュータや情報通信ネット

ワークなどの情報手段を適切かつ実践的，主体的に活用できるようにするための学習活動を充実すると

ともに，これらの情報手段に加え視聴覚教材や教育機器などの教材・教具の適切な活用を図ること。な
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お，生徒の障害の状態や特性等に即した教材・教具を創意工夫するとともに，学習環境を整え，指導の

効果を高めるようにすること。」 

 
【合理的配慮等環境整備検討ワーキンググループ報告 H24.2.13 別表】 

「見えにくさを補うことができるようにするための指導を行う。（弱視レンズ等の効果的な活用、他者へ

積極的に関わる意欲や態度の育成、見えやすい環境を知り自ら整えることができるようにする 等）」 

 
【障害者差別解消法リーフレット】 

障害を理由とする差別とは？「障害を理由として，正当な理由なく，サービスの提供を拒否したり，制

限したり，条件を付けたりするような行為をいいます。また，障害のある方から何らかの配慮を求める

意思の表明※があった場合には、負担になり過ぎない範囲で、社会的障壁を取り除くために必要で合理

的な配慮（以下では「合理的配慮」と呼びます。）を行うことが求められます。こうした配慮を行わない

ことで、障害のある方の権利利益が侵害される場合も、差別に当たります。」 
「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律」（いわゆる「障害者差別解消法」（施行は一部の附

則を除き平成 28年 4月 1日）では，国の行政機関及び地方公共団体は「障害者への合理的配慮」が法的
義務となります。 

 
これらの文書で指摘されていることの根底には，情報機器や情報手段は情報障害となりやすい視覚障

害者にとって重要な補助具であったり，支援技術であったりすることがあると考えられます。このよう

な裏づけがあることを知っておくことをおすすめします。 

 

 視覚障害教育と情報機器の実際 
【使用目的を明確にした，発達段階に応じた導入】 

 発達の過程では，画面の中での世界ではなく，具体的なモノに対して，実際，触ったり，押したり，

ひねったり，引っ張ったり，積んだり，重ねたり，持ち上げたり，めくったりといった操作を行うこと

が概念の形成には適している時期があります。特に小学校段階までは具体物に対するそういった直接的

な操作によって様々な概念を得る方が向いていると考えられます。しかし，だからといってタブレット

型情報端末に一切触れさせないという指導が適しているとはいえません。タブレット型情報端末を視覚

補助具，視覚代替機器，情報補償機器と捉えた場合，それらの目的でタブレット型情報端末は積極的に

低年齢から導入されるべきであると考えられます。小さい虫を大きくして観察するとか，動きの速い運

動をスローで観察するといった見ることを補助する目的（視覚補助具），色を読み上げるとか光の明暗を

音の高低で表すといった視覚情報を視覚以外の情報で捕らえる目的（視覚代替機器），東西南北の方角や

学校での連絡黒板のメモといった情報を補助する機器としての目的（情報補償機器）などの目的であれ

ば，低年齢のころから積極的に導入することで，見ることに喜びを感じたり，色や光に関心を持ったり，

不十分な視覚情報を補って情報を収集・整理・活用したりでき，概念形成に貢献するのではないでしょ

うか。アリを観察するのに，いくら目を近づけても十分には見えないでしょうし，拡大鏡を使ったとし

てもどれほどの視覚情報が得られるかは分かりません。さらに，直接経験ということでつまんだとして

も，どれほどの情報が得られるでしょうか。そんなときタブレット型情報端末があると，大画面の中で，
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大きくして，動きをスローにして，静止画にして観察できます。見ることに集中できる環境整備の一助

になると考えられます。 

 
【障害が大きいほど，情報機器は生命活動に与える影響が大きい】 

 災害時，人の群れが南へ向かって移動しています。眼が見えていると，群衆の後ろに何が迫っている

のか，群衆の行く先には何があるのか，一目瞭然で確認し，自分の判断で行動できます。見えにくい・

見えない状態だとどうでしょうか。どちらから危険が迫っているのか，人の群れはどちらへ向かってい

るのか，どちらへ向かえば安全なのか，そういった情報は群衆の中の誰かを呼び止めて確認するしかな

いでしょう。そんな時，インターネットに接続されたタブレット型情報端末があれば，ニュースやソー

シャルメディアやメッセージアプリを利用して，どちらからどんな危険が迫っているのか，どちらへ向

かえば安全なのかの判断ができます。そして，地図アプリを起動して現在位置を確認し，コンパスアプ

リを起動して方角を確認し，そんな豊富な情報を能動的に得たうえで，自分で判断して行動できます。

もちろん行動する際に人の手を借りる必要があるかもしれません。そんな時も拡大文字表示アプリを利

用して眼が見えないことを群衆に伝えることができます。効果的に援助を得ることが可能になります。

このような例はあってはならないことですが，視覚障害の程度が大きいほど，情報機器が生命活動に与

える影響の大きさを知ることができます。このような緊急事態だけでなくても，歩いているときに自分

の周囲にある飲食店の情報や冷蔵庫の中にある食品の賞味期限の情報，ドアポケットに入っていたチラ

シの情報など，見えていると入手するのに苦労することはない情報ですが，視覚障害者ではそうはいき

ません。しかし，情報機器を使いこなすことで，それらの情報にアクセスできる可能性が開けます。こ

れらの例からも，視覚障害が大きいほど情報機器が生命活動に与える影響が大きいことが伺えます。そ

んな情報機器の操作法や活用法を教えることがいかに重要であるか，ご理解いただけるのではないでし

ょうか。また，そんな情報機器だからこそ，導入年齢を設定することにどれほど意義があるでしょうか。

それは，災害に遭遇したとしても視覚障害者は被災しないとか，視覚障害者は賞味期限が切れていても

大丈夫といったことはありえないからです。 
さらに，教育やリハビリでこれらのことを教わらないと，視覚障害者はどこでこれらの内容を身につ

けるのでしょうか。少なくとも，晴眼者がそうするように，販売店や駅前のパソコン教室では教わるこ

とは，視覚障害者にとってはかなり難しいと思われます。 

 
【生活に生かせる導入も重要】 

 学校教育の中で，感光器で自然の事象を学んだり，触ったり音声で聞ける方位磁石で地図の学習をし

たり，音声パソコンでＯＣＲや辞書検索をしたりと，実に様々な充実した機器により，障害を補い，あ

るいは代替して授業が展開されます。しかし，一歩学校からでると，それらの機器は視覚障害者の彼ら

にどれほど恩恵を与えているでしょうか。感光器を持ち歩けば，暗所に入ったのか，あるいは自宅の蛍

光灯は全て消えているだろうかといった情報を知ることができます。音声の方位磁石を利用すればどち

らの方角へ歩いているのかを知ることができます。手軽にＯＣＲができればドアポケットに入っている

封書の差出人や掲示してある文書の内容を知ることができます。しかし，このような活用ができる環境

は現在どれほど整っているのでしょうか。さらに，日常生活の中で感光器や音声方位磁石，色読み上げ

装置を利用しようとしても，その３台を購入するだけで 10万円を超えてしまいます。しかし，情報機器
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の活用を行うことによって，1台の端末が，感光器・カラーエイド・ＯＣＲ・辞書・ニュース・ＧＰＳ・
ナビ・周辺情報・時計・タイマー・紙幣識別などなど様々な機器になります。情報機器以外にかかるコ

ストは 1万円にも満たないでしょう。せっかく授業で感光器や方位磁石が利用されるのであれば，それ
を生活で生かせるようにしていくことが重要であると考えます。そんな環境をつくることで教室での学

びは生活に生かされ，生活に生かされた学びは成熟し，さらに学習に貢献します。学びを教室の中だけ

で終わらせることなく，生活にも生かせるように，この両輪で情報機器の活用を考えていく必要があり，

そのための環境整備が重要となります。 

 

 選定 
 タブレット型情報端末は，基本システム（OS : operating system）によって，iOS（アップル），Android
（グーグル），Windows（マイクロソフト）があります。iOSで動く機器には，iPad，iPod touch，iPhone
があり，Androidで動く機器には，Xperia，Galaxy等，Windowsで動く機器には Surface等がありま
す。先に説明したように，iPadは守備範囲の広い機器ですが，以下のようにニーズにより，機器の選定
について検討されることが必要になります。選定時の主な観点を以下に記します。 

 
【iPad】 

・多種・標準のアクセシビリティ機能 
・セキュア・完成度の高いアプリ 
・高機能の入出力装置 
・充実のユーザビリティ 

 
【iPod】 

・iPadに加え 
・片手に収まるため，音声ユーザには利用しやすい 

 
【Android】 

・様々な画面サイズ 
・様々な仕様 

 
【Windows】 

・大量，多量，高度なデータ処理（レポート執筆や就労には必須） 
・点字，点図の処理 
・高度なアクセシビリティ 

 
【点字携帯端末】 

・大量，多量な点字データの処理 
・点字ベースのインターフェイス 
・バッテリーの長時間駆動 



44 
 

 伝え方 
【能動的活動が重要】 

 できるだけ児童生徒が機体に直接触れる機会を重視しましょう。指導者が，児童生徒の手を取って，「こ

こに，横スイッチがあって」「こっちには，カメラがあって」などといった方法で関わっていたのでは，

児童生徒は頭の中で iPadの状況を構成できにくくなります。自身が手を動かし，納得しながら次に進む
という体験を大切にしたいものです。タブレット型情報端末の画面上の操作は基本的に手ごたえが得ら

れないため，ボタンは実際に押してクリック感を確かめたり，スイッチは実際にスライドさせて動く方

向や手ごたえを確認したりするなど，実際に操作を行わせることが大切です。そのため，はじめは主電

源を完全に切っておくことが大切です。 
 ※主電源は，電源ボタンを長押しして切ることができます。 

 
【まずは基本操作の熟練を目指す】 

 既に慣れた人向けの指導であれば，話を中心に多くの内容を説明しても，すでに頭の中で構成された，

iPadの概念を利用した理解が可能で，効果的です。しかし，初心者に対する場合は，そうはいきません。
できるだけ，基本操作の理解を促すために，同じような動作を何度か繰り返すような課題を設定して，

その過程で慣れて身につけられるようにしましょう。そういった活動の中で，操作の意味を徐々に理解

してもらうことが重要です。したがって，「こんな方法もある」「あんな方法もある」といった，様々な

話はあえてしません。その際，目的的な活動を考えることに注意しましょう。カメラで撮って，閲覧す

るのであれば，様々な花を撮影して拡大して観察してみるなど，目的的な活動を設定し，それを繰り返

せる工夫をするとよいでしょう。 

 
【見えている世界が常識と思わない】 

 見えている人は，視覚の情報を中心にして様々な概念を構成することがほとんどです。しかし，それ

は見えている人の世界の常識であって，見えにくい，見えない人にとってはそうであるとは限りません。

したがって，見えている人の常識を視覚障害の児童生徒に押し付けてはいけません。 
 例えば，VoiceOverを利用して Safariを利用している場合，画面上には映っていない情報であっても，
音声では次々と読み進めます。そんなとき，見えている人の常識で，「あ，画面に映っていないところを

読み上げているから，下にスクロールしましょう。」などと言ってはいけません。VoiceOverで利用して
いる場合，画面に映っていなくても全く問題ないわけですから，そのような，利用者の立場に立った考

え方への転換が重要です。弱視の児童生徒の場合も，ホーム画面のアイコンの下に書いてある文字が確

実に読み取れなくてもアイコンの色調や概形といった情報からアプリを同定することは可能です。そん

な当事者目線に立てるようにしたいものです。また，普段は点字を利用しているからとか，視力が 0.02
だから iPadでカメラを使った観察は無理だといったように，視機能や普段用いている文字で利用できる
か否かを決めつけて，チャンスを与えないという考え方も避けましょう。著者は視力 0.02の点字使用の
小学３年の子どもにロイロノートを使って実験のまとめを指導した経験があります。あくまでも，教育

者は目の前の子どもの行動から判断したいものです。 
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【ズームの程度を決める】 

 ズーム機能を利用して操作する場合，3本指・Wタップを行う際，2回目のタッチの状態で 3本指を上
に移動する（ドラッグする）と倍率が大きくなり，下に３本指を下げると倍率は小さくなります。この

方法を利用して，ホーム画面を利用して，あらかじめズーム機能時の倍率を決めておくとよいでしょう。

ホーム画面の文字は，比較的小さいので，そこが読める程度にズームを設定しておくと，ほぼカバーで

きます。逆に，ズームを最大にしても，ホーム画面の文字を読むことが困難な場合は，VoiceOverとの併
用など，何らかの方法を検討する必要があります。また，３本指・Ｗタップという操作自体が難しい場

合は，ホームボタンＴクリックにズーム機能を割り当てるとよいでしょう。 

 
【ズーム下での操作は大変なのです】 

 ズーム機能を利用して操作する場合，ズームで拡げられた状態を，限られた画面で切り取って見なが

ら操作することになります。そのため，画面の全体構成を理解し辛く，また現在画面に映っている位置

を同定しにくくなり，操作は想像以上に難しくなります。倍率が大きければ大きいほど，操作の困難さ

も大きくなると考えましょう。ズーム機能利用時の画面のスクロールは 3本指で行うことに慣れる必要
があります。まず，3本指で，上下・左右にスクロールして，画面の広がりを確認します。その際，画面
の左上には「iPad」と表示されていることを確認するとか，画面下の真ん中の自分の居場所が分からな
くなった際に，画面上の居場所の確認に役立ちます。スクロールする際は，指を払うような操作（フリ

ック）をすると，画面が「さーっ」と流れてしまうので，酔ってしまったり，居場所を見失ったりしや

すくなります。はじめは，指で画面を動かす際，しっかりと指を止めながらスクロールするとよいです。

このことにより「酔い」にくくなります。ただ，ズーム機能と VoiceOver機能を同時に利用する際，3
本指フリックで例えばホーム画面を移動してしまいます。これに対し，ズーム機能だけだと，3本指のフ
リックは，1倍サイズの画面内のスクロールに限られるため，他のページに移動することはありません。
つまり，同時使用の場合は 3本指でいつのまにか，ページが変わっているということも起きかねません。
その際は，ページを移動したら，発する音声に注意するなど，別の配慮が必要となります。 
 また，ズーム機能は，常にズーム機能を入れて利用するよりは，必要な時にズーム機能をオンにし，

必要なくなったら，ズーム機能をオフにする（１倍に戻す）といった具合に操作するとよいでしょう。

また，どうしてもズーム機能下での操作が難しい場合は，拡大鏡を併用するなど，普段使っている視覚

補助具の活用も有効です。 

 
【VoiceOver使用時は，画面を見なくても使える工夫があります】 

 VoiceOverは画面を見ないで利用できることが前提となっています。そのために特別なジェスチャが用
意されています（前項参照）。例えば，アイコンの位置を特定しなくても（定位しなくても），アプリを

起動できます。肝心なことは，どこに VoiceOverカーソルと呼ばれるフォーカスがあるのかが重要なの
です。見える人はこのことを十分に理解して，VoiceOver機能や画面構造の様子を伝えてほしいと思いま
す。また，画面構造については触図と音声の対応で伝える方法や，「右フリックはＴＡＢキー」といった

具合に，ＰＣを利用している方でしたら，ＰＣのショーカットキーに例えて説明する方法を利用すると

有効です。 
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【各人のニーズを叶えることが一番】 

 道具を使うのには必ず目的があります。iPadや iPhoneなどの iDevicesも同じです。iPadを使いたい
からというよりは，iPadで何かがやりたいから利用しているはずです。ぜひ，児童生徒一人一人のニー
ズが一つでも叶うように操作法やアプリの選定，その他の環境設定を行ってほしいものです。できるだ

け児童生徒の現状と，将来の卒業後のことをイメージして進めてほしいと思います。 

 

 カメラの導入からはじめよう 
【まずは，カメラで撮って，拡大して見る】 

 おそらく，iPadは学校にやってきたけれど，これでどういう風な授業実践を行えばよいのか，何を子
ども教えればいいのか，途方に暮れている先生もいるでしょう。まずは，カメラアプリと写真アプリを

利用して，単眼鏡や拡大鏡の代替として利用してみましょう。その際，スタンドなどがあると便利です。

（２．７．参照） 
 身の回りのモノ，例えば自分の指の爪，先生や友達の顔，自分の服の柄，意外にそんな身近なものを

拡大するだけでも発見があるものです。弱視者は，他者の顔のイメージがとても薄いです。ここは恥ず

かしがらずに，顔の写真を撮って，いろんな発見をしてみましょう。 
 さらに，観察や実験ではその様子を撮影しておくとか，定規や分度器で測る際は撮影して写真を大き

くして目盛に意識付けをするとか，国語では細かな文字を，社会では地図を撮影して拡大して見るなど

様々な活動で応用できます。 

   
写真アプリ  カメラアプリ 

 
【撮った写真を加工してみる】 

 拡大鏡や単眼鏡の代替として利用していくうちに，文字で説明を書き込みたいとか，矢印を描き込み

たい，モザイクを入れたい，２つ，３つ，４つと並べて１枚の写真にしてみたいなど，さらなる機能増

強に挑戦してみましょう。お勧めは Skitch（無料）と Pic Collage（無料）というアプリです。アプリ紹
介の項を参考にしてください。 
 Skitchは写真に文字や記号，モザイクを入れることができるアプリです。下図のように，撮影した写
真に描き込むことができます。教師が見やすい資料作りにも使えますし，児童生徒が自分の学習の記録

として撮影した写真に描き込むこともできるでしょう。 
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 Pic Collageはいくつかの写真を 1枚の写真にまとめたり，写真の一部分を自由な形に切り抜いたりで
きるアプリです。実験の前後や時間経過を画像で確認する際，便利です。 

 

【ワークシートなどに写真を入れてみる】 

 写真の加工までできるようになると，更に授業の中で活用してみたいとか，児童生徒にももっと活用

できるように指導したいといった思いが沸いてくることでしょう。例えば，ワークシートにまとめる際，

これまでは文字が中心ではなかったでしょうか。そこに iPadで撮影したり，さらに加工した写真を貼り
付けていき，それを印刷して綴っていくことで，学びがより鮮明に残せるようになります。ここで利用

できるのが Good Notes（アプリ紹介の項参照）です。 
 このアプリは，ＰＤＦを作成したり，教師がワードなどで作成したワークシートのＰＤＦファイルを

読み込んで追記したりできます。下の図は，実際に中学生が作成したものです。書く際は，ワークシー

トを拡大して書き込めますので，児童生徒の視覚特性に応じたサイズで書けます。 

 

 
【撮った写真でプレゼンを作ってみる】 

 最後は，タブレット型情報端末ならではの実践まで試してみましょう。撮りためた動画や写真に声も

録音して，スライドを作成するのはいかがでしょうか？ロイロノート（アプリ紹介の項参照）は，小学

校低学年が利用できるプレゼン資料作成ツールです。作成したスライドショーをＤＶＤに焼いて持ち帰

らせたりすると，子どもの学びは一層深まりますし，家庭での理解も進むことでしょう。 

 
 このように，まずは，単眼鏡や拡大鏡の代替として，次に写真を加工する，機能の増強として，さら

には，ICTを用いた，授業展開の修正，最後に，ＩＣＴならではの授業の変革まで様々な段階での活用
が可能です。ぜひ，効果的な活用，将来，彼らが社会に出たときに活用できる知識と技術の習得を念頭

に置き計画的に導入していただければと思います。  
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3.4. タブレット型情報端末の導入事例 

 ここでは，視覚特別支援学校，弱視特別支援学級，通級指導教室での活用事例と，理科での活用事例

の発表会用資料を掲載します。 
 掲載への協力校及び本人・保護者からは掲載の承諾書をいただいております。 

 
掲載している資料は以下の通りです。 

 

福岡県立北九州視覚特別支援学校 北野 琢磨 流れる水の働き（理科） 小５ 

福岡県立北九州視覚特別支援学校 北野 琢磨 1分ふりこを作ろう（理科） 小５ 

広島市立五日市小学校 秋山美和子 感じたことを伝えたい（図工） 小５ 

広島市立五日市小学校 秋山美和子 元気な毎日と食べ物（家庭） 小５ 

広島市立五日市小学校 秋山美和子 スノードームを作ろう（自立活動） 小５ 

広島市立本川小学校 多田 満可 弱視レンズ活用訓練（自立活動） 小５ 

広島市立本川小学校 多田 満可 弱視レンズ活用訓練（自立活動） 小５ 

広島市立本川小学校 多田 満可 弱視レンズ活用訓練（自立活動） 小６ 

愛媛県立松山盲学校 福上 将正 単体と元素（理科） 高２ 

愛媛県立松山盲学校 八木 博江 十四経脈とその経穴（理療） 専２ 

福岡県立北九州視覚特別支援学校 北野 琢磨 3年間のタブレット端末の活用状況 中全 

福岡県立北九州視覚特別支援学校 北野 琢磨 SAMRモデル用いた理科授業への iPad
の導入 

中全 

広島大学 氏間 和仁 ロービジョンエイドとしても iPad 
（鹿児島ロービジョンフォーラム資料） 

 

 
 
 
 



 
「視覚障害教育におけるｉＰａｄ活用」に関する授業等の略案 

１．授業の概要 

授業等日 

時間 

平成27年10月10日（火） 
10：50～11：40 

授業等 

（学校名）     

理科室（小中・高） 

（北九州視覚特支） 

授業者 

 

北野 琢磨 

 

教科（科目）等       

（学年） 

理 科 

（小５） 

単元 

（教科書） 

 流れる水のはたらき 

（東京書籍） 

本時の目的 

 

地面に水を流して、流れる水のはたらきを調べ、まとめる。 

 

 

２．協力児童生徒情報 

児童生徒 先天性白内障(術後)，RV=(0.05), LV=(0.15), BV=(0.15), NRV=(0.03), NLV=(0.25), NBV=(0.3) 
 

３．授業の概要 

 時間 内容 教材・教具 支援内容 
 
導

入 
 
 
 
 
 
 

 ５ 
 
 
 
 
 
 
 
 

〇前時の学習内容について、振り返り本

時学習内容について考える。 
①前時まとめを発表する。 
②本時のめあてを確認する。 
めあて 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

・答えることが困難な場合は、前時の内

 容を思い出すことができるよう、言葉

 かけを行う。 
 
・予想しやすいよう、以下の観点で考 

 えるよう指示する。 
 カーブの内側と外側によるちがい 
 傾斜によるちがい 
 

 
 
川のモデルを使って流れる水のは 
たらきを調べよう 

 
 

③実験結果を予想する 
④実験室へ移動する。 

展

開 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

３５ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

〇実験器具の確認を行い、方法を知る。 
 
 
〇実験を行う。 
①iPad動画スイッチON 
②水を流す 
③iPadスイッチOFF 
〇結果を確認してワークシートに整理す

る。 
①傾斜台の土の様子を確認する。 
②動画で再確認する。 
③iPadアプリを使い、実験前と実験後 

の静止画を比較する。 
④静止画を印刷しワークシートに貼  

り、気付いたことを記入する。 
予想される答え 

・iPad（３台） 
・スタンド 
・水の流れ傾斜装置 
・ペットボトル 
（貯水用） 
・ビーカー500ml 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

・動画で確認した際に確認できるよう、

 気づいたことは声に出して言うことを

 伝える。 
・水の流れが分かり易いよう、着色した

 水を流す。 
・水の速さがわかりやすいよう、発表ス

 チロールの小球を一緒に流す。 
・水の流れる様子を確認できるよう、教

 師が水を流す 
・水が流れる様子を後で振り返ることが

 できるよう、それぞれの場所を動画で

 撮影する。 
・結果をワークシートに貼れるるよう、

 画面をキャプチャして印刷する。 
・まとめやすいよう、観点ごと（カーブ

 の内側・外側、傾斜）に分けたワーク

 シートを準備する。 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

 

・カーブの内側でたい積する。 
・カーブの外側でしん食する。 
・内側より外側が流れが速い。 
・傾斜が急な所でしん食・運ぱん 

 され、平らな所でたい積する。 

 
 
 
 

 
 

 
ま

と

め 

 
 

 ５ 
 
 
 

 
 

〇本時のまとめと次時のめあてを知る 
・気付いたことを発表する。 
・次時の学習内容を知る。 

ワークシート 
 
 
 

 
 

・自己肯定感がもてるよう、発表は肯定

 的に受け止めるとともに、不足してい

 る内容があれば生徒自身が気付けるよ

 うな言葉かけを行う。 

 
 

 

 
流れる水の量を増やすとどうなるか

。 

 

 

 

  



 
４．タブレット端末の利用状況（利用機材の内容と利用のねらい） 

ハードウェア 

 

 

 

 

 

 

 

 

機材名：ｉＰａｄ 

ねらい：水が流れる様子や地形が変化した様子を確認できるよう、動画で撮影し記録す

る。上流、中流、下流それぞれの様子が撮影できるよう、ｉＰａｄは３台準備

する。 

機材名：ＥＮＶＹ１１０（複合印刷機） 

ねらい：撮影した動画をキャプチャして静止画としたものを即時に印刷することで、水

を流した前後の様子を比較しやすいようにする。 

機材名：アーム 

    ｉＰａｄで動画撮影する際に、ｉＰａｄを固定する。 

ソフトウェア 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アプリ名：カメラアプリ（標準） 

ねらい：動画を撮影し後から確認する際に利用する。児童の気付きの音声も同時に記録

されるため、振り返りの際に実験の内容の想起に効果的であると考える。また

動画をキャプチャして、静止画としても利用する。 

アプリ名：PairPlayer 
ねらい：流水前と流水後の様子を比較するために用いる。１つの画面内に２種類の画像 

を取り込めるため比較するの効果的だと考える。 
アプリ名：AiORemote 
ねらい：Ｗｉｆｉを使用することで、実験結果をまとめたものを、即時に印刷し移動に

手渡す。教室移動を行うことなく、実験結果をすぐに資料として手渡せるので

児童が結果をまとめる際に効果的であると考える。 

 

５．タブレット端末利用の効果（実際に利用して得られた効果） 

・ カメラアプリを用いて上流・中流・下流それぞれについて動画を撮影したことで、水が流れる様子や

地形が変化した様子を、児童が積極的繰り返して確認しようとする様子がみられた。また、動画中に

録音された教師や自分の音声をもとに、３ヶ所の時間的なつながりも確認することができていた。さ

らに、動画を見る際に、その後のまとめに必要と思われる場面を、自らスクリーンショットで静止画

として残そうとする児童の主体的な行動を導き出すことができた。 

・ PairPlayerを用いて、ひとつの画面で「水を流す前」と「水を流した後」の地形変化を明確に比較でき 

たことで、児童がその変化を見出し自信をもって発表する様子が見られた。 

・ AiORemoteを用いて、PairPlayerで作成した記録画像を即時にプリントアウトしてワークシートに貼り
付けることで、その画像を見ながらワークシートに実験のまとめをしようとする児童の主体的な行動

を導き出すことができた。 

 

６．タブレット端末の課題（実際に利用して感じた課題） 

・ AiORemoteを用いてプリントアウトする際に、電波が途切れてしまい印刷できないというトラブル 

があった。タブレット端末を使用する際には、このような機会トラブルが起こるかもしれないという こ

とを想定して、その場合の対策を講じておく必要があった。 

 

 

 

 

 

 

  



 

７．授業経過記録  ※は記録者の感想等 

 
時間 内容 活動の様子・感想・写真等 

導 
入 

５ 〇前時の学習内容について、振り返り本

時学習内容について考える。 
①前時まとめを発表する。 
②本時のめあてを確認する。 
 
めあて 
 
 

 
 
③実験結果を予想する 
④実験室へ移動する。 

 
前時の実験の様子を，前時，撮影した写真を見ながら

思い出していた。 

展 
開 

３５ 〇実験器具の確認を行い、方法を知る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〇実験を行う。 
①iPad動画スイッチON 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②水を流す 

 
実験装置全体を一つずつ丁寧に確認していた。カーブ

の内側と外側に家に見立てたスポンジを立てていた

が，本児の発案により家の数を増やした。 
 

 
上流・中流・下流をそれぞれの iPadで撮影できる

ようにアームで固定し，セットしていた。 

 
上流に底を切り取ったペットボトルをさかさまに

川のモデルを使って流れる水のはた

らきを調べよう 



 
 
 
③iPadスイッチOFF 
 
 
 
 
 
 
〇結果を確認してワークシートに整理す

る。 
 
①傾斜台の土の様子を確認する。 
 
 
 
②動画で再確認する。 
 
 
 
③iPadアプリを使い、実験前と実験後
  
の静止画を比較する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

セットし，切り取られた底から白い絵の具を溶かした

水を流した。 
その様子は iPadのカメラで動画で撮影された。 

【iPad カメラ】 
※色は黄色など試した結果，白に決まった。 
 

 
 上流・中流・下流の各 iPadで撮影した動画で再確
認して，水のはたらきによる変化を確認した。 
 水を流した直後と実験終盤の各時間帯でスクリー

ンショットを撮影し静止画で保存した。 
【iPad 写真】 
※動画を再確認ながらスクリーンショットを撮影す

るのは実験前後の比較を行うのに有効である。 
 

 
 動画で水の働きを再確認した後，川がどのような状

態になっているのか，水が流れた後の川を確認した。 
※動画で水の働きを再確認した際，水の働きによって

川がどのように変化しているのか，問題意識を持ち，

ポイントを絞り込むことで，水が流れた後の川の確認

が科学的視点に根差して行えていた。 
 



 
 
④静止画を印刷しワークシートに貼  

り、気付いたことを記入する。 
予想される答え 
 
 
 
 
 

  
 動画のスクリーンショットで記録した，実験前後の

静止画を動画や静止画を比較できるアプリで並べて

表示し，実験前後の様子を確認した。 
 その後，PairPlayer で並べた静止画の画面を印刷
した。 
【iPad PairPlayer，AiORemote】 
※アプリの操作は２回目ということであったが，児童

は動画からスクリーンショットを撮る意義や，

PairPlayer を利用して静止画を比較する意義を十分
に理解しており，自らが能動的に実験記録の処理を行

っていた。 
 

ま 
と 
め 

５ 〇本時のまとめと次時のめあてを
知る 
 
・気付いたことを発表する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・次時の学習内容を知る。 
 
 
 

 

 

 
 ワークシートに印刷した実験の記録写真を貼り付

けながら，結果と考察を記入していた。 
※小学生ということも考慮し，紙に印刷したワークシ

ートと写真を操作しながら，ノートをまとめることは

実態に応じている。 
 

 

 
 
 

・カーブの内側でたい積する。 
・カーブの外側でしん食する。 
・内側より外側が流れが速い。 
・傾斜が急な所でしん食・運ぱん 

 され、平らな所でたい積する。 
 

流れる水の量を増やすとどう
なるか。 

 



テーマ 
１分ふりこを作ろう 

実践者 北野琢磨 

（北九州視覚特別支援学校） 

対象学年等 小学５年 

弱視，視力 0.15程度 

使用 

アプリ 

カメラ S：拡大読書器の代替 

 iPadをアームに取り付けることで，壁面に

ぶら下がる振り子の長さを定規で測定する

場合に便利である。 

ストップウォッチ S：ストップウォッチの代替 

振り子が一往復する時間を測定する。 

A：ストップウォッチよりも画面が大きい機

能の増強 

電卓 S：電卓の代替 

 振り子の往復に要する時間と，1 分間の関

係を計算する。 

A：電卓よりも画面が大きくい機能の増強 

ロイロノート M：授業のまとめを静止画・動画・音声で行

う授業展開の修正 

 授業中撮影した静止画や動画を利用して，

気づきを音声で録音しカードを作成し，その

カードをつなぎ合わせてまとめを行う。 

視 覚 障

害 教 育

的支援 

 振り子を白，背景を黒としてコントラストを高め，振り子の視認性を高めた。 

 黒背景に白文字の定規を用いた。 

 定規にふりこを合わせる際，空間で不安定なふりこを定規の目盛りにピタリと合わせ

るのは困難なため，定規をスタンドにセットする前に設定する目盛りの位置に黄色い紙

を児童自身が合わせ，その後，定規をスタンドにセットし，その黄色い紙の端を，ふり

この中央の青い横線に合わせればよいようにした。 

 分度器の部分が視認しやすいよう白背景とし，30度毎の線を太くした。数字を読み取

らなくても，線の色を見るだけで角度が分かるように，30度毎の線の色を変えた。 

授 業 の

様子 

カメラは，定規の目盛りにふりこの位置を合わせるのに使用します。 

iPadと共に，背景の単純化や定規の目盛りに振り子を合わせる際の工夫，ふりこを白

に塗って背景（黒）とのコントラストを高める工夫など，ローテクと併用しました。 

児童は、ほぼ１人で，全ての作業を行い見事 25.3cmでふりこの１往復が１分になる

ことを発見しました。（理論上は２５ｃｍ） 

とてもうれしかったようで，ロイロノートで記録するといって１人でロイロノートに

今日の成果を写真とともに音声で録音していました。 



iPadとしては，ちょっとした代替（substitution）としての利用ですが，机上はもち

ろん，電卓やストップウォッチなどが一台の iPad でまかなえるため使用する道具もシ

ンプルになり，それぞれの道具の表示も見やすく，大変効果的でした。 

画像 

 

カメラアプリを利用している様子 

単にカメラアプリを利用して大きくする

だけではなく，背景を黒，振り子を白にして，

コントラストを高める工夫があるため，カメ

ラアプリの効果が発揮されている。 

 アームに iPad を取り付けることで視対象

がどこにあっても，対応の幅が広がる。さら

に，静止画や動画を撮影することで記録にも

利用できる。 

 定規についている黄色い紙を測りたい目

盛りの位置に机上でセットした。 

 

ストップウォッチを利用している様子 

 ボタンや数字が大きく，通常のストップウ

ォッチの液晶画面と比較してコントラスト

も高いことから，見やすい。 

 アームに iPad を取り付けることで振り子

の動きを追いながら，ストップウォッチを操

作しやすい位置に固定できる。 

 

 

 電卓を利用している様子 

 最近，ボタンの大きな電卓を良く見かける

ようになったが，液晶も大きく，ハイコント

ラストなモノは意外に少ないことにお気づ

きでしょうか。電卓で重要なのは，ボタンも

さることながら，数字が表示される液晶で

す。iPadで電卓アプリを利用すると，どちら

も見やすい電卓に早変わりである。 

備考  定規についてある黄色い紙は，ふりこの青い横線を合わせやすいということで，児童

には好評であった。 

 



   
「視覚障害教育における iPad活用」に関する授業等の略案 

１．授業の概要               

授業等日 
時間 

平成２６年 6月 30日（月） 
13：55～14：40   

教室等 
（学校名） 

目 の 教 室 
（五日市小学校） 

授業者 秋山美和子 

教科（科目）等 
（学年） 

図画工作科 
（ 小５ ） 

単元 
（教科書） 

感じたことを伝えたい 
（「図画工作５・６年上」 日本文教出版） 

本時の目的 
 

物の形や色をよく見て風景画（水彩）を描くことができる。 

 
２．協力児童生徒情報 

児 童 先天性緑内障,無虹彩，RV=0.15, LV=0.15, BV=0.15, NRV=0.1, NLV=0.1, NBV=0.1 
 
３．授業の概要 

 時間 内容 教材・教具 支援内容 

導
入 

 
 
８ 

 

・風景画を描くための準備をする。 
 
・交流学級の児童の作品を見る。 
 
・色のぬり方の確認をする。 

iPad（ミュージックアプ
リ） 
iPad（カメラアプリ） 
 
山と葉の絵（見本） 

・一曲終わるまでに準備をさせる。 
 
・本児が見えているか確認をする。 
・物の色は一色ではないことを確

認する。 

展
開 

 
 
 
 
 
３０ 

 
・風景写真を見ながら絵を描く。 
 
 
 
 
 
 
 

iPad（カメラアプリ） 
斜面机 
マグネット 
画用紙 
水彩絵の具セット 

・必要に応じて画面を拡大する。

状況に応じて本児が自分でできる

よう支援する。 
・困ったら適切な言い方で援助依

頼をさせる。 
・水の量に気をつけさせる。画用

紙から流れ落ちるのは水が多すぎ

る。筆がガサガサいうのは水が少

なすぎる。 
・遠景からぬるようにさせる。 

ま
と
め 

 
 
 
 
７ 

 

・次時の予告 
 
・写真を撮る 
 
・片づけをする 
 
・終わりのあいさつ 
 

 
 
デジタルカメラ 
 
iPad（ミュージックアプ
リ） 

 
 
 
 
・一曲終わるまでに片づけさせる。 

  



   
４．タブレット端末の利用状況（利用機材の内容と利用のねらい） 

ハードウェア 機材名：iPad 
ねらい：羞明、眼圧に配慮という実態から、屋外で地面に座って風景画を

描くことが困難な実態により、風景を撮り、教室内で描くため。 
ソフトウェア アプリ名 カメラアプリ（標準） 

ねらい：風景を撮り、教室で画像を再生するため。 
    交流学級の児童の作品を撮り、鑑賞するため。 
 
アプリ名 ミュージック  
ねらい：本児が好きな曲を流している間に、授業の準備と片づけを素早く

行わせるため。 
 
５．タブレット端末利用の効果（実際に利用して得られた効果） 

○屋外で、両手指で作ったフレームに入る風景を描くというものであった。指でフレーム

を作ればレンズが持てず、羞明・眼圧に要配慮の本児にとっては外で地面に座って描くこ

とも難しい。そこで iPad で撮影した風景を、教室で画面に出し、たこ糸で画面を４分割
し、四つ切り画用紙も４分割し、１部分ずつ下書きをしていった。画面を拡大して見るこ

とを通して、凹凸のないただの棒に見えていた「ソテツ」の幹の本当の姿を知り驚いてい

た。 
○水彩絵の具で色をつけるにあたっては、自分で詳しく見たいところを拡大しながら描い

ていった。これまで本児は、１つの物に１色（たとえば葉ならベタッと緑色）しか塗らず、

他の色を勧めても納得しなかったが、iPad で拡大して見ることで、たとえば葉には光が
当たって白いところ、黄色っぽいところ、影ができて黒いところ、赤に近いところ等、色々

な色があることを初めて納得した。iPad を見ながら「色んな色があります！」と驚きの
声をあげていた。本児の「見る」世界が広がった瞬間だった。 
○交流学級の児童が描いている途中の絵を撮りに行き、その後、弱視学級で見た。本児が

その場で他児の作品を見ようとすると描いている相手の手を止めてしまうため、そのよう

にした。交流学級の児童たちも協力的だった。本児は他児の作品を見て、自分もがんばろ

うと思ったようだ。 
○交流学級の児童の絵で、フェンスの網目が六角形になっている絵があり、本児が興味を

持ち、学校の敷地内を担任と一緒に、すべてのフェンスを見て回った。担任が写真を撮り、

教室で確認したが六角形はなく、ひし形だということが分かり、本児なりにその発見には

満足していた。 
○交流学級の担任や管理職の先生が、本児の作品を見て、iPadで対象物を拡大して見るこ
との効果に驚いていた。 
○本児が３年生の時から、色を雑にぬるので『ふちどりをしてから中をぬる』ことを指導

してきたが入らなかった。ところが、本単元の最後の時間に、突然ふちどりをして色をぬ

った。より良く仕上げようという気持ちの表れで、iPadがそれを引き出したのだと思う。 
  



   
６．タブレット端末利用の課題（実際に利用して感じた課題） 

特記事項なし。 
 
７．授業経過記録 

 
時間 内容 活動の様子・感想・写真等 

導

入 

８ ・風景画を描くための

準備をする。 
 
 
 
 
 
 
 
・交流学級の児童の作

品を見る。 
 
・色のぬり方の確認を

する。 
 
 
 

iPadと画用紙の配置 
iPad は磁石で斜面机に取
り付けられているので，取

り付け取り外しを楽に行う

ことができる。 
画用紙は下に滑り落ちない

ように磁石付の大型クリッ

プで挟んで描いていた。 
 

交流学級の児童が描いてい

る途中の絵を担任が撮影し

てきた写真を見ながら確認

していた。 
 
 

※友だちの手を止めることを気にすることなく，じっくりと，

時間をかけて見ることができていた。 

展

開 

３０ ・風景写真を見ながら
絵を描く。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

被写体の全体を見るときは

ズームせずに写真を見てい

た。 
 
 
 
部分を詳細に見るときは，

ピンチアウトで拡大して葉

の形や重なり，葉一枚一枚

の色合い，陽の当たり方な

どを確認して，パレットの

上で色を作っていた。 
 
 

 



   

ま

と

め 

７ ・次時の予告 
 
・写真を撮る 
 
・片づけをする 
 
・終わりのあいさつ 
 

 

 
８．本時の前後の記録 

 

2014/05/30 
下描きは，iPad の縦横の中心にタコ糸を張り，全体のバラ
ンスを捉えやすくして，4つ折りにした画用紙へ描き写してい
った。 
 

 

2014/06/13 
 下描きが終わると，ピンチアウトとピンチインを利用しなが

ら，全体のバランスと，全体と部分の対応，部分の詳細など見

たい内容に応じて拡大率を変えながら被写体を観察していた。 
 木の根元に立ててある小さな看板の文字や，葉一枚一枚，幹

の色合いの違いなど多くのことを発見し，色を作り描き分けて

いた。 

 

 2014/07/04 
 完成。写真のような精緻な絵を描いたことは初めてであっ

た。iPad の画面越しに，葉は緑，幹は茶色，空は青がべた塗
されているのではなく，様々な色や明るさが複雑に絡み合って

いることに気づき，その事実に感動し，自身で上手に描き上げ

ようとする意欲を引き出した成果である。 

 



 
「視覚障害教育における iPad活用」に関する授業等の略案 

１．授業の概要 

授業等日 
時間 

平成 27年２月 18日（水） 
９：３０ ～１０：１５ 

教室等 
（学校名） 

第 １ 家 庭 科 室 
（五日市小学校） 

授業者 植田良子 
（秋山美和子） 

教科（科目）等 
（学年） 

家庭科 
（ ５年） 

単元 
（教科書） 

元気な毎日と食べ物 
（開隆堂「わたしたちの家庭科５・６年」） 

本時の目的 
 

家庭で聞き取ったことをもとにして出し合いながら、みその特徴やみそしるの作

り方を理解することができる。 
 
２．協力児童生徒情報 

児童生徒記号 Ｋ 
 
３．授業の概要 

 時間 内容 教材・教具 支援内容 

導
入 

 手洗いをし、ファイル配り等、班の

係の仕事をする。 
みそ汁について家庭で聞き取りをし

たプリントを手元にもつ。 
 
めあて 
① 食生活に欠かせない「みそ」に

ついて知ろう。 
② みそ汁の作り方がわかるように

なろう。 
・みその種類・料理・分布図につい

て知る。 
 

教科書 
プリント 

・板書を iPadで撮影しておき、ど
こを見るか指し示す。 
・プリントの確認を一緒にする。 
 
 
 
 
 
・黒板の掲示物が見えにくい時は、

iPad で撮影して手元でしっかりと
見るようにさせる。 

展
開 

 みその種類（赤・白・あわせ・米・

麦・豆）や、料理（みそ汁・田楽・

煮込み等）や、分布（米みそは東日

本、豆みそは中部、麦みそは西日本）

を知る。 
 
 
 
 
 
 

カードや地図などの掲

示物 
 
みそ実物 

・黒板の掲示物が見えにくい時は、

iPad で撮影して手元でしっかりと
見るようにさせる。 
・見るだけでなく、香りなども体

験させる。 
・どこを見るのかわからないとき

は、指し示す。 
・田楽など知らなくて教科書にも

ないときは、サファリで検索をか

ける。 



 

ま
と
め 

 ・みそ汁の作り方を知る。 
各家庭の調査から 
DVD視聴 
 
 
 
次時の予告（いりこだしみそ汁） 
 

プリント 
DVD 
 

DVDは前の方で視聴させる。カー
テンを引く 
ワークシートの意味が分かってい

ないときは個別に対応する。 
文字が分からないときは「黒板」

アプリで書いて見せる。 

 

４．タブレット端末の利用状況（利用機材の内容と利用のねらい） 

ハードウェア 機材名：iPad 
ねらい：下記のソフトウェアに記載 
 

ソフトウェア アプリ名 カメラアプリ 
ねらい：板書や資料の撮影・拡大。 
 
アプリ名 safari 
ねらい：教科書に載っていないことを検索する。 
 
アプリ名 黒板 
ねらい：忘れた既習漢字を思い出させる。いりこの形を描いて確認する。 
 

 
５．タブレット端末利用の効果（実際に利用して得られた効果） 

・カメラで板書やみそを撮影し、拡大して見ることができるため、楽に、じっくりと見る

ことができていた。みそに関しては、撮影した写真を iPad上でピンチアウト拡大して見る
ことで、色や細かい麦や米の粒まで観察することができていた。 
・黒板アプリを使い、漢字の確認ができたり、説明の補足を絵と文字で示すことができて

おり、授業内容がより理解しやすいようになっていた。 
 
６．タブレット端末利用の課題（実際に利用して感じた課題） 

・黒板上では穴あけされていたものを埋めていったが、iPadで黒板を写真に撮って見てい
たものでは穴埋めがされていなかった。写真に書き込むことのできるアプリで穴埋めをす

ると、さらに効率的になると考えられた。 
・カメラロールの中から見たい写真を探すのが大変そうだった。今までの復習としても利

用できるため、アルバムに分けておくと探しやすくなると考えられる。 
・担任教師がタブレット等で説明している間に授業が進んでいるため、授業の進度と個別

の説明のタイミングの加減が難しい。 
 
 



 
７．授業経過記録 

 時間 内容 活動の様子・感想・写真等 

導

入 

１０ 手洗いをし、ファイル
配り等、班の係の仕事

をする。 
みそ汁について家庭で

聞き取りをしたプリン

トを手元に持つ。 
 
めあて 
① 食生活に欠かせな

い「みそ」について知

ろう。 
② みそ汁の作り方が

わかるようになろう。 
・みその種類・料理・

分布図について知る。 
 

  
板書を iPadで撮影し、拡大して見ていた。黒板上で教師が指
さしている部分と同じ部分を、担任が iPad 上で指し示してい
た。 

 
黒板の穴埋め部分等は単眼鏡で板書を見ることもあった。 

展

開 

１０ みその種類（赤・白・
あわせ・米・麦・豆）

や、料理（みそ汁・田

楽・煮込み等）や、分

布（米みそは東日本、

豆みそは中部、麦みそ

は西日本）を知る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
教師が前で提示している袋入りのみその写真（事前に担任が

撮影）を iPad上で拡大して見ていた。 
  
 みそをその場で撮影し

ていた。担任が手伝いを

し、児童が自分でシャッタ

ーを押していた。 
 
  
           
 



 
撮影したみその写真をピンチ

アウトで拡大してみその色、麦や

米という細かいものまで見て確

認していた。 
 
 
 
  

 
見るだけではなく、香りも確認

していた。 
 
 
 
 
 
 

ま

と

め 

３５ ・みそ汁の作り方を知
る。 
各家庭の調査から 
DVD視聴 
 
 
 
次時の予告（いりこだ

しみそ汁） 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 担任が黒板アプリに絵と文字をかいて、教師が説明した 
いりこの処理の仕方の説明の補足をしていた。 

 
 プリントの穴埋めをする時に、拡大教科書の該当の部分を丸

で囲みながらプリントに記入していっていた。 



 

 
 プリントの答え合わせを教師が口頭で言っていったが、記入

が追いつかず、担任が拡大教科書の該当部分を丸で囲み、児童

はそれを見ながら穴埋めを完成させていた。 
 

 
 
 



 
「視覚障害教育における iPad活用」に関する授業等の略案 

１．授業の概要 

授業等日 
時間 

平成２７年２月１８日（水） 
１０：３５～１１：２０ 

教 室 等 
（学校名） 

目 の 教 室 
（五日市小学校） 

授業者 秋山美和子 

教科（科目）等 
（学年） 

自立活動 
（  ５年   ） 

単元 
（教科書） 

スノードームを作ろう 
（     ） 

本時の目的 
 

手順に沿ってスノードームを作り、家族にプレゼントして喜ばれよう。 

 
２．協力児童生徒情報 

児童生徒記号 K 
 
３．授業の概要 

 時間 内容 教材・教具 支援内容 

導
入 

 前時までの想起 

手順の確認 

 
水のりの代わりにグリセリンを使用

することを確認する。 

 

人形を入れた瓶 

iPad 

・「１日でできる自由研究＠nifty」

のページを開き、行程５までを確

認する。 

展
開 

 水を７分目注ぐ。 

グリセリンを注いで９分目にする。 

スパンコールを入れ、とろみを確認

する。 

 
卵の殻（粉砕した物）をピンセット

で投入する。 

 

 

 

ふたをして 15分なじませる。 

 

 

 
ピンセット 

・「７分目」を確認する。 

→７０％ 

・「９分目」を確認する。 

・グリセリンの量に注意。溢れな

いように。 

・ピンセットを練習してスパンコ

ールを取るようにさせる。 

・完成を急いで雑にならないよう

に作業させる。 

 

・15 分間、参観の先生方と歓談す

る。 

ま
と
め 

 ふたの内側に瞬間接着剤をつけて完

全に閉じる。 

 
完成 

 

 ・家族にプレゼントすることを楽

しみにできるような言葉かけをす

る。 

  



 
４．タブレット端末の利用状況（利用機材の内容と利用のねらい） 

ハードウェア 機材名：iPad 
ねらい： Web情報の取得、時間の把握、文字サイズの調整のため。 
 

ソフトウェア アプリ名 ChocoTimerHD 
ねらい： 活動の終了時間に気づくため。 
     活動過程において必要な 15分を計時するため。 
 
アプリ名 Safari 
ねらい： スノードームのつくり方を調べるため。 
 

 
５．タブレット端末利用の効果（実際に利用して得られた効果） 

〇Web ページの文字や写真のサイズを、ピンチインやピンチアウトで即時的に変更するこ
とができた。 

〇A4用紙２、３枚におよぶ情報を、タブレット１台に収められるため、活動スペースの確
保につながった。また、紙を捲る必要がないため、液体を使う活動において、印刷した

インクが滲む心配がなかった。（タブレット端末に防水機能はついていないため、スタイ

ラスペンを使用することも考えられる。） 
 
６．タブレット端末利用の課題（実際に利用して感じた課題） 

〇学校のネット環境により、タブレット活用に制限が出てしまうことがある。 
 →児童より、小学校から大学に向けて、日々の活動の写真等をメールで送信したいとい

う希望があった。しかし、学校のネット環境により、送受信が困難であった。 
 
７．授業経過記録 

 時間 内容 活動の様子・感想・写真等 

導

入 

 前時までの想起 

手順の確認 

 

水のりの代わりにグリ

セリンを使用すること

を確認する。 

 

 

 

 

 

 
・手順の確認をする際、ピンチアウトで拡大した文字を見た。 
【iPad  Safari】  
 



 

展

開 

 水を７分目注ぐ。 

グリセリンを注いで９

分目にする。 

スパンコールを入れ、と

ろみを確認する。 

 
卵の殻（粉砕した物）を

ピンセットで投入する。 

 

 

 

 

 

 
ふたをして 15 分なじま

せる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
・グリセリンを入れた際、砂糖を水に溶かした活動を想起させ

ることで、液のもやもやとした様子に気づくことができた。 
・ピンセット使用に慣れるため、卵の殻をつまむ前に、ビーズ

をつまむ活動を行った。 
 

 
・15分の経過を音で気づけるようにした。 
【iPad ChocoTimerHD】 
 

 
・15 分待つ間に、ラッピングに向けてリボン結びの練習を行
った。練習に使用した教材は、リボンの左右の色が異なるも

のである（蛍光色の黄緑とピンク）。 
・斜面机に円柱状の筒をのせて活動を行った。斜面机の下に板

を張り付けておくことで、筒を支持することができた。 



 

ま

と

め 

 ふたの内側に瞬間接着

剤をつけて完全に閉じ

る。 

 
完成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
・ビンの外側から、スノードームの飾りを見て、「車がのびた」

「のびたようにみえる」と不思議そうに発言していた。 

 

・授業終了後、メールの送信方法、写真添付の方法を聞いてい

た。 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
「視覚障害教育における iPad活用」に関する授業等の略案 

１．授業の概要 

授業等日 
時間 

2014年 10月 29日（水） 
 8：30～10：00 

教室等 
（学校名） 

目 の 教 室 
（本川小学校） 

授業者 多田 満可 
 

教科（科目）等 
（学年） 

自立活動 
（ 小学５年 ） 

単元 
（教科書） 

自立活動領域の指導（弱視レンズ活用訓練） 
教科補充的指導（漢字学習、視写） 

本時の目的 
 

① 漢字学習 
リーダー線を意識しながら、とめ・はね・はらい、筆順に留意して漢字の練習を

する。 
② 視写 
 言葉のまとまりを意識して、お手本のとおりに視写する。 
③ 遠用弱視レンズ活用訓練 
 黒板の短文を素早く読む（通過基準－１文字 0.4秒）。 
④ 近用弱視レンズ活用訓練 
 10ptの大きさで書かれた縦書きの文章を素早く読む（通過基準－秒） 
⑤作図訓練 
コンパスと近用弱視レンズを適切に使い、円を作図する。 
⑥ 学習状況を振り返ることで、自分のできたところ、難しかったところがわか

る。 
 
２．協力児童生徒情報 

児童生徒記号 ○ 眼疾患 弱視 視神経萎縮 視野狭搾 中心暗点 
○ 教育的視力検査の結果 

遠距離視力（5m）   両 0.05  
   近距離視力（30cm）   両 0.05  
   最大視認力 0.1（右 15cm） 

 
３．授業の概要 

 時間 内容 教材・教具 支援内容 

導
入 

１０ １．学習の準備 

  めあての提示 

  連絡ノートの提出 

  レンズなどの準備 

 

 

 

２．宿題の確認 

 

 

単眼鏡 
漢字学習プリント 

・教室に入ったら自ら学習の準備を行う 

ので、それを見守る。 

・0.4の指標を提示し、３ｍのところから見える

ようピントを合わせる。 

・準備が終わったらあいさつをするよう声をかけ

る。 

 

・教師が丸付けをする。 

・自分でよく書けたと思うものを後ろに掲示させ

る。 



 

展
開 

１５ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２０ 
 
 
 
 
 
 
５ 
 
１５ 
 
 
 
 
 
 
 
１５ 
 
 
 
 
１８ 
 
 
 

３．漢字ドリル（５枚） 

・iPadで漢字の筆順、読み

を確認し練習する。 

・書いた字を見返す。 

 

 

 

 
 
 
 
 
４．視写 

・ひらがなの練習をする。 

・前回どうすれば効率よく

視写できたか想起する。 

・自分の書いた字を読み返

す。 

 
休憩 

 

５．近用レンズ活用訓練 

「速読」をする。 

 

 

 

 

 

 

６．作図訓練 

・指定した半径の円を作図

する。 

・振り返りをする。 

 

７．遠用レンズ活用訓練 

「短文読み（7～10文字）」 

 

 

 

漢字ドリル 
漢字見本 
iPad 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
iPad 
文字練習帳 
お手本 
視写用プリント 
 
 
 
 
 
ストップウォッチ 
記録用紙 
文章プリント 
 
 
 
 
 
作図用プリント 
 
 
 
 
ストップウォッチ 
記録用紙 
 
 

・書きやすいようにカラーの漢字ドリル（右利き

用）を使用する。 

・250ポイントの大きさの漢字見本を見て、iPad

（筆順辞典）に指書きする。筆順や読みを確認

した後、何に注意して書くか口答で言わせる。 

・漢字ドリルに書いた字を振り返らせ、次につな

げるように言葉をかける。 

・残りのマスは、家庭学習として書いてくるよう

にする（すべてのマスを埋めるのではなく、バ

ランスの整った字が書けたと思ったら終わって

よい）。 

 

・バランスの整いにくいひらがなを３字練習させ

る。 

・「言葉のまとまりごとに区切って覚えてから写

す。」「お手本を見えやすいように折る。」などの

前回発見したコツを想起させる。 

・視写したら、読み返しをさせる。 

 

 

 

・10pの文章を書見台上に提示し、読み取りに要

した時間を測定する。読み誤りは読み誤った時

点で指導者が誤りを指摘し、正しく読み終える

までの時間をデータとする。 

・目標タイムを伝え意欲を持たせる。 

・2回読み終わったところで、内容について質問

する。 

 

・コンパスを使う際の注意点を想起させる。 

・作図したら近用レンズで確認して振り返りをす

る。 

 

 

・黒板から３ｍの距離で行う。 

・ピント合わせをさせる。 

・前回見つけたコツを想起させる。 

・「用意始め」の合図で板書された短文を読ませる。 

・目標タイムを伝え意欲を持たせる。 

 



 

ま
と
め 

２ ８．在籍学級での 1 週間、

目の教室での今日の振り返

りをする。 

 

９．終わりのあいさつをす

る。 

 ・レンズや iPadを使った場面について振り返り、

発表させる。 

 
４．タブレット端末の利用状況（利用機材の内容と利用のねらい） 

ハードウェア 機材名：iPad 
ねらい：漢字学習時の視覚補助具，情報補償機器 
 

ソフトウェア アプリ名：漢字筆順辞典 
ねらい：手書き文字の字形の確認，読みの確認，筆順の確認，字形の改善

点の確認 
 
アプリ名：広辞苑 
ねらい：シロツメクサの画像の確認 
 
 

 
５．タブレット端末利用の効果（実際に利用して得られた効果） 

漢字筆順辞典では，読みや筆順を調べることが効率的に行えるようになったことはもちろ

んのこと，自ら書いた漢字とお手本の漢字を見比べることが容易に行えることから，上手

に書くためのポイントを見出しやすくなった。 
iPadを在籍校で利用する際，周囲の友だちの理解も得られ，視覚補助具として受け入れら
れている。また，彼が iPadを視覚補助具として利用することにより友だちが集まり，一緒
に会話をしたり学習したりする機会が眼に見えて増えた。彼の自尊感情の形成などに大い

に貢献することが予想される。 
 
６．タブレット端末利用の課題（実際に利用して感じた課題） 

固定ができ，拡大読書器のように扱えるとよい。 
 
  



 
７．授業経過記録 

 
時間 内容 活動の様子・感想・写真等 

導

入 

１０ １．学習の準備 

 

２．宿題の確認 

 
 
 

展

開 

１５ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２０ 
 
 
 
 
 
 
 
 
５ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３．漢字ドリル（５枚） 

・iPadで漢字の筆順、読みを

確認し練習する。 

・書いた字を見返す。 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
４．視写 

・ひらがなの練習をする。 

・前回どうすれば効率よく視

写できたか想起する。 

・自分の書いた字を読み返

す。 

 
 
 
休憩 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 手書きの字形の確認，読み・筆順の確認，より整った文

字を書くためのポイントを手本の漢字と比較して確認の

一連の目的で利用した。これらの内容を確認後，紙上でド

リル学習を行っていた。 
【iPad 漢字筆順辞典】 
 

 
 「に」「た」の平仮名の字形の確認に利用した。 
【iPad 漢字筆順辞典】 
 

 
在籍校での iPad の活用の様子を教えてくれた。板書の撮
影，連絡黒板の撮影，実験の様子の撮影，試験問題を撮影

して大きくして問題を確認し，拡大鏡を利用して紙に解

答，社会の資料集を撮影して拡大して確認など多彩な活用

法を試みていた。 



 
１５ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１５ 
 
１８ 
 
 
 

５．近用レンズ活用訓練 

「速読」をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．作図訓練 

 

７．遠用レンズ活用訓練 

「短文読み（7～10文字）」 

 

 

 
 
 
 

 
拡大鏡の練習。初めに漢字の読みの練習，次いで，文章の

読みの練習を行い，２回音読後，内容に関する発問を行っ

ていた。 
シロツメクサの画像を iPadの広辞苑で確認した。 
【iPad 広辞苑】 
※小学生セットには画像は載っていないようだ。 
 
時間の関係で未実施 
 

 
短文読みを実施。 
※ピントのずれにも気づき，ピントを合わせながら，番号

で示された文章を読んでいた。 

ま

と

め 

２ ８．在籍学級での 1週間、目

の教室での今日の振り返り

をする。 

 

９．終わりのあいさつをす

る。 

在籍校での視覚補助具の活用等について確認があった。 
 
在籍校の担任より電卓アプリのインストールの依頼があ

ったため，インストールを行った。 

 
 



 
「視覚障害教育における iPad活用」に関する授業等の略案 

１．授業の概要 

授業等日 
時間 

2015年 3月 11日（水） 
8：30～10：00 

教室等 
（学校名） 

目の教室 
（本川小学校） 

授業者 多田 満可 
（        ） 

教科（科目）等 
（学年） 

自立活動 
（ 小学５年 ） 

単元 
（教科書） 

自立活動領域の指導（弱視レンズ活用訓練） 

教科補充的指導（漢字学習）／自己理解 

本時の目的 
 

① 漢字学習 
リーダー線を意識しながら、とめ・はね・はらい、筆順に留意して漢字の練習

をする。 
② 遠用弱視レンズ活用訓練（広視野探索訓練） 
 直線たどり 交差なし（通過基準－４～６秒） 

交差あり（通過基準－３～６秒） 
 スクリーンに映し出された直線で結ばれた２つの語句を３ｍの距離から単眼

鏡，タブレット端末で素早く線をたどって読む。 
③ 手指訓練 
 親指と人差し指を使ってひねる練習をする。コンパスで円をかく練習をする。 
④ 板書視写（正確さ主体） 
 縦書きに板書された短文を正確かつていねいに書き写す。 
⑤ 自己理解 
 「見え方について紹介しよう」のワークシートに記入することで，自分の見え

方について理解する。 
⑥ 振り返り 
弱視レンズとタブレット端末の使用場面について振り返る。 

 
２．協力児童生徒情報 

児童の様子 ○ 指導開始学年 小学４年 
○ 眼疾患 弱視 視神経萎縮 視野狭搾 中心暗点 
○ 教育的視力検査の結果 

遠距離視力（5m）   両 0.05  
   近距離視力（30cm）   両 0.05  
   最大視認力 0.1（右 15cm） 

 
  



 
３．授業の概要 

 時間 内容 教材・教具 支援内容 

導
入 

５ １．学習の準備 

  めあての提示 

  連絡ノートの提出 

  レンズなどの準備 

 

 

 

２．宿題の確認 

 

 

ランドルト環 ・教室に入ったら自ら学習の準備を行う 

ので、それを見守る。 

・0.4の指標を提示し、３ｍのところから

見えるようピントを合わせさせる。 

・準備が終わったらあいさつをするよう声

をかける。 

・教師が丸付けをする。 

・自分でよく書けたと思うものを後ろに掲

示させる。 

☆家庭でもていねいに字を書いているか。 

展

開 

１０ ３．漢字ドリル（２枚） 
・タブレット端末で漢字の筆順、

読みを確認し練習する。 
・書いた字を見返す。 
 

漢字ドリル 
漢字見本 
タブレット端末 

・書きやすいようにカラーの漢字ドリル（右

利き用）を使用する。 
・250ポイントの大きさの漢字見本を見て、
タブレット端末（筆順辞典）に指書きする。

筆順や読みを確認した後、何に注意して書

くか口答で言わせる。 
・漢字ドリルに書いた字を振り返らせ、次に

つなげるように言葉をかける。 
・残りのマスは、家庭学習として書いてくる

ようにする（すべてのマスを埋めるのでは

なく、バランスの整った字が書けたと思っ

たら終わってよい）。 
☆お手本と自分の字を見比べ、どうすればバ

ランスの整った字を書くことができるか

がわかる。 
２５ ４．単眼鏡広視野探索訓練 

・直線たどり（交差なし，交差あ

り）をする。 
・振り返りをする。 
 
 
 
 
 
 

記録用紙 
ストップウォッチ 
タブレット端末 

・スクリーンに訓練素材を映し出し，ピント

合わせをさせる。 
・目標タイムを伝え，意欲をもたせる。 
・スクリーンに映し出された直線で結ばれ

た２つの語句を３ｍの距離から線をたど

って読ませる。番号を指示し，「用意ドン」

の合図で線をたどって文字を読ませる。 
・単眼鏡のあとタブレット端末を使ってタ

イムを計測する。 
・振り返りをして発見したコツを自分の言

葉で発表させる。 
☆目標タイム内に線をたどって語句を読み

終えることができたか。 



 
５ 休憩   
２０ ５．手指訓練 

・手指訓練の内容や方法を知る。 
・振り返りをする。 

ワークシート「コ

ンパスで円をかこ

う」 
キャップ・ネジ・

モール・コマ 

・手指訓練の内容や方法，目的について知ら

せる。 
・ワークシートの順番に沿って訓練を進め

る。 
・できたら○を記入させる。 
☆ゴム付きコンパスで円をかくことができ

たか。 
１０ ６．板書視写 

・前回どうすれば効率よく視写

できたか想起する。 
・めあてを決める。 
・自分の書いた字を読み返す。 
・振り返りをする。 

ストップウォッチ 
記録用紙 

・「言葉のまとまりごとに区切って覚えてか

ら写す。」などの前回発見したコツを想起

させる。 
・めあてを決めさせる。自分で決められない

場合は教師が提示する。 
・視写したら、読み返しをさせる。 
・添削する。 
☆前回の学習を生かして、正確かつていねい

に視写しすることができたか。読み返すこ

とができたか。 
１０ ７．自己理解 

・「見え方紹介カード」を記入する

目的について知る。 
・「見え方紹介カード」を読んで，

自分の見え方について想起しな

がら記入する。 

ワークシート「見

え方紹介カード」 
・６年生になるにあたって，新しくなる担任

の先生や学級の友達に対して，自分の見え

方について知らせるために「見え方紹介カ

ード」を完成させることを伝える。 
・見え方について一緒に想起しながら記入

させる。 
☆普段の見え方について想起することがで

きたか。 

ま

と

め 

５ ８．在籍学級での 1週間、目の教
室での今日の振り返りをする。 
 
９．終わりのあいさつをする。 
 
 
 

振り返りカード ・レンズやタブレット端末を使った場面に
ついて振り返り、発表させる。 

  



 
４．タブレット端末の利用状況（利用機材の内容と利用のねらい） 

ハードウェア 機材名：iPad 
ねらい：漢字練習・視覚補助具として活用することをねらいとした。 
 
機材名：アーム 
ねらい：iPadを手で保持しなくても利用できることをねらいとした。 
 

ソフトウェア アプリ名 漢字筆順辞典 
ねらい：手書き文字の字形の確認，読みの確認，筆順の確認，字形の改善点

の確認 
 
アプリ名 カメラ 
ねらい：遠用の視覚補助具 

 
５．タブレット端末利用の効果（実際に利用して得られた効果） 

2014年 11月からの変容 
 タブレット端末を使用しての漢字学習，作図訓練（コンパス），単眼鏡の短文読みを継続

して行っている。漢字の書字については，リーダー線を意識してバランスの整った字を書く

ことができるようになってきたが，宿題にしている字については筆圧の弱いものが多く，通

級時に書き直しになることがある。作図の時は，タブレット端末を使って自分で手元を拡大

し，ものさしの目盛りを見て作図できるようになってきた。コンパスを右手の親指と人差し

指で持って円を描くのは時間がかかるため，手指の巧緻性の向上を図る訓練が必要である。

単眼鏡の短文読みについては，指示された番号を見つけるコツがつかめ，目標タイムを達成

することが増えてきた。2週間前から，広視野探索訓練も始めている。単眼鏡だけでなく，
タブレット端末を使ってのタイムも計測してみたい。 
 
本時の様子 
漢字筆順辞典では，読みや筆順を調べることが効率的に行えるようになったことはもち

ろんのこと，自ら書いた漢字とお手本の漢字を見比べることが容易に行えることから，上手

に書くためのポイントを見出しやすくなった。 
 遠くに提示された文字を読むのに利用できていた。 

 
６．タブレット端末利用の課題（実際に利用して感じた課題） 

 遠用の視覚補助具として活用する際，暗室で行っていたため，単眼鏡の方が見やすかった

ようだ。通常の照度下では，黒板を撮影して利用しているようなので，即時性が求められる

際は単眼鏡，大量の情報を見る場合は iPadといった使い分けができているようであった。 
 
  



 
７．授業経過記録 

 時間 内容 活動の様子・感想・写真等 

導

入 

１５ １．学習の準備 

  めあての提示 

  連絡ノートの提出 

  レンズなどの準備 

 

 

 

 

 

 

 

２．宿題の確認 

 
 板書内容を確認するために単眼鏡を素早く構えて，読んでいた。 
 

 

 書いてきた漢字の中で間違っている点を見つけるために拡大鏡を

用いて自分の文字を観察していた。 
 

展

開 

２０ ３．漢字ドリル（２枚） 
・タブレット端末で漢字の

筆順、読みを確認し練習

する。 
・書いた字を見返す。 
 

 
 新しい漢字２文字（演・混）を練習した。手書きの字形の確認，読

み・筆順の確認，より整った文字を書くためのポイントを手本の漢字

と比較して確認の一連の目的と流れで利用した。これらの内容を確

認後，紙上でドリル学習を行った。ドリル学習の際は「丁寧ながらも

スピードにも気をつけて。」といった注意点を確認していた。 
 「混」の「比」の部分の筆順と運筆の向きに注意を向ける言葉かけ

をした後，筆順アニメーションを再生していた。 
【iPad 漢字筆順辞典】 
 



 
２５ ４．単眼鏡広視野探索訓練 

・直線たどり（交差なし，

交差あり）をする。 
・振り返りをする。 

 
 「交差なし」と「交差あり」の課題を１０題ずつ実施した。実施後，

速く読むポイントについて発問したが，回答が得られなかったため

「単眼鏡を使っているある人は，左の文字を読んでいる最中に線を

追っているって言ってました。」と他の児童のコツを例示して単眼鏡

の使用法について助言していた。 
 

 

 iPadを利用した練習も行っていた。本人の感想では，単眼鏡の方
がやりやすそうであった。この理由としては，iPadはプロジェクタ
などの文字を特に暗所で捉えることが苦手なこと，この練習はまだ

日が浅いことなどが考えられた。明所で長文を読む際，撮影して手元

で見るといった使い方に特に向いていると考えられた。 
 フォーカスロック・回転ロック（コントロールセンター内）の方法

を伝えた。 
【iPad カメラ】 
 

１５ ５．手指訓練 
・手指訓練の内容や方法を

知る。 
・振り返りをする。 

  
 右手の回旋運動の練習のため， 
レベル１：ビンのふた，ネジ，モール，新聞紙ちぎり 
レベル２：鉛筆回し，コマ回し 
レベル３：針の少し上を持って回す，ゴムつきコンパスを回す 



 
のワークシートを実施した。家庭で練習できるように方法を教示し

た後，教材を持ち帰らせた。 
 写真は３種類のうちの１つのネジ回しの練習の様子。 
 

 ６．板書視写 
 

 時間の関係で，未実施 

１０ ７．自己理解 
・「見え方紹介カード」を記

入する目的について知

る。 
・「見え方紹介カード」を読

んで，自分の見え方につ

いて想起しながら記入

する。 

学年が上がった際，新しい学級担任や友だちに自分の見え方を説

明するために，自分の見え方を項目に沿って整理する「私の見え方紹

介カード」の作成を行った。５月完成予定。 
視力・眼疾は教師が記入し，本時は，色覚，明順応・暗順応の項目

を記入した。色覚の項目を記入する際は，２４色の色鉛筆を見ながら

行った。 

ま

と

め 

５ ８．在籍学級での 1週間、
目の教室での今日の振り

返りをする。 
 
 
９．終わりのあいさつをす

る。 

 在籍学級では以下のことが行われていた。 
・黒板をすぐに見る場合は単眼鏡，板書内容をじっくり見るときに

は iPadといった使い分け。 
・iPadをアームに固定した状態で，拡大して物差しで長さを測る。 
・クラスメイトと一緒に iPadの漢字学習アプリで漢字学習を行う。 
 

 
 



 
「視覚障害教育における iPad活用」に関する授業等の略案 

１．授業の概要 

授業等日 
時間 

2015年 3月 13日（金） 
14：00～15：30 

教室等 
（学校名） 

目 の 教 室 
（本川小学校） 

授業者 多田 満可 
 

教科（科目）等 
（学年） 

自立活動 
（ 小学６年 ） 

単元 
（教科書） 

自立活動領域の指導（弱視レンズ活用訓練） 
教科補充的指導（国語，グラフの読み取り） 

本時の目的 
 

① 漢字学習 
 3学年の漢字の復習をする。 
② 近用弱視レンズ活用訓練（点つなぎ） 
 8pの数字 1から 180までの点をむすんで日本列島の形を描く。 
③ 遠用弱視レンズ活用訓練（板書視写） 
 板書された文章を目標タイム内に写す。 
④ 国語（聞く） 
教師の話す内容をメモにとりながら聞き，問題に答える。 
⑤ グラフの読み取り  
 新聞記事のグラフを読み取り，記事の内容を推察する。 

 
２．協力児童生徒情報 

児童の様子 ○眼疾患・症状 第一次硝子体過形成遺残・白内障・屈折異常 
眼球振とう, 斜視（左眼のみ） 

○教育的視力検査の結果 
遠距離視力（5m）  右：0.08 左：眼前手動  

 近距離視力（30cm） 右：0.08 左：眼前手動 
 最大視認力 0.6（右 5cm） 
○視覚補助具 
 遠用弱視レンズ Specwell 7倍 （可視指標 0.7） 
 近用弱視レンズ エッシェンバッハ スライドアウトルーペ 5倍 （可視

指標 0.8） 
○その他補助具 
 シャープペンシル 0.7mm 使用 
 
○指導の経過（12月からの変容） 
 漢字の読みは定着してきたが，3 学年以降の漢字書字，特に画数の多い漢
字の書き間違い，未定着の課題がある。当該学年の漢字ドリルを終了し，現

在は簡単な新聞の記事の音読，3 学年以降の漢字テストの反復で漢字の読み
書きの定着を図っている。在籍学級では、タブレット端末の使用ニーズはあ

るが，使うタイミングが分からないこと，周りを気にして使いにくいことを

児童自身が課題としてあげている。そのため，通級指導教室ではレンズやタ

ブレット端末の使い分けを児童が考えられるような場面設定をしている。 
 



 
３．授業の概要 

 時間 内容 教材・教具 支援内容 

導

入 

15 １．学習の準備 
  めあての提示 
  連絡ノートの提出 
  レンズなどの準備 
 
２．宿題確認 
 
 
 
 
 

ランドルト環 
 
 
 
 
タブレット端末 
 
 
 
 
 

・教室に入ったら自ら学習の準備を行うの

で、それを見守る。 
・準備が終わったらあいさつをするよう声を

かける。 
 
・漢字テストの添削をする。 
・歴史上の人物に関係する出来事や写真のカ

ードを見せ，名前を答えさせる。 
☆家庭でも正確でていねいな字を書いている

か。 
☆ヒントカードを見て歴史上の人物を答える

ことができるか。 

展

開 

10 ３．漢字テスト（3学年） 
・配布された漢字テストをする。 
 
 
 
 

漢字テスト 
タイマー 

・時間内にできるよう，タイマーを設定する。 
・終わったらルーペで確認させる。 
・その場で添削し，間違えた漢字は 3 回ずつ
練習させる。 
☆間違えた漢字を確認し，覚えることができ

たか。 
10 ４．近用弱視レンズ活用訓練 
・点つなぎのプリントをする。 

ワークシート 
ストップウォッ

チ 
地図帳 

・斜面机に移動し，電気の準備を自ら行うの

で、けがをしないよう見守る。 
・8p の大きさで書かれた数字 1 から 180 ま
での点をむすんで日本列島の形をかくよう

伝える。 
・目標タイムを伝え素早く正確に点つなぎを

する意欲をもたせる。 
・終わったら空白の部分の都道府県名を記入

するよう伝える。 
・都道府県名が分からない場合は地図帳を見

てもよいことを伝える。 
☆番号をとばさず点をつなぐことができた

か。 
15 ５．板書視写 
・前回どうすれば効率よく視写で

きたか想起する。 
 
・めあてを決める。 
 
 

ノート（5mm方
眼） 
タブレット端末 
タイマー 
 

 
・「言葉のまとまりごとに区切って覚えてか

ら写す。」などの前回発見したコツを想起さ

せる。 
・「メモの取り方について」板書することを伝

える。 
・目標タイムを伝え，意欲をもたせる。 



 
 
 
 
・自分の書いた字を読み返す。 
 
・振り返りをする。 
 

・目標タイム内に写すことができなかった部

分は，タブレット端末で撮影することを伝

える。 
・板書してあるものを教師が読み上げ，１字

ずつ確認させる。 
・添削する。 
☆前回の学習を生かして、素早く視写するこ

とができたか。 
20 ６．聞くテスト 
・聞くテストの方法について知

る。 
・メモを取りながら話を聞き，問

題に答える。 
・振り返りをする。 

ノート（5m 方

眼） 
ワークシート 

 
・教師の話す内容をメモにとりながら聞き，

その後問題に答えることを伝える。 
・板書視写した「メモの取り方」を参考にさせ

る。 
・事前に問題を確認させる。 
 
☆必要な情報を聞き取ることができたか。 

15 ７．グラフの読み取り  
 
 
 
・グラフから読み取ったことをノ

ートに箇条書きにする。 
・記事の内容について考え，発表

する。 
・新聞記事を音読する。 
 
 
・振り返りをする。 

ノート（5m 方

眼） 
新聞記事 
タブレット端末 
タイマー 

・新聞記事のグラフを読み取り，記事の内容

を推察することを伝える。 
・制限時間を設ける。 
 
・新聞記事はルーペかタブレット端末のどち

らか読みやすい方を選ばせる。 
・教師と一文ずつ交代読みする。 
 
☆グラフを読み取って，新聞記事の内容につ

いて推察できたか。 
 

ま

と

め 

5 ８．今日の振り返りをする。 
 
 
 
 

 ・黒板を見ながら、今日やったことを振り返

り、発表させる。 

  



 
４．タブレット端末の利用状況（利用機材の内容と利用のねらい） 

ハードウェア 機材名：iPad 
ねらい：資料の拡大・板書の記録等の視覚補助具として活用することをねら

いとした。 
 
機材名：アーム 
ねらい：iPadを固定して，安定して利用できることをねらいとした。 

ソフトウェア アプリ名 写真アプリ 
ねらい：事前に取り込んだ歴史上の人物の写真と説明書きのカードを拡大

することで，写真の観察や説明文の読みを補助する。 
 
アプリ名 カメラアプリ 
ねらい：板書の記録用として視写の補助具として，新聞記事を撮影して拡大

して見るための視覚補助具として利用する。 
 

 
５．タブレット端末利用の効果（実際に利用して得られた効果） 

 社会科資料，グラフ，新聞記事の小さな文字や写真を拡大することで，視認性を高め，そ

れらの確認や読みを助けることができていた。 
 グラフの読み取りでは，拡大／縮小を繰り返しながら，グラフ全体の動向と，個々の数値

の読み取りを行うことができていた。 
 板書の記録や写真の記事の撮影では，カメラアプリを利用して記録して，それを手元で拡

大して確認することができていた。 
 
６．タブレット端末利用の課題（実際に利用して感じた課題） 

 単眼鏡や拡大鏡と同様に，タブレットの使いどころを，自らが判断して利用できるような

力を身につけられるようになるとよい。 
 
 
 

 
  



 
７．授業経過記録 

 時間 内容 活動の様子・感想・写真等 

導

入 

25 １．学習の準備 
  めあての提示 
  連絡ノートの提出 
  レンズなどの準備 
 
２．宿題確認 

 
漢字書き取り宿題の確認の様子 
「間」と「問」の間違いなど，弱視児ならではの見間違いによる間

違いがあり，一字一字， 
「門構えの中は，日ではなく，口ですね。」といった，言葉による説

明を添えた，視知覚以外の情報を付加した指導が行われた。 
 

 
歴史上の人物の確認の様子 
弱視者にとって，人の顔や建物を見て分かることは困難な課題の一

つである。ここでは，カメラで事前に撮影した人物や建物と説明書き

の歴史資料を写真アプリで拡大して，十分な大きさで人物の顔や建物，

説明文章を確認した。 
【iPad 写真アプリ】 

展

開 

 ３．漢字テスト（3学年） 
・配布された漢字テスト

をする。 
 

漢字の確認と歴史の確認を丁寧に進めたため，本事項は割愛した。 



 
22 ４．近用弱視レンズ活用

訓練 
・点つなぎのプリントを

する。 
 

 
日本地図の輪郭を 8ptサイズの数字を見て数字の順につなぐ様子 
日本地図の輪郭をイメージしながら，拡大鏡を移動して数字を拾っ

て鉛筆で線を引く活動を行った。 
 
この後，５分間休憩を入れた。 

18 ５．板書視写 
・前回どうすれば効率よ

く視写できたか想起す

る。 
 
・めあてを決める。 
 
 
 
 
 
・自分の書いた字を読み

返す。 
 
・振り返りをする。 

 
単眼鏡で板書内容を確認して視写する様子 
活動に入る前に，視写する際の注意点を想起させ，「文を区切って捉

え，覚えて，写す」という手順を確認して活動に入った。目標は 3秒
／字として時間を設定し，タイマーに入力して活動をスタートさせた。

タイマーがなったときに書き写せなかった場合は iPad で撮影するこ
とを確認した。 
 「メモの取り方」という内容の板書を行った。 
結果，40秒残して書き取ることができた。 
教師が板書内容を読み，児童がノートを読み，読みあわせを行った。 
「，」や「。」等の記号も読み合わせていた。 
「矢」→「失」などの写し間違いがあった。 
児童は，「あせって見落としていた。思い込みはいけない。」と振り

返っていた。 



 
 ６．聞くテスト 
・聞くテストの方法につ

いて知る。 
・メモを取りながら話を

聞き，問題に答える。 
・振り返りをする。 

 
教師が読み上げる内容の要点を書き取る様子 
 前の活動で板書した内容を iPad で撮影し，メモを取る際のポイン
トを確認した。 
 教師が「バス旅行について」の内容を読み上げ，児童が要点を書き

取った。 
 必要な情報を全て書き取ることができていた。 
【iPad カメラアプリ】 

10 ７．グラフの読み取り  
・グラフから読み取った

ことをノートに箇条書

きにする。 
・記事の内容について考

え，発表する。 
・新聞記事を音読する。 
 
 
・振り返りをする。 
 

  
グラフを読み取って，その結果の理由を考えまとめる様子 
 グラフをカメラで撮影し，写真アプリで拡縮してグラフの全体の動

向と詳細な数値を読み取っていた。 
 グラフの変化を今治市と尾道市で比較して読み取ることができてい

た。 

 

新聞記事を撮影して，読んでいる様子。 
 小さな文字の新聞記事を撮影して，読み取ることができた。 

ま

と

め 

5 ８．今日の振り返りをす
る。 

 

 



 
「視覚障害教育における iPad活用」に関する授業等の略案 

１．授業の概要 

授業等日 
時間 

26年 9月 12日（金） 
10：45～11：35 

教室等 
（学校名） 

第 一 理 科 室 
（松山盲学校） 

授業者   福上 将正 
（  T2なし   ） 

教科（科目）等 
（学年） 

 化学基礎 
（ 高３ ） 

単元 
（教科書） 

 単体と元素 
（高校化学基礎（実教出版）） 

本時の目的 
 

 元素の確認方法として，炎色反応を実験により確認する。 
 炎色反応が身の回りではどのようなところで利用されているのか説明できる。 

 
２．協力児童生徒情報 

生徒 全盲（点字使用） 
 
３．授業の概要 

 時間 内容 教材・教具 支援内容 

導
入 

１０  既習の金属元素を確認する。 

 目に見えない元素の確認方法する

方法と，身の回りにあるものとの関

連性を知る。 

 花火の音を聞き，どのような現象

が起きているのかをイメージする。 

 iPad イメージを持たせるため，適

切な言葉がけをし，生徒に実際

に手振りをさせ，表現させる。 

展
開 

２５  実験 

 

 実験装置に，様々な金属元素の塩

を溶かしたメタノール溶液をセット

し，チャッカマンで火を付け，炎の

色を観察する。 

 

 炎の色を iPad のアプリを使って

確認してみる。 

 

 

 

 

 

 自作炎色反応実験キ

ット 

 

 

 

 iPad 

 撮影用装置 

 
 
 炎の色が見えやすいように

背景を工夫する。 
 
 
 
 iPad を操作しやすく，また
カメラに炎がきれいに収まる

位置を事前に決定し，固定す

る。 

ま
と
め 

 

１５ 

 

 金属元素を含むメタノールを燃焼

させた時の炎の色と，元素の種類の

関連性を理解する。 

 

 

 

 

 ノート 

 
 知識が定着するように，口頭

でもテストをする。 

  



 
４．タブレット端末の利用状況（利用機材の内容と利用のねらい） 

ハードウェア 機材名：iPad 
ねらい：生徒自身が実体験として聞いたことがない打ち上げ花火の音を聞

かせる。また，炎の色を，カメラ機能を利用したアプリを用いて，

生徒自身が炎の色を判別する手助けとする。 
機材名：スタンド 
ねらい：炎を撮影する際，撮影がしやすいように iPadの固定に利用する。 

ソフトウェア アプリ名：ミュージックアプリ（標準） 
ねらい：音声を再生するために利用する。授業の導入で，打ち上げ花火がど

のようなものであるかをイメージさせ，本時で学習する内容が日

常生活でも利用されており，興味関心を高める効果があると考え

た。 
 
アプリ名 Iro Camera 
ねらい：生徒が判別しにくい色を確認するための補助具として利用できる

と考えた。 
 

 
５．タブレット端末利用の効果（実際に利用して得られた効果） 

 先天性の視覚障害で，色の判別は困難である。色判定のアプリを使用したことにより，炎

の色を判別することができ，それによって炎色反応の実験により，未知元素の同定ができる

ようになった。 
 
 

 
６．タブレット端末利用の課題（実際に利用して感じた課題） 

 iPad自体が大きすぎて，操作しづらい場面が見受けられた。また，色についても，実際
の色よりも白っぽく写ることと，生徒自身が炎にうまくカメラを合わせられず，目的の色を

機械に読ませるまでに時間を要した。 
 
 
 
 
 

 
  



 
７．授業経過記録   （※は，執筆者の感想等） 

 時間 内容 活動の様子・感想・写真等 

導
入 

１０  既習の金属元素を確

認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 目に見えない元素の

確認方法する方法と，

身の回りにあるものと

の関連性を知る。 

 花火の音を聞き，ど

のような現象が起きて

いるのかをイメージす

る。 

 

 

 

 

 
身の回りの金属を触って，どんな金属であるか，発問しなが

ら，金属には種類があること，当てやすい金属とそうでない金属

があることについて確認した。 
 それは，眼で見ても分からないことを押さえた上で，前時の復

習として炎色反応の辞書的定義を確認した。 
S「化合物を燃焼させると元素特有の色を発生する。」と回答し
た。 
 
 

 

T「身の回りの炎色反応の例を示します。」 
花火の音を流して，花火について，なぜ様々な色に光るのかとい

う事実から炎色反応を確認した。 
【iPad ミュージックアプリ】 
※ミュージックアプリはランダムアクセスにより選曲ができる

ため，短時間で目的の音を鳴らすことができた。 
  



 

展
開 

２５  実験 

 

 実験装置に，様々な

金属元素の塩を溶かし

たメタノール溶液をセ

ットし，チャッカマン

で火を付け，炎の色を

観察する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 7種類の金属元素を準備した。 

 
 机上に貼付された 7種類の金属元素のラベル。 

 
 目薬容器に入った金属元素を当てていくことを確認した。 
※目薬に溶液を入れることで，容器が小さく手に収まり，押した

ぶんだけ溶液が出てくることから，滴下しやすくなる。 

 

空き缶の上にアルコールを染み込ませた脱脂綿を置いて，その

脱脂綿に目薬内の金属元素溶液を 5滴滴下した。 
※目薬容器は操作しやすいので，全盲の生徒がスムーズに滴下

できた。 



 

 

  炎の色を iPad のア

プリを使って確認して

みる。 

 

 
 案室内に設置された装置に缶を乗せ，その上の脱脂綿に着荷

万で点火，iPadの色読み上げアプリで色を確認した。 
【iPad Iro Camera】 
※作業自体が複雑すぎると，授業のねらいに集中できないため，

本時は，教師が缶の設置，点火を行い，生徒は iPad操作と読
み上げる色の聞き取りに集中した。 
※様々な色を発するが，炎色反応らしい色名を聞き取ったり，繰

り返し発音したりする色を聞き取ることを生徒に促していた。 

ま
と
め 

１５  金属元素を含むメタ

ノールを燃焼させた時

の炎の色と，元素の種

類の関連性を理解す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 実験で調べた色を番号別に書き取っていった。 
 色と前時に学習した元素を対応付け，色から元素を同定して

いった。 
※読み上げがいくつかの元素間で似ている色については教師の

助言により示された，元素を考えるポイントに基づいて考え

ていた。 
※絶対的に同定できない色の場合は，相対的に比較しながら元

素を同定できるように促していた。 
※色から元素を考える際は，理由を添えて発表することを促し

ていた。 
※前時の学習内容が想起できない場合，ノートを確認すること

を促していた。 
 



 
「視覚障害教育における iPad活用」に関する授業等の略案 

１．授業の概要 

授業等日 
時間 

  26年 10月 8日（水） 

10：45～11：35   

教 室 等 

（学校名） 

鍼 灸 実 習 室 

（松山盲学校） 

授業者 八木 博江 

（T２なし） 

教科（科目）等 
（学年） 

経絡経穴概論 

（専攻科２年） 

単元 

（教科書） 

第 2章 経脈・経穴 Ⅱ.十四経脈とその経穴 

（新版 経絡経穴概論（医道の日本社）） 

本時の目的 
 

前腕前面にある３つの経脈の流注と所属経穴の位置関係を理解する。 

３つの経脈における経穴の高さを比べて同じ高さの経穴を理解する。 

 
２．協力児童生徒情報 

児童生徒記号 A、B、C、D、E 
 
３．授業の概要 

 時間 内容 教材・教具 支援内容 

導
入 

8 既習経脈流注の確認と iPad の使用方法

の確認をする。 

 

 

iPad 生徒自身の体表上に経脈流注を示すこ

とができるよう言葉掛けをする。 

 

展
開 

32 生徒同士で前腕前面にある経穴の取穴

を行う。 

 

取穴した前腕の写真を撮影する。 

 

iPad 上で写真データに経穴名を書き込

む。 

書き込みの完了したデータを送受信し、

共有する。 

触図に経穴名シールを貼り、QR コード

の読上げアプリで部位を確認する。 

読上げペンを使って身体上の経穴につ

いて名称と部位を確認する。 

経穴用シール（全盲者

は読上げペン専用シー

ル） 

iPad 

三脚 

 

 

 

 

QRコードシール 

iPod 

読上げペン 

取穴部位の確認を行う。 

 

 

写真に写る範囲と写真の確認を行う。 

全盲者ペアの撮影は三脚を適切な位置

に設置する。 

 

 それぞれの iPadで写真データを送受

信できるよう支援する。 

 シールを貼る箇所を確認する。 

 QRコードを iPodで読み取れるように

言葉掛けをする。 

 

ま
と
め 

10 ３つの経脈の写真を並べて閲覧し、経絡

流注を確認し、経穴の高さと位置関係を理

解する。 

骨格模型写真に経穴を書き込んだ写真

を閲覧し理解する。 

 本時のまとめ問題をブログ上で確認す

る。 

 iPad 

 大型テレビ 

  

 

 写真を大型ＴＶで映す。 

 

 

 

 

本時のまとめ問題をブログ上で確認

し、解答を送るよう指示する。 

  



 
４．タブレット端末の利用状況（利用機材の内容と利用のねらい） 

ハードウェア 機材名：iPad 
ねらい：体表上に取穴した経穴の写真を撮りそのデータに経穴名を書き込

むことで知識の整理を図る。経穴同士の位置関係を確認する。骨格模型

上と体表上の経穴について写真で比較しやすくする。データの共有によ

り学習を効率よく進める。 
機材名：iPod 
ねらい：QRコードを読取るアプリで経穴名、部位を確認する。 
 
 

ソフトウェア アプリ名：カメラ、声シャッター 
ねらい：取穴したところの写真を撮影する。 
 
アプリ名：Skich 
ねらい：写真データに経穴名を書き込む。 
 
アプリ名：Keynote 
ねらい：それぞれの写真データを並べて閲覧し、経穴の位置関係を確認す

る。 
 

 
５．タブレット端末利用の効果（実際に利用して得られた効果） 

・身体に顔を近づけて確認するのではなく、写真を撮り手元で拡大して閲覧でき理解しや

すい。身体には経穴名等を書くことはできないが、写真データに経穴名を書き込むことが

でき、知識の整理につながった。データの共有により、効率よく学習できた。 
・授業で作成したデータをそのまま家庭学習でも活用できた。 
・QRコードの読上げは全盲の生徒が操作しながら全員が聞いて確認することができ良かっ
た。 
・全盲の生徒が声で写真を撮影できることができ喜んでいた。 
 
６．タブレット端末利用の課題（実際に利用して感じた課題） 

・二人で端末一台の利用だったので、一人が使っている間はもう一人は待っているだけに

なった。 
・データを共有する際の操作にもっと慣れておけばよかった。うまく共有できなかった時

に教師が操作した。 
・全盲の生徒が写真を撮影する際の操作にもっと慣れておけばよかった。 
・経穴名を書き込む時にタブレットを縦に使うか横に使うか、また、写真内のどこに書き

込むかを確認しておけばよかった。 
 
 



 
「視覚障害教育における iPad活用」に関する授業等の略案（記載要綱・記載例） 

１．授業の概要 

授業等日 
時間 

2014年 11月 3日（木） 
 13：35～14：20 

教室等 
（学校名） 

理 科 教 室 
（広島南小） 

授業者 
 
 
 

田中 博 
（山田 花子） 
 
 

教科（科目）等 
（学年） 

  

理科 
（小５） 

単元 
（教科書） 

流れる水のはたらき 
（「新しい理科」（東京書籍）） 

本時の目的 
 

地面に水を流して，流れる水のはたらきを調べ，まとめる。 
（第１次 ４時間目） 

 
２．協力児童生徒情報 

児童生徒記号 Ｂ，Ｃ 

 
３．授業の概要 

 時間 内容 教材・教具 支援内容 

導
入 

5 前時の復習 実験計画を思い出す 

 

めあて「流れる水の働きは、斜面が

急な所と緩やかな所では違うのか調

べてみよう。」 

ノート ノートの見るように促す。 

展
開 

30 実験 

・斜面が急なところと緩やかなとこ

ろとで，次の様子を観察する。 

 ・削る力はどうかな？ 

 ・積もらせる力はどうかな？ 

 ・運ぶ力はどうかな？ 

 

話し合い 

・３つの観点で，観察結果を材料に，

上流と下流を比較する。 

 

・水の流れ実験箱 

・iPad 

 

 

 

 

 

 

土を入れたトロ箱を斜めにして，上

流から水を流す。 

水の流れが観察しやすいように，青

色に着色した小石を流す。 

上流と下流の様子を，iPad で動画

撮影する。動画撮影の際，気づきを声

で話すようにする。 

動画を見返しながら，ワークシート

に記録する。 

ま
と
め 

10 ワークシートにまとめる 

次時の予告「・直線とカーブだと、

流れる水の働きはどのように変化す

る 

のかな。」 

ワークシート  iPad を拡大読書器として利用して

ワークシートに書き込む。 

  

・教科以外の場合は，領域名，指導形態名を書いてください。 

・事前に提出いただく予定の，協力児童生徒一覧で設定した記号を書きます。 

・教材・教具は，利用したもの全てを書いてください。のー 
・支援内容は，協力児童生徒に対する全ての支援内容を記入してください。 
 支援のねらいと実際に行われた支援が分かるように，お願いします。 
 

・協力教員が授業者の場合は，（ ）の前に記載し，（ ）内は空白のままでかまいません。 
・協力教員以外の教員が授業者の場合は，（ ）の前に記載し，（ ）内に協力教員名をご緊急

下さい。 



 
４．タブレット端末の利用状況（利用機材の内容と利用のねらい） 

ハードウェア 機材名：iPad 
ねらい：水の流れと気づきを動画で撮影し記録する。水の流れが視認しや

すくなるよう，色つき小石を一緒に流す。撮影場所を変更するため iPadは
手で保持した。 
機材名：イアフォン 
ねらい：動画を再生時，自身の声を聞くため。スピーカーでの視聴は，他

の児童の思考にも影響を与えかねないし，本人の恥ずかしさもあるため利

用した。 
機材名：スタンド 
ねらい：拡大読書器として利用する際の iPadの固定に利用した。 

ソフトウェア アプリ名：カメラアプリ（標準） 
ねらい：動画を撮影するために利用した。水の流れの様子と，気づきの音

声が同時に記録されるため，振り返りの際に，画像と気づきを同時に確認

でき実権内容の想起に効果的であると考えた。 
ねらい：ワークシートへの記入時の視覚補助具として利用。動画モードで

撮影することで，鉛筆の動きがスムーズに視認できる。0 
 
アプリ名：うごとる 
ねらい：撮影した動画をスロー再生して確認するために利用した。 
 

 
５．タブレット端末利用の効果（実際に利用して得られた効果） 

・iPadの画面に拡大して小石の動きが映るため，急なところでは「次々と，青い小石が転がっています。」
とか，緩いところでは「青い石はとどまったままで，なかなか動きません。やっぱり，急なところのほ

うがよくころがるなぁ」といった発言があり，十分に視認できていたようだ。 
・小石に色をつけることで，さらに視認しやすそうであった。（上記の発言より） 
・実験の振り返りの際，自身の声による気づきが録音されていたため，実験の内容の確認に役立った。 
・「うごとる」でスロー再生することができ，急なところでは「あ，青い小石が次々と流れていく」，緩

やかなところでは「小石が，なかなか動かんなー。」といった発言が聞かれた。 
・ワークシートの記入の際，拡大読書器として利用できた。 

 
 
６．タブレット端末利用の課題（実際に利用して感じた課題） 

・実験の途中で，手が疲れたり，自分の手で実験装置を操作する際，iPadを置く場所の確
保ができてるとよかった。 
・うごとるの操作に慣れておく必要があった。ボタンの操作を今回は教師が行った。 
 
 
  

・タブレット端末以外に，スタンドや手作りの補助具がある場合は，それらについても記入し

てください。 

・使用したアプリについて，そのねらいをあわせて記入してください。 

・できるだけ，協力児童生徒の言動を引用しながら書いてください。 



 
７．授業経過記録 

 時間 内容 活動の様子・感想・写真等 

導
入 

５ 既習経脈流注を確認す

る。 

 

 前腕前面の経脈と経穴について発問しながら確認した。 

展
開 

３５ 生徒同士で前腕前面に

ある経穴の取穴を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取穴した前腕の写真を

撮影する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 A,B,Dの組と C,Eの組に分かれて取穴をし、シールを貼った。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 A は点字で書いた経穴名の横に読み上げペン専用シールを貼った

用紙で、どのシールかを確認しながら取穴部位にシールを貼った。 

  
 A がフリーアーム三脚に固定した iPad で音声操作で写真を撮影し

た。Siriでアプリを起動し、「撮りまーす」と

いう掛け声で写真を撮影した。 

カシャというシャッター音がし、写真を撮

影したことが確認できた。 

【iPad 声シャッターアプリ】 

  

 

B,Cはカメラアプリで写真を撮影した。 

【iPad カメラアプリ】 

 
 
 
 

 

 



 

 

 iPad 上で写真データに

経穴名を書き込む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

書き込みの完了したデ

ータを送受信し、共有す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

触図に経穴名シールを

貼り、QRコードの読上げ

アプリで部位を確認する。 

 

 B,C,Eが写真データに経穴名を書き込んだ。 

【iPad Skichアプリ】 

 

 

 AirDropを利用しデータの送受信を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 A,Dが触図に QRコードシールを貼った。その後、シールを貼った

触図を並べて、D が iPod でコードを読み取り、経穴の部位を確認し

た。 

 【iPod QRプロアプリ】 

 

 



 

 

 読上げペンを使って身

体上の経穴について名称

と部位を確認する。 

 Aが Dの身体上に取穴し貼ったシールの内容を読上げペンを使って部

位を確認した。 

 【読み上げペンさとしくん】 

 

 

 

 

ま
と
め 

１０ ３つの経脈の写真を並

べて閲覧し、経絡流注を確

認し、経穴の高さと位置関

係を理解する。 

骨格模型写真に経穴を

書き込んだ写真を閲覧し

理解する。 

 

 

 

 

 

本時のまとめ問題をブ

ログ上で確認する。 

 経穴名を書き込んだ写真データを並べて閲覧し、位置関係を確認した。 

同じ高さの経穴には直線を引いて確認した。 

 【iPad Keynoteアプリ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 ブログにアップしている問題についてメールで解答を送ることを確認

した。 

 

 



SAMRモデルデルによる ICT機器の導入の提案 

 
SAMRモデルは，RubenR.Puentedura(2010)によって考案されたモデルであ
り,テクノロジーを利用する際にそれが従来の考え方や学び方にどれほど影響を
与えるかを４つの側面で示す尺度である（図１）。三井(2014)は,Puentedura の
著作を基に図２の様に意訳したものを提案している。SAMRモデルでは，「代替」
「拡大」「変形」「再定義」と進むにつれ，授業等に大きな影響を与えるとされる。 
SAMR モデルとは RubenR.Puentedura(2010)によって考案されたモデルであ
り,テクノロジーを利用する際にそれが従来の考え方や学び方にどれほど影響を
与えるかを４つの側面で示す尺度である（図１）。三井(2014)は,Puentedura の
著作を基に図２の様に意訳したものを提案している。SAMRモデルでは，「代替」
「拡大」「変形」「再定義」と進むにつれ，授業等に大きな影響を与えるとされる。 

 

（北野琢磨氏の文献より） 
 
文献 
RubenRPuentedura(2010)RubenRPuentedura'sWeblog,2010/12/08,http://ww

w.hippasus.com/rrpweblog/archives/000049.html 
三井一希(2014)SAMR モデルを用いた初等教育におけるＩＣＴ活用実践の分類．

日本教育工学会研究報告集,14-2,37-40 
 
 以下に，中学１年～3 年までの各単元での iPad の導入を SAMR モデルで実
践した内容を一覧表でお示しします。（一覧表製作：北野琢磨氏） 
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中学部理科授業でのｉＰａｄ活用事例
１ 使用教科書 東京書籍 「新しい科学 １年～３年」
２ １年 ※ 活用事例欄の数字は、新たに活用した年次 ①・・・研究１年次の事例 ②（③ ・・・研究２（３）年次に新たに活用した事例）

単元名 活用項目 使用アプリ等 活用事例 Ｓ（代替） Ａ（増強） Ｍ（修正） Ｒ（変革）

、ようこそ科学の世界へ 身近に見られる植物の観察 カメラ（静止画） 撮影・観察 ・画面に大きく映し出 ・撮影して記録に残し

して見る、弱視レン 手元で拡大できる機

ズの機能代替 能増強①
植物図鑑（検索） 植物検索 ・植物を検索する植物 ・画像や文字を拡大表

図鑑の機能代替 示して確認する機能

増強①
・観察２ カメラ（静止画） 顕微鏡観察、記録 ・視野映像を大きく映 ・視野画像を撮影して ・視野画像を他者と共有

水中の小さな生物 印刷 し出す顕微鏡撮影装 記録に残し手元で拡 しながら観察できる授AiORemote（ ）

置等の機能代替 大しトリミングでき 業形態の修正①
る機能増強

・撮影した画像を ・印刷した記録を授業プWiFi
機能で即時に印刷で リントにはり、観察を

きる機能増強 まとめる授業方法の修

（ 使用） 正AiORemote
・基礎操作の確認 ｅＰｕｂ資料 学習資料 ・教科書の代替 ・文字の大きさ、フォ ・実際に使用する器具の

顕微鏡の使い方 （広島大学氏間研 ント、画面の明るさ 静止画や動画等を用い

究室協力） 等を実態に応じて設 る資料内容の修正①
ｉＢｏｏｋｓ 定できる機能増強

、１ 植物の世界 ・観察１ カメラ（静止画） 撮影・観察 ・画面に大きく映し出 ・撮影して記録に残し

花のつくりとはたらき 色々な植物の花のつくり して見る。弱視レン 手元で拡大できる機

ズの機能代替 能増強①
葉、茎、根のつくりと ・観察２ カメラ（静止画） 顕微鏡観察、記録 ・視野画像を大きく映 ・視野画像を撮影して ・視野画像を他者と共有

はたらき 葉のつくり 印刷 し出す顕微鏡撮影装 記録に残し手元で拡 しながら観察できる授AiORemote（ ）

置等の機能代替 大しトリミングでき 業形態の修正①
る機能増強

・撮影した画像を ・印刷した記録を授業プWiFi
機能で即時に印刷で リントにはり、観察を

き る 機 能 増 強 まとめる授業方法の修

（ 使用） 正AiORemote
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単元名 活用項目 使用アプリ等 活用事例 Ｓ（代替） Ａ（増強） Ｍ（修正） Ｒ（変革）

葉、茎、根のつくりと ・葉でできたデンプンの確認 カメラ（静止画） 葉の撮影、記録 ・対象を撮影するデジ ・撮影した画像を、手

はたらき タルカメラの機能代 元で拡大し、トリミ

替 ングできる機能増強①
・撮影した画像を他の

アプリ（プレイペイ

ペイント等）で利用

できる能増強

（追記） 結果予想 ・葉の輪郭やふが描か ・撮影した観察対象物 ・思い切って予想しよPlayPaint
れた 紙の機能代替 の静止画に追記でき うとする生徒の意識、 。

・マジックの機能代替 る機能増強 の変革①
・消しゴムや修正液等

を使わずに、何度も

修正できる機能増強

・トライ カメラ（静止画） 気体検知管の目盛り ・画面に大きく映し出 ・撮影した画像を手元

気体検知管での呼吸確認 確認 して見る。弱視レン で拡大できる機能増強。

ズの機能代替 ・視認性を高めるため

にコントラストを高①
めることができる機

能増強

（ ）フォーカスロック

・観察３ カメラ（静止画） 蒸散実験結果の記録 ・対象を撮影する、デ ・撮影した画像を ・印刷した記録を授業プWiFi
蒸散と吸い上げられる水の （追 記） ジタルカメラの機能 機能で即時に印刷で リントにはり、観察をPlayPaint
量の関係 印刷 代替 き る 機 能 増 強 まとめる授業方法の修AiORemote（ ） ①

（ 使用） 正AiORemote
気孔の顕微鏡観察、 ・視野画像を大きく映 ・視野画像を撮影して ・視野画像を他者と共有

記録 し出す顕微鏡撮影装 記録に残し手元で拡 しながら観察できる授

置等の機能代替 大しトリミングでき 業形態の修正

る機能増強①
・撮影した画像に追記

できる機能増強

（ 使用）PlayPaint
・撮影、追記した画像 ・印刷した記録を授業プ

を 機能で即時 リントにはり、観察をWiFi
に印刷できる機能増 まとめる授業方法の修

強 正

（ 使用）AiORemote
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単元名 活用項目 使用アプリ等 活用事例 Ｓ（代替） Ａ（増強） Ｍ（修正） Ｒ（変革）

・トライ カメラ（静止画） ダイコンの根毛の実 ・画面に大きく映し出 ・撮影した画像を、手

ダイコンの根の観察 体顕微鏡による観察 して見る。弱視レン 元で拡大できる機能、

記録 ズの機能代替 増強

①
２ 身のまわりの物質 ・基礎操作の確認 ｅＰｕｂ資料 学習資料 ・教科書の機能代替 ・文字の大きさ、フォ ・実際に使用する器具の

身のまわりの物質とそ 顕微鏡の使い方 ｉＢｏｏｋｓ ント、画面の明るさ 静止画や動画等を用い

の性質 上皿てんびんの使い方 等を実態に応じて設 る資料内容の修正①
電子てんびんの使い方 定できる機能増強

カメラ（静止画） メスシリンダーの目 ・画面に大きく映し出

盛り、上皿てんびん して見る。弱視レン

の針の確認 ズの機能代替

電子てんびんの数値

確認

①
気体の性質 ・気体の発生方法と性質 ビデオ（動画） アンモニア噴水の記 ・動画を撮影・再生す ・撮影した動画を、手 ・短時間で起こる現象の

録、確認 る、ビデオカメラの 元で拡大できる機能 瞬間を確認する、授業SpeedUpTV
(再生スピード調 水素が燃える様子の 機能代替 増強 方法の修正

整) 確認 ・撮影した動画の再生

速度を調整できる、

機能増強①
（ 使用）SpeedUpTV

・実験５ カメラ（静止画） 電子てんびんの数値 ・画面に大きく映し出

水にとける物質の様子 の確認 て見る。弱視レンズ

機能代替①
・実験６ カメラ（静止画） 蒸発させた物質の実 ・視野画像を大きく映 ・視野画像を撮影して ・印刷した記録を授業プ

水にとけた物質を取り出す 印刷 体顕微鏡による観察 し出す顕微鏡撮影装 記録に残し手元で拡 リントにはり、観察をAiORemote（ ） 、

記録 置等の機能代替 大しトリミングでき まとめる授業方法の修

る機能増強 正

WiFi① ・撮影した画像を

機能で即時に印刷で

きる機能増強

（ 使用）AiORemote
物質の姿と状態変化 ・実験７ カメラ（静止画） 電子てんびんの数値 ・画面に大きく映し出

ロウが状態変化するときの 確認 して見る。弱視レン

体積や質量の変化 ズの機能代替

①
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単元名 活用項目 使用アプリ等 活用事例 Ｓ（代替） Ａ（増強） Ｍ（修正） Ｒ（変革）

物質の姿と状態変化 ・実験８ カメラ（動画） 試験管内の沸騰の確 ・画面に大きく映し出 ・撮影した動画を、手 ・危険なため目を近づけ

エタノールが沸騰するとき 認 して見る。弱視レン 元で拡大できる機能 て観ることができなか

の温度 ズの機能代替 増強 った現象を確認するる

ことができる実験方法①
の修正

（ﾀｲﾏｰ） 繰り返し測定時間の ・実験時間の管理を行 ・時間計測を繰り返しTabataPro
確認 うタイマーの機能代 行える機能増強

替 ・設定時間前にカウン

トダウンを音で行う①
機能増強

・実験９ カメラ（動画） 枝つきフラスコ内の ・画面に大きく映し出 ・撮影した画像を手元 ・危険なため目を近づけ

赤ワインを熱して出てくる 沸騰の確認 して見る。弱視レン で拡大できる機能増 て観察できなかった現

物質 ズの機能代替 強 象を確認することがで

きる実験方法の修正①
身のまわりの現象 ・実験１ カメラ（静止画） 光の道筋の確認、記 ・対象を撮影するデジ ・画像を撮影して記録

光の世界 かがみに当たった光の進む （自作の撮影箱使 録 カメの機能代替 に残し手元で拡大し

道筋 用） トリミングできる機

（追 記） 能増強PlayPaint ①
印刷 ・撮影した画像に追記AiORemote（ ）

できる機能増強

（ 使用）PlayPaint
・撮影、追記した画像 ・印刷した記録を授業プ

を 機能で即時 リントにはり、観察をWiFi
に印刷できる機能増 まとめる授業方法の修

強 使用 正（ ）AiORemote
ポケット定規 入射角、反射角確認 ・角度を測る、分度器

の代替①
・実験２ カメラ（静止画） 光の道筋確認、記録 ・対象を撮影するデジ ・画像を撮影して記録

透明な物体に出入りする光 （追 記） タルカメラの機能代 に残し手元で拡大しPlayPaint
の道筋 印刷 替 トリミングできる機AiORemote（ ） ①

能増強

・撮影した画像に追記

できる機能増強。

（ 使用）PlayPaint
・撮影、追記した画像 ・印刷した記録を授業プ

を 機能で即時 リントにはり、観察をWiFi
に印刷できる機能増 まとめる授業方法の修

強 使用 正（ ）AiORemote
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単元名 活用項目 使用アプリ等 活用事例 Ｓ（代替） Ａ（増強） Ｍ（修正） Ｒ（変革）

音の世界 ・実験４ オシロスコープとし ・音の波を確認するた ・結果が表示された画 ・キャプチャした画面を ・様々な機器をそろえFreqAnalyzer
音の大小や高低と物体の振 （追 記） て めのオシロスコープ 面をキャプチャして お互いに見せ合い、音 ずとも実験が可能とPlayPaint
動との関係 印刷 音源装置として の機能代替 記録に残し、手元で の大きさや高さと振幅 なる実験形態の変革AiORemote（ ）

・様々な周波数や大き 拡大したり色の調整 や振動数の関係につい ・アプリを使用して実

・理科学習発表会 さの音を出す音源装 をしたりできる機能 て意見を出し合う授業 際に実験を行いなが①
（音について） 置の機能代替 増強 方法の修正 ら発表する、発表形

・キャプチャした画像 （科学へジャンプにて） 態の変革

に追記できる機能増

強（ 使用）PlayPaint
・キャプチャ、追記し

た画像を 機能 ・印刷した記録を授業プWiFi
で即時に印刷できる リントにはり、観察を

機能増強 まとめる授業方法の修

（ 使用 正AiORemote
音の大きさの測定 ・様々な音が何デシベdBUltraPro

ルか測定する騒音計①
の機能代替

いろいろな力の世界 ・実験５ カメラ（静止画） ばねののびた長さの ・画面に大きく映し出

力の大きさとばねののびの 確認 して見る。弱視レン

関係 ズの機能代替①
メモ帳（メモ） 測定値のメモ、記録 ・実験記録をメモする ・メモを静止画として ・机上をシンプルにする

記録用紙の機能代替 記録できる機能増強 ことができ（アーム使

用）実験の安全性や機①
能性を高める実験形態

の修正

大地の変化 ・実験１ カメラ（静止画） 実体顕微鏡観察、記 ・視野画像を大きく映 ・視野を撮影して記録

火山灰の観察 印刷 録 し出す顕微鏡撮影装 に残し手元で拡大しAiORemote（ ）

置等の機能代替 トリミングできる機

能増強①
・撮影した画像を ・印刷した記録を授業プWiFi

機能で即時に印刷で リントにはり、観察を

きる機能増強 まとめる授業方法の修

（ 使用） 正AiORemote
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単元名 活用項目 使用アプリ等 活用事例 Ｓ（代替） Ａ（増強） Ｍ（修正） Ｒ（変革）

大地の変化 ・地層のでき方 カメラ（静止画） 実験でできた地層の ・画面に大きく映し出 ・撮影して記録に残し

（追記） 確認、記録 して見る。弱視レン 手元で拡大しトリミPlayPaint
印刷 ズの機能代替 ングできる機能増強AiORemote（ ）

・撮影した画像に追記①
できる機能増強

（ 使用）PlayPaint
・撮影、追記した画像 ・印刷した記録を授業プ

を 機能で即時 リントにはり、観察をWiFi
に印刷できる機能増 まとめる授業方法の修

強 使用 正（ ）AiORemote
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中学部理科授業でのｉＰａｄ活用事例
１ 使用教科書 東京書籍 「新しい科学 １年～３年」
２ ２年 ※ 活用事例欄の数字は、新たに活用した年次 ①・・・研究 年次の事例 ②（③ ・・・研究２（３）年次に新たに活用した事例1 ）

単元名 活用項目 使用アプリ等 活用事例 Ｓ（代替） Ａ（増強） Ｍ（修正） Ｒ（変革）

、化学変化とཎ子・分子 ・実験２ カメラ（動画） 電気分ゎ装置の୧ᴟ ・画面に大きく映し出 ・撮影して記録に残し

水に電ὶをὶしたときの変 の様子の観察・撮影 して見る、弱視レン 手元で拡大できる機

化 ズの機能代替 能増強①

・実験３ カメラ（動画） 㕲⢊と◲㯤を入れた ・画面に大きく映し出 ・撮影した画像を手元 ・危険なため目を近づけ

㕲と◲㯤の結びつき アルミニウムはくの して見る、弱視レン で拡大できる機能増 て観察できなかった現

⟄を熱したときの様 ズの機能代替 強 象を確認することがで

子の観察・撮影 きる実験方法の修正

①
・実験５ カメラ（動画） 試験管内の㓟化㖡と ・画面に大きく映し出 ・撮影した動画を手元 ・危険なため目を近づけ

㓟化㖡から㖡を取り出す Ⅳ素⢊ᮎをΰࡐ合わ して見る、弱視レン で拡大できる機能増 て観察できなかった現

せたものの変化の様 ズの機能代替 強 象を確認することがで

子を観察・撮影 きる実験方法の修正

①
・実験６ プレࢮン 実験結果のまとめ ・ 等の 用 ・撮影した画像をタࣈ ・記録画像を大ᆺࢸレビKeynote PowerPint PC（ ）

物質が化学変化する前とᚋ プレࢮンࢸーシࣙン レット ྎで他の用 に映し出しながら᚟習1
の質量をẚ࡭る フトの代替ࢯ ㏵に利用できる機能 を行う授業方法の修正②

増強 ・実験の᚟習を行うᚲせ

が࠶るとき即時ⓗに画

像を活用できる授業方

法の修正

、・実験７ カメラ（静止画） 㔠ᒓの変化の様子を ・画面に大きく映し出 ・撮影して記録に残し

㔠ᒓを熱したときの質量の 観察・撮影 して見る、弱視レン 手元で拡大できる機

変化 ズの機能代替 能増強

・撮影した画像を他の①
アプリ（プレイペイ

ペイント等）で利用

できる機能増強

プレࢮン 実験結果のまとめ ・ 等の 用 ・撮影した画像をタࣈ ・記録画像を大ᆺࢸレビKeynote PowerPint PC（ ）

プレࢮンࢸーシࣙン レット ྎで他の用 に映し出しながら᚟習1
フトの代替ࢯ ㏵に利用できる機能 を行う授業方法の修正②

増強 ・実験の᚟習を行うᚲせ

が࠶るとき即時ⓗに画

像を活用できる授業方

法の修正
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単元名 活用項目 使用アプリ等 活用事例 Ｓ（代替） Ａ（増強） Ｍ（修正） Ｒ（変革）

・実験７ プレࢮン 実験結果のまとめ ・ 等の 用 ・撮影した画像をタࣈ ・記録画像を大ᆺࢸレビKeynote PowerPint PC（ ）

色々な化学変化による温度 プレࢮンࢸーシࣙン レット ྎで他の用 に映し出しながら᚟習1
変化 フトの代替ࢯ ㏵に利用できる機能 を行う授業方法の修正②

増強 ・実験の᚟習を行うᚲせ

が࠶るときすࡄ即時ⓗ

に画像を活用できる授

業方法の修正

動物の生活と生物の変 ・観察１ カメラ（静止画） 顕微鏡観察、記録 ・視野映像を大きく映 ・撮影して記録に残し ・視野画像を他者と共有、

㑄 植物と動物の⣽⬊のつくり 明るく大きく し出す顕微鏡撮影装 手元で拡大できる機 しながら観察できる授

静止画 置等の機能代替 能⿵強 カメラ使用 業形態の修正（ ） （ ）①
（追 記） （カメラ・明るく大きく） ・撮影して記録に残し ・記録した画像に追記しPlayPaint 、

印刷 ・追記しながら౪ぴす 手元で拡大したり、 ながら大ᆺࢸレビで౪AiORemote（ ）

る電子㯮ᯈの機能代 明るさ調整したり、 ぴする授業方法の修正

替 コントラス㺢調整した ・印刷した記録を授業プ

りできる機能増強 リントにはり、観察を

明るく大きく使用 まとめる授業方法の修（ ）

・撮影した画像を他の 正

アプリ（プレイペイ

ペイント等）で利用

できる機能増強

・撮影した画像に追記

できる機能増強

（ 使用）PlayPaint
WiFi・撮影した画像を

機能で即時に印刷で

きる機能増強

（ 使用）AiORemote
・実験１ カメラ 実験結果の記録 ・対象を撮影する、ビ ・撮影して記録に残し ・印刷した記録を授業プ、

液によるデンプン⁐液のࡔ （動画・静止画） デオカメラ・デジタ 手元で拡大できる機 リントにはり、観察を

変化 ルカメラの機能代替 能増強 まとめる授業方法の修①
・撮影した画像を他の 正

（ ）アプリ 等PlayPaint
で利用できる機能増

強

WiFi・撮影した画像を

機能で即時に印刷で

き る 機 能 増 強

（ 使用）AiORemote
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単元名 活用項目 使用アプリ等 活用事例 Ｓ（代替） Ａ（増強） Ｍ（修正） Ｒ（変革）

（実験１の⥆き） 資料 学習資料 ・教科書の代替 ・文字の大きさ、フォ ・実際に使用する器具のePub
（広島大学氏間研 ント、画面の明るさ 静止画を用いる資料内

究室協力） 等を実態に応じて設 容の修正②
定できる機能増強iBooks

時間計測 ・タイマーの代替 ・大きな文字で表示す ・記録画像を大ᆺࢸレビChocoTimerHD
（タイマー） る視認性の機能増強 に映し出しながら᚟習

実験結果のまとめ ・ 等のプレࢮ ・撮影した画像を஧次 を行う授業方法の修正Keynote PowerPint
ンࢸーシࣙンࢯフト 利用できる機能増強 ・実験の᚟習を行うᚲせ(㺪㺽㺸㺜㺼㺻）
の代替 が࠶るときすࡄ画像を②

見ながら行える授業方

法の修正

・観察２ カ メ ラ （ 動 画 ） メダカのᑿびれのࣄ ・視野映像を大きく映 ・撮影した動画を手元 ・視野画像を他者と共有

⾑液のὶれ （追 記） ⾑液のὶれや⾑⌫の し出す顕微鏡撮影装 で拡大できる機能増 しながら観察できる授PlayPaint
印刷 顕微鏡観察 置等の機能代替 強 業形態の修正AiORemote（ ）

（カメラ） ・撮影した動画の୍部

をを静止画としてಖ①
Ꮡできる機能増強

・ಖᏑ画像に追記でき

る機能増強

（ 使用）PlayPaint
WiFi・撮影した画像を

機能で即時に印刷で

きる機能増強

（ 使用）AiORemote
・やってみよう 学習資料 ・教科書の代替 ・撮影した動画を、手YouTube
イカのゎ๗ カ メ ラ （ 動 画 ） ゎ๗やゎ๗結果の記 ・動画を撮影・再生す 元で拡大できる機能

（追 記） 録 る、ビデオカメラの 増強PlayPaint
（追記） 機能代替 ・撮影した動画の୍部Skitch

印刷 をを静止画としてಖAiORemote（ ）

Ꮡできる機能増強

・ಖᏑ画像に追記でき①
る機能増強

PlayPaint Skitch（ 、

使用）

WiFi・撮影した画像を

機能で即時に印刷で

きる機能増強

（ 使用）AiORemote
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単元名 活用項目 使用アプリ等 活用事例 Ｓ（代替） Ａ（増強） Ｍ（修正） Ｒ（変革）

（やってみようの⥆き） 資料 学習資料 ・教科書の代替 ・文字の大きさ、フォ ・実際に使用する器具のePub
（広島大学氏間研 ント、画面の明るさ 静止画を用いる資料内

究室協力） 等を実態に応じて設 容の修正②
定できる機能増強iBooks

電気の世界 ・実験１ （追記） ᅇ㊰のつなࡂ方を追 ・ワークシートの代替 ・撮影した観察対象物 ・௬ㄝ㏻りに思い切っPlayPaint
┤ิᅇ㊰と୪ิᅇ㊰をὶれ 記しながら⪃える の静止画に追記でき てᅇ㊰図を᏶ᡂさせ

る電ὶ る機能増強 ようとする生徒の意①
・実験２ （実験１、２をそれ ・消しゴムや修正液等 識の変革

┤ิᅇ㊰と୪ิᅇ㊰にຍわ れの事例としてカࡒ を使わずに、何度も

る電ᅽ ウント） 修正できる機能増強

カメラ（静止画） 電ὶ計や電ᅽ計の数 ・画面に大きく映し出

値確認 して見る。弱視レン①
（実験１、２をそれ ズの機能代替

れの事例としてカࡒ

ウント）

・実験３ カメラ（静止画） 電ὶ計や電ᅽ計の数 ・画面に大きく映し出

電ᅽを変化させたときの電 値確認 して見る。弱視レン

ὶの大きさ ズの機能代替①
・実験４ （実験３、４をそれ

電熱⥺の発熱量をỴめるも れの事例としてカࡒ

の ウント）

・実験５ カメラ（静止画） 実験結果の記録 ・対象を撮影する、デ ・撮影した画像を、手 ・撮影した画像を見なが

コイルをὶれる電ὶがつく 印刷 ジタルカメラの機能 元で拡大できる機能 らスケッチする授業方AiORemote（ ）

る☢界 代替 増強 法の修正

WiFi① ・画面に大きく映し出 ・撮影した画像を

して見る。弱視レン 機能で即時に印刷で

ズの機能代替 きる機能増強

（ 使用）AiORemote
・ᨺ電実験 ビデオ（動画） ᨺ電が起こった瞬間 ・動画を撮影・再生す ・撮影した動画を、手 ・短時間で起こる現象の

の様子の記録 る、ビデオカメラの 元で拡大できる機能 瞬間を確認する、授業SpeedUpTV
(再生スピード調 機能代替 増強 方法の修正

整) ・撮影した動画の再生②
速度を調整できる、

機能増強

（ 使用）SpeedUpTV
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中学部理科授業でのｉＰａｄ活用事例
１ 使用教科書 東京書籍 「新しい科学 １年～３年」
２ ３年 ※ 活用事例欄の数字は、新たに活用した年次 ①・・・研究 年次の事例 ②（③ ・・・研究２（３）年次に新たに活用した事例1 ）

単元名 活用項目 使用アプリ等 活用事例 Ｓ（代替） Ａ（増強） Ｍ（修正） Ｒ（変革）

化学変化とイオン ・実験１ カメラ（静止画） 電ὶ計の数値の確認 ・画面に大きく映し出

物質に水をὶしたときに電 て見る。弱視レンズ

ὶがὶれるか の機能代替②
iPadメモ（記録） 実験結果のメモ ・紙のワークシート ・メモした画面を静止 ・アームを使って

画としてಖᏑし、஧ をᅛ定することで机上

次利用できる機能増 がシンプルになり安全②
強 性やຠ⋡性が増す実験

方法の修正

・実験２ カメラ（動画） 電気分ゎの様子の観 ・画面に大きく映し出 ・撮影した動画を手元

ሷ化㖡の電気分ゎ 察・撮影 して見る、弱視レン で拡大できる機能増

ズの機能代替 強

・撮影した動画の୍部②
を静止画として஧次

利用できる機能増強

・イオンを記ྕで表す プレࢮン イオンᘧ学習ドリル ・୍ၥ୍⟅のための単Keynote（ ）

の作ᡂ ㄒ帳の機能代替②
・実験３ カメラ（静止画） 電ὶ計の数値の確認 ・画面に大きく映し出

電ゎ質の水⁐液と㔠ᒓᯈで て見る。弱視レンズ

電ὶが取り出せるか調࡭よ の機能代替②
iPadう。 メモ（記録） 実験結果のメモ ・紙のワークシート ・メモした画面を静止 ・アームを使って

画としてಖᏑし、஧ をᅛ定することで机上

次利用できる機能増 がシンプルになり安全②
強 性やຠ⋡性が増す実験

方法の修正

・電ụの中で起こる変化 プレࢮン 電ụの中で起こる変 ・教科書の図の代替Keynote（ ）

化のアニメーシࣙン ・ 等の 用PowerPint PC
作ᡂ プレࢮンࢸーシࣙン

②フトの代替ࢯ
・実験４ カメラ（静止画） 電ὶ計の数値の確認 ・画面に大きく映し出

㓟性、アルカリ性の水⁐液 て見る。弱視レンズ

の性質 の機能代替②
iPadメモ（記録） 実験結果のメモ ・紙のワークシート ・メモした画面を静止 ・アームを使って

画としてಖᏑし、஧ をᅛ定することで机上

次利用できる機能増 がシンプルになり安全②
強 性やຠ⋡性が増す実験

方法の修正
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単元名 活用項目 使用アプリ等 活用事例 Ｓ（代替） Ａ（増強） Ｍ（修正） Ｒ（変革）

・実験５ カメラ（動画） イオンの⛣動の様子 ・画面に大きく映し出 ・撮影した動画を手元

イオンの⛣動 の観察・撮影 して見る、弱視レン で拡大できる機能増

ズの機能代替 強

・撮影した動画の୍部③
をを静止画としてಖ

Ꮡできる機能増強

・撮影した画像を他の

アプリ（プレイペイ

ペイント等）で஧次

利用できる機能増強

・身のまわりの物資の の測定 ・ を測定する ・測定した数値をㄞみ ・┣の生徒が自分自身pH SPARKvue pH pH pH
、測定 （ （ーࢧンࢭ ᣦ示⸆による色の変 計の機能代替 上げる機能増強 で を測定したりpH pH

化の確認 ・明るさを音の高低で （ 使用） 変化した色を確認しColorSay SPARKvue
（色の識ู） 知らせるឤ光器の機 ・変化した色の名⛠を たりできる活動の変

（追 記） 能代替 ㄞみ上げる機能増強 革PlayPaint ②
印刷 （ 使用）AiORemote ColorSay（ ）

・測定値や色を表示し

た画面を静止画とし

てಖᏑできる機能増

強

・撮影した画像に追記

できる機能増強

（ 使用）PlayPaint
・撮影、追記した画像

を 機能で即時WiFi
に印刷できる機能増

強

（ 使用）AiORemote
・実験６ ᣦ示⸆による色の変 ・明るさを音の高低で ・変化した色の名⛠を ・視野画像を他者と共有 ・┣の生徒が自分自色ColorSay

㓟とアルカリの水⁐液をΰ （色の識ู） 化の確認 知らせるឤ光器の機 ㄞみ上げる機能増強 しながら観察できる授 の変化を確認できる

合わせるࡐ カメラ（静止画） 顕微鏡によるሷの観 能代替 （ 使用） 業形態の修正 活動のᨵ革ColorSay
、察、記録 ・視野映像を大きく映 ・撮影して記録に残し

し出す顕微鏡撮影装 手元で拡大できる機

置等の機能代替 能増強②
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単元名 活用項目 使用アプリ等 活用事例 Ｓ（代替） Ａ（増強 Ｍ（修正） Ｒ（変革）

生࿨の㐃⥆性 ・観察１ カメラ（動画） ニンニクの根➃の顕 ・視野画像を大きく映 ・視野画像を撮影して ・視野画像を他者と共有

⣽⬊分⿣のようす （追記） 微鏡観察、記録 し出す顕微鏡撮影装 記録に残し手元で拡 しながら観察できる授Skitch
（印刷 置等の機能代替 大しトリミングでき 業形態の修正AiORemote

る機能増強 ・印刷した記録を授業プ②
・撮影した画像に追記 リントにはり、観察を

できる機能増強 まとめる授業方法の修

（ 使用） 正Skitch
・撮影、追記した画像

を 機能で即時WiFi
に印刷できる機能増

強

（ 使用）AiORemote
・動物の体⣽⬊分⿣のようす 学習資料 ・教科書の෗┿の代替YouTube

②
・観察２ カメラ（静止画） 花⢊の観察、記録 ・視野画像を大きく映 ・視野画像を撮影して ・視野画像を他者と共有 ・レポート作ᡂにᚲせ

花⢊管がのびるようす 印刷 し出す顕微鏡撮影装 記録に残し手元で拡 しながら観察できる授 な記録෗┿を自分でAiORemote（ ）

置等の機能代替 大しトリミングでき 業方法の修正 ุ᩿して撮影しよう②
る機能増強 ・印刷した記録を利用し とする生徒の姿ໃの

・撮影した画像を はり、レポートをまと ᨵ革WiFi
機能で即時に印刷で める授業方法の修正

きる機能増強

（ 使用）AiORemote
・㹂㹌Ａのᢳ出実験 カメラ（静止画） の㹂㹌Ａの観ࢼࢼࣂ ・画面に大きく映し出 ・撮影した画像を手元

察・記録 して見る、弱視レン で拡大できる機能増

ズの機能代替 強③
㐠動とエࢿルࢠー ・物体の㐠動の記録 㐃射カメラ ールの動きの記録࣎ ・୍定の時間間㝸で発 ・視野画像を撮影して

（静止画） 光するストロ࣎スコ 記録に残し手元で拡

ープཬび෗┿を撮影 大しトリミングでき②
するデジタルカメラ る機能増強

の機能代替

・実験１ ｅＰｕｂ資料 学習資料 ・教科書の代替 ・文字の大きさ、フォ ・実際に使用する器具の

ྎ㌴の色々な㐠動の記録 （広島大学氏間研 ント、画面の明るさ 静止画を用いる資料内

・実験２ 究室協力） 等を実態に応じて設 容の修正②
ᩳ面をୗるྎ㌴の㐠動 ｉＢｏｏｋｓ 定できる機能増強

・実験３ （実験１～３をそれ

ྥきが␗なる２力の合力 れの事例としてカࡒ

ウント）
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単元名 活用項目 使用アプリ等 活用事例 Ｓ（代替） Ａ（増強） Ｍ（修正） Ｒ（変革）

・実験４ 学習資料 ・教科書の代替 ・文字の大きさ、フォ ・実際に使用する器具の

物体のもつエࢿルࢠーの変 ント、画面の明るさ 静止画を用いる資料内

化・実験１ 等を実態に応じて設 容の修正②
・実験５ 定できる機能増強

小⌫のもつエࢿルࢠーとᮌ （実験４～６をそれ

∦に⾪✺したときにする௙ れの事例としてカࡒ

事 ウント）

・実験６

⁥㌴やてこを使ったときの

௙事の大きさ

・実験３ カメラ（静止画） ばねばかりの目盛り ・画面に大きく映し出 ・撮影した画像を手元

ྥきが␗なる２力の合力 の確認 て見る。弱視レンズ で拡大できる機能増

・実験６ 機能代替 強

②⁥㌴やてこを使ったときの

௙事の大きさ （実験３㸪６をそれ

れの事例としてカࡒ

ウント）

地⌫とᏱᐂ ・ኴ㝧 ᫍᗙ表 ኴ㝧やᝨᫍの様子の ・教科書の図の代替 ・それࡒれኳ体の≉ᚩ

・ኴ㝧⣔のኳ体 （ኳ体シミࣗレー 確認 を瞬時に検索できる

シࣙン） 機能増強

・表示した画像を拡大②
できる機能増強

・ᫍの ᪥の動き ᫍᗙ表 ྛ方角のᫍの動きの ・教科書の図の代替 ・その᪥のᫍの動きを ・授業当᪥のᫍの動きを1
（ኳ体シミࣗレー 確認 シミࣗレーシࣙンで 生徒自身が㺏㺪㺽㺶を操作

シࣙン） きる機能増強 して確認する授業方法

・表示した画像を拡大 の修正②
できる機能増強

・時間ࡈとのᫍが表示

された画面を静止画

としてಖᏑできる機

能増強
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aeri\ccETO)05 1
���

ǁƬźƋźƋωȣ̳Ƌ˝˲˨� ɻτŖÖ 
 
�=V)�

ΝƽϷ�¥¹�× PC =ƋɝrĝʽcsroVvXqϷǍ͙ȣ̳rji[ĬəvͲir

ƓΑ=ŮőcsƂiT8r-ɍ˰ryϷi[Èrj iPad v˘ːdϷi[Ɵċ[̫WȭϷβ

ǿ[̫WȭϷƓΑìv̎ØdϷɃǗvͷϡvȇȘdN-Ɵċ[̫WȭryϷiPad v͙͛͒

Ĩď[¿osạ̈pBϷ$͗TϷɽp>Ϸ%͗rɨdcv˚qϷC͗oVsIrɽȆPv

͗ĘdϷ'oqo@͗oVsIrǮǆvθǳIrϷs8Vʎs[ÈrϷiPad [Ɵċ[̫W

ȭv̎ØdN-ƓΑìryϷƋ̨ɐϷȣȌɐϷ͙͛͒ĨďϷǪŮėʸɯŞ[Ͽo[͞ʥr

ÐìvȦʸd iPad [Ǎ͙ȣ̳r[ʍʽv̎ØdN-$Ƌ̨ɐry��º��¾¦ϷǷɁ>

[ʠŖΚĐϷɗɁșǒ[ÐìvϷ%ȣȌɐryϷȣƶ=ˡdNΊȩ[í͜���®ϷΤƹ

ϭɝr[ʸ˨[ΊȩϑsdT[ʍʽvϷC͙͛͒ĨďsdTyͣŞ[͎ˡˏv͗NqϷö

Ƌȯ͌r͞ĈdNqIrÐìvϷ'ǪŮėʸɯŞsdTy­�º¯¾�¾[șǒϷȌɦr

[Ƌ`[�¾¸sdT[Ðìv̎ØdN-isp[È<pϷ�¥¹�× PC yϷasfr

[͙͛͒ĨďvyX8ĬəϷìW]Ϸëʽ̬ϷȜȕ̬ϷŒţ[Õ.[ǞʸˋXȁǾǭvʖ

pIaslϷoqĬəˋv�¥¹�× PC vĝʽIrvyϷ¿Õ¿ŅϷ̺Γ[ǶɅIrɯ

Ş[ȆPΜgϴBYODϵϷisp[��×ȍ̘=ɰ<hX8asvȇȘdN-ɃǗvϷcp

vʍʽvΰɴıdT8@Ni[ͷϡvȦʸdN-ɍ˰=�¥¹�× PC [ʸ͠[ǁ=qv

Ǔv˴T]ƾ8rTr- 
�¾»¾�� ͙͛Ϗƕ̬Ϸº¾¢�µ¼Ϸ͙͛͒ĨďϷiPad 

 
ñð÷ÿ5±¹�

íñî÷ÿO6�

� AT(Assistive Technology)yϷ̃Ŧ[ʆǖ/ϏƕvjoÕ[Ni[���º�¾vυΦ

dNȜȕʆ0ϴTechnology- Related Assistance for Individuals with Disabilities ActϷΤ

˪ЅTech Actϵϴ1988 ƽǳ˴ϵrÝÂ[ΤqƑ̦csT8r- 

 
Tech Act yϷAssistive Technology Devices s Assistive Technology Services vƛ

IrÕ.[ǬͿsĝʽ[ȎΧvŤrj[rTr-a[ʆǖyϷϏƕ̬[ AT ĝʽvȎ

ΧdϷÚ[Õ.lŪŬr[čƼX˸Ï[ův;8TϷȣ̳½Ƣī½ȳ.[ʻʍv;8

TƐČXļħvƓʷdoVsdT8r-a[ʆǖyČT[ƽϳϷČT[ϏƕˮϷČT

[ʺŰϴȴɉ½Ƌϳ½̦Įȣ̳öÍ½̰ɦ·�¢·�¾�µ¼½ŪŬʻʍ½̪ƽ�¾

¢�ϵ[Ϗƕ̬vƛ΂sdT8r- 

The Tech Act is intended to promote people’s awareness of, and access to, assistive 
technology (AT) devices and services. The Act seeks to provide AT to persons with 
disabilities, so they can more fully participate in education, employment, and daily 
activities on a level playing field with other members of their communities. The Act 
covers people with disabilities of all ages, all disabilities, in all environments (early 
intervention, K-12, post-secondary, vocational rehabilitation, community living, 
aging services, etc.). 
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Ťϼ� Ƽ˼=čƼs8VuBryX8 

Center for Civic Reflection 
http://civicreflection.org/� � oq 

 
ŋʆryϷAT vyϷATD(Assistive Technology Devices)s ATS(Assistive Technology 

Services)=ŐfsT8r-asyϷķvɯŞ[gvi[ƛ΂sIr[ryX@Ϸisp[

ɯŞv/βa½ǷvIr½ëʽIr0vǷĨBI

rεęfrvŐwr8rasvˡdT8r-fNϷ

AT y/čƼX˸Ï[ů0v;Br/ƐČXļħ0

vːȇdTʽ8psrasvˡdT8r-ofqϷ

Ϗƕ̬= AT [ĝʽvoqϷÿƹ̬sŋe��¾

×¶{¼v˴TrsatfrϷȣ̳l·�¢·ͥ

̞v͌nT8@asvóIas=ź>Xʰ8[

¿osdTȏCpsT8r- 
� ŤϼyϷ2014 ƽv{¼�¾��×rͯϡvX

nNɭǊŤrTr-PnVt AT y Justice [̕

rˡcsNoVXǓĤvȃnT8rasvXr-

Ƌɝȣ̳rìWrXp]Ϸ̍<8j[lϷŶı[

Υ8j[v͞ƚIr[vǍ͙Ċ= iPad vʽ8o

VsIrs>Ϸ/isryÃčƼlϷÿƹĊjg

X iPad vȆPΜiroVvdT<prX8sϷƋɝby iPad vȆPΜfhX8-0s8

nNÉǎv̭vIras=Tr=ϷfcvϷi[Éǎy/Equality0rTr-jPtwϷ

ȣ̳ĬəvϭirːˋrČĊ˶ʻǘv iPad vȆPΜfhrs8VasvXs]ͯyήn

T@r-ơX@sjϷǍ͙̬=Ϸi[͙ɯ̵vȅǎIrasvːˋsdTĝʽIrNi[

���º�¾ϴofqϷЈДϵvo8TϷi[ɯŞsŋej[vÚ[ÕNPvjȆNhX

Bs]8BX8s8VÉǎyϷ£¼×=gsT8rs͢Wr[ryX8<- 
 
íòî§©5�«£ÏO÷ÿ�

� Ƌɝȣ̳r AT s8Vʽͳ=ëusN[=/ǪŮȣ̳[ƓΑsƋɝ[ǪŮıЗȬ1ǪŮ

ȣ̳vυIrǷǋ>O0ϴȨε˨Ƌ˕, 2002ϵ[È[/˺Ђ˵� ʮĜXȣ̳ˋȜȕvǟ͖s

IrƆtjNPb[ǪŮısȜȕ0v;8TrTr-ŋ˵r/ϏƕvorʭʸˋXȚéÁ

[ÃĝlϷϏŲϴ ·yϵvϷɯŞvƲżIrasvonTȜȕdoVs8V̫Wȭ=Ϸ

y���¢·�zTr8yy���z¥½���º�¾rTr-0sͦcsN-̃ Ŧ[ Tech 
Act r[ AT [ːɬy/Ƽ˼X˸Ï[ův;8T[ƐČļħIras0rTr=ϷȨε˨

Ƌ˕[ͦΟ[Zp8jiavTrj[sǥusr- 
� �¥¹�×АЊvψpgϷ͙͛Ϗƕȣ̳lʮĜȜȕȣ̳ϷϏƕ̬Č̽v;BrǪŮɯŞ

˼[ȇƟlƟċ[Ǭ̦ľ`ǟ͖ǧyϷìW]ÝÂ[oVXsatrȇȘcsT8r-¿ǆ

ļʩcsrasv;İiIr- 
 
�µs¢¡�«��ádg�á�Ê��Òé��

/ňȣ˨˼[ȇƟvǐNnTyϷĊ˶Ľyʻǘ=�¼£³¾�lǪŮΤõ��×»¾�X

t[ǪŮǷɸvǯs͝dgϷi[ŭɍˋXȚélǪŮ°¶¸vΓvÛBϷΰĚ<oÉçˋϷ

˱ɧˋvʍʽr>roVvIrNi[Ƌ̨ʍĭvĆƓIrssjvϷasp[ǪŮǷɸv

ħWϷ͙̯͛ȣɐlȣ̳ɯŞXt[ȣɐ½ȣď[ΰĚXʍʽvŤras-fNϷĊ˶Ľy
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ʻǘ[Ϗƕ[ʯǮlʮǧ˼vĺdNȣɐ½ȣďvĥǬƲżIrssjvϷƋ̨ʺŰvȦWϷ

ȇƟ[ĬəvϭiroVvIras-0 
/͛͡ȣɐϷȅźȣɐϷϜŴȣɐ˼[ʍʽvŤrssjvϷĊ˶=͙͛͒Ĩďl�¼£³

¾�˼[ǪŮɯŞXt[ʍʽvΤdTϷƗȶvǪŮ[Łϑlėʸ=r>roVvIrXtϷ

Ċ˶[͙͛Ϗƕ[ʯǮ˼v̫ǰdNȇƟȭʆvƲżIras-0�

�

�µs¢¡�«ëÄá�Ê��Òé��

/ňȣ˨½˨ː˼[ȇƟvǐNnTyϷʻǘ=ǪŮ°¶¸vΓvÛBϷ�¼£³¾�lǪ

ŮΤõ��×»¾�Xt[ǪŮǷɸvΰĚ<oƓΑˋϷÉçˋvʍʽr>roVvIrN

i[Ƌ̨ʍĭvĆƓIrssjvϷasp[ǪŮǷɸvħW͙̯͛ȣɐlȣ̳ɯŞXt[

ȣɐ½ȣď[ΰĚXʍʽvŤras-X;Ϸʻǘ[Ϗƕ[ʯǮlʮǧ˼vĺdNȣɐ½ȣ

ďvĥǬƲżIrssjvϷƋ̨ʺŰvȦWϷȇƟ[ĬəvϭiroVvIras-0 
/͛͡ȣɐϷȅźȣɐϷϜŴȣɐ˼[ʍʽvŤrssjvϷʻǘ=͙͛͒Ĩďl�¼£³

¾�˼[ǪŮɯŞXt[ʍʽvΤdTϷƗȶvǪŮ[Łϑlėʸ=r>roVvIrXtϷ

ʻǘ[͙͛Ϗƕ[ʯǮ˼v̫ǰdNȇƟȭʆvƲżIras-0 
 
�£Ï5��y4åH?��A��

/ňȣ˨½˨ː˼[ȇƟvǐNnTyϷʻǘ=ǪŮ°¶¸vΓvÛBϷ�¼£³¾�lǪ

ŮΤõ��×»¾�Xt[ǪŮǷɸvΰĚ<oƓΑˋϷÉçˋvʍʽr>roVvIrN

i[Ƌ̨ʍĭvĆƓIrssjvϷasp[ǪŮǷɸvħW͙̯͛ȣɐlȣ̳ɯŞXt[

ȣɐ½ȣď[ΰĚXʍʽvŤras-X;Ϸʻǘ[Ϗƕ[ʯǮlʮǧ˼vĺdNȣɐ½ȣ

ďvĥǬƲżIrssjvϷƋ̨ʺŰvȦWϷȇƟ[ĬəvϭiroVvIras-0 
 
�{¶½â�Ä·�¤l¬×beecJJ_eX�|�(�������� sÐ��

/͗Wv@cv͒Vas=r>roVvIrNi[ȇƟv͌V-ϴǍ͙¹¼�˼[ĬəˋX

ʍʽ,Ú̬b˱ɧˋvυurǬɲlǮǆ[̳ǳ,͗WlI8ʺŰv˚q̺pȦWras=

r>roVvIr� ˼ϵ0 
 
�ç�Ì�sÖ²°^eV`PS��

ϏƕvʸʿsIrƳĜsyЇ/ϏƕvʸʿsdTϷɴǐXʸʿX@Ϸ�¾¢�[ȑívȄ

ŏdNqϷğψdNqϷɓßvÛBNqIroVX͌ʦv88fI-fNϷϏƕ[Trȭ

<pèp<[ηǰvɾirǬǥ[͎ȵ=TnNůŉvy,΃ȃvXqΫ?X8̀ţr,ˢ

áˋϏŲvłqϊ@Nivǟ͖rŉʸˋXηǰϴÝÂry/ŉʸˋηǰ0sŔ`fI-ϵv

͌Vas=ɾipsfI-aVdNηǰv͌uX8asr,Ϗƕ[Trȭ[ɮĝĝˌ=ð

ƕcsrůŉj,ƳĜvǐNqfI-0 
/ϏƕvʸʿsIrƳĜ[͠ʑ[ȎΧvυIrʆǖ0ϴ8umr/Ϗƕ̬ƳĜ͠ʑʆ0ϴȮ

͌y¿ε[χĢvϊ>Ƽǳ 28 ƽ 4 Ʉ 1 ȳϵryϷŦ[͌Ƞɯυľ`ŪȭčĎšçy/Ϗ

ƕ̬b[ŉʸˋηǰ0=ʆˋ̦ĮsXqfI- 
 

asp[ȨɁrȇȘcsT8ras[ɞǄvyϷǪŮɯŞlǪŮǷɸyǪŮϏƕsXq

lI8͙͛Ϗƕ̬vsnTκ͖X͒ĨďrTnNqϷȜȕǻ͍ϴЈДϵrTnNqIra
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ŤϽ� ͙ʍĭ[ɩǳ͖̋[ǁ=qϴComponents of the Cisual Abilities Dimension) 

A. L. Corn (1989) Instruction in the Use of Vision for Children and Adults with 
Low Vision. View, 27, 26-38, Heldref Publications.� oq 

s=Trs̫Wpsr-a[oVX͐pB=Trasv˚nT;@asvƟċ[ώ[ǞǏ

8Ǘt˔vXr- 
�

íóî�Ô£ÏO��®}5±¹�

� ͙͛Ϗƕy͙͛ʿɔ[ǪŮ[ğψfNyαȫvǏ8psrNiϷÚ[ǭ͛sɺcϷ͙͛

vorǪŮμ[Ÿcϴȣ̳ɯŞ̝ϑƃŘá, 1972ϵ<pϷǪŮϏƕsXqlI8-isȡ

vϷǪŮėʸɯŞ[ʍʽyϷǔp[ʍĭǧ(activity)vōÁchϷˢáļħ(participation)
vóINi[κ͖Xȭ˂sXr-a[asy�¦��¼ϴɍτ, 1978ϵϷǍ͙¹¼�ϴʚƭ½

ÈƩ½ƫÔ, 1969; ρʓ, 1968ϵϷ~¹¤x���ϴȅź�£¾ɯϵϴ͉ư, 1970ϵϷȅźͶɁ

ŞϴɑÈ, 1977ϵϷ¡��¼ϴæ͉½Èλ, 1993ϵϷ���¸�¯¶ϴưƯ½Ơɤ½ɛʡ, 2013ϵ
s8nNɪ.XǪŮɯŞ[ĝʽ=ϷǍ͙̬[ȌɦlƢ̰s8nNˢáʍĭb[ļħvǗȂ

ddT>Ns8VƓ̠=ȵˊvʭͳnT8r-idTasp[ɯŞjЈДrTr-ЈДyϷ

/���º�¾0sŌ=o8T8rNiϷ�¼£³¾�Xt[ϭϑ˱şΐvĝʽdNϭɱ

ą[ėʸv͌VɯŞvȇdT8rsʹ͠csrasjŸ8-d<dϷ¿̽ˋX͠ιryϷ

ЈДy low-technology <p high-technology frvŐwr8r(Ike Presley, 2010)asv

ʈǬcsN8- 
ʷũϷː͛fd8ˈƦvΨCϷˢáb[ʐ΢=ǦΥvΧhǪŮɯŞvϷ�¬¾×¤�¼

l�¥¹�×АЊXt[ Portable Device lϷ�¬¾×|���Ϸ�¬¾×�¶�Xt[

Wearable Device ȈCras=r>r-asp[ɯŞjϷasfrvͮgpsT>NЈД

ŋɪv͙͛Ϗƕ̬[ǪŮėʸvódϷǍ͙̬[Ƌ̨lʻʍvź>XǒϝvÄWrń̵ǧv

ɅdT8r-ɍ˰yϷʮvǍ͙ȣ̳v;Br«¾�¥¸� {�[ʍʽ[ɪƆvìˡdϷ

«¾�¥¸� {�[ʍʽ=Ǎ͙̬[ʍĭvÄWrǒϝv˞ͲdϷ͙͛Ϗƕȣ̳l͙͛Ϗ

ƕ·�¢·�¾�µ¼b[ń̵ǧlƟċ[ώ[ͷϡvo8T̫WrNi[ɐȩvȑíIr

asvːˋsIr- 
 
íôî�Ô£Ï15÷ÿ±¹5Ô³�

� A. L. Corn (1989) yϷ͙ʍĭ

vǒϝ[Trɩǳ͖̋sdTϷ

͙ɯ̵ϷťçǧϷʺŰ[Ͼo[

ɱąrȊWrasvȑŚdT8

r-ňɱą=Ĵęvɯ̵dT8

s]Ϸa[˴ȭç[ç˱yź>

@Ϸ͙ ʍĭyÁ΋vXr-fNϷ

ìW]͙ɯ̵=åÂdT8Ns

dTjϷʺŰvȦWTĆƓdN

qϷùçǧvōÁdNqIra

svoqϷa[˴ȭç[ç˱v

ź>@dTϷ͙ʍĭvĆƓch

ras=r>r- 
� a[Àɱą°�¸[ÈrϷ͙

ɯ̵vĆƓchrǓĤvȃV[
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yĳˇrTtV-ùçǧvĆƓchr[yϷĳˇ½˦ˣ½ȣ̳=isMsvǓĤvȃV-

ʺŰyÉv˦ˣ½īĂ½ȣ̳=Ϸi[ĆƓ[NivǓĤvȃVasvXr-AT yasp[

ɱą[ÈryϷʺŰvĆƓchrNivĝʽcsr-jPtw���º�¾y͙ɯ̵lù

çǧ[ĆƓvjʽ8psr=Ϸi[ůŉyʄˇŞďs<ϷBMEϴbiological and medical 
engineeringϷĳʽʻçƲƋϵsŔ]srltVdϷͲ˚l˚͛[ˈέvóIs8nNùç

ǧ[ĆƓvʽ8psrůŉyϷ̞ͥɯŞsXr- 
� �¥¹�×АЊvyeisIrɯŞvЈДsdTȣ̳rĝʽIrώϷʺŰȝŜb[y¦

º¾�rʽ8rasvXr=Ϸi[ůŉϷ―½�¼×¶�×½ȹτ½˳τ½ȵrc[͖̋

vo8TȝŜvŤrasvXr- 
 
òðÔÕÑvp5g5 1
���

íñîOW`PS 

 5g1ï1
�� Bà�H?¶º�

� /ʒȽ�¥¹�×϶�¯¶϶��×»¾�϶ʺŰ�¼�϶�£¾�¾϶½½½0sϷɪ.

Xɯ̵vȆPŉuhr�¥¹�×АЊvyɪ.Xˮϥ=ƉũIr-i[ÈrjϷaary

iPad(Apple ˢ͓)vʈːIr-Ǎ͙Ċʻ=ǹVÉXǪŮėʸɯŞsdTyϷАЊϴ¡¾�

�¸�¼£³¾�ϵϷȅźͶɁŞϷi[Ú[�¥¹�× PC vȈCras=r>r-i[È

r iPad [ạ̈pByϷАЊvyX8/ƏƑǧ½Țéǧ½ɬʝr΁ƙXy���¢·�z0Ϸ

ȅźͶɁŞvyX8/ȅǎǧ½ɿʽǧ½¿̽ǧ0ϷÚ[�¥¹�× PC vyX8/͘ɟ̔¿

ǧ½Ɠ̠½��³yrƐǳǆ[ϭ8y¦·0vđZĀWNɯŞs8VasrTr-jPt

wϷ�¥¹�×ūXpry[/ń̽ǧ0/ȗƷǧ0/˒ȍˋȚé0/˒ǭˋȚé0yȆPŉu

hT8r-fNϷiPad sŋe OS(Operating SystemϷŭɍ���®)vĝʽIrϷiPad miniϷ
iPhoneϷiPod touch sɺΗIrsϷˀϘ�{�=Ƀjź>8NiϷǍ͙̬=ȅźdTÐʭ

vȸdT͗rώ[͙ͲǧyϷiPad [ȭ=ϭ@Xrasv͗Μhas=r>r-cpvϷX

ws8nTjϷënTgN8sǥuhr~¼�¾�¼�(engaging)csϷƓώvënTg

NůŉϷŸˮ[ϏƕʮǧvƛǢr>rϷ΁ƙrϭ΋Xy���¢·�zɯ̵=ɬʝrȖΘ

csT8r-i[oVXϮĦˋXɯŞ=͙͛͒Ĩď[¿εvȃWrs8VasyϷasf

rvX8βǿ̲[Ęʷs8Wr-asp[ϮĦvʛPNɯŞyϷАЊ[ɱÅÜ[ɯŞsd

TŦώˋvjʈːcsϷi[¯·�×v Murphy, G., D..(2011)yϷ$Ƌ̨�¾�l˨ː[

ȣɐb[´¢���Xϴȹsůvβ]X8ϵy���Ϸ%ĝʽˉοs¯¼��¼�ϷCƋ

ʻŋųϷƋʻsȣƶτ[ΦȗϷ'ňˮ[�¼�¼�[ȚéϷ({¼�¾��×XtrǙN

̋ɐvłqċsrϷFɯŞ[ȅǎ[ʥ=ρǶrTrsȇȘdT8r-Meurant, R.(2010ϵ
yϛŦ[Ƌɝv»{²¹�ȣƔṿͨdϷiar iPad vĝʽdNȌɦvƦσdϷ8orjϷ

tarjƋ̨r>Ϸiar[ iPad [ĝñǧvŮődT8r-NldϷasp[ iPad [Ą

äǧvˡIʮǝyϷ2014 ƽ[ʷʯvŭp8T8rasvǡsTy8BX8- 
 
íòî¾½4�*,à�#äÒ�

iPad = PC lȅźͶɁŞϷķ˗πlȅźπvsnTÜurs8Vasy̫WpsX8-

d<dϷasfr[ǪŮɯŞlǍ͙¹¼�=ȆPŉuhT8X<nNŸ@[ρǶvđZĀ

WT8rasyȵp<rϷa[ÐƓyϷ͙ ͛Ϗƕȣ̳v;Br iPad [ʍʽvɉǕvƘhr

ʸʿsXr-/iPad Tq>0/Ǎ͙¹¼�Tq>0ryX@ϷƆtj[ʯǮlːˋϷƞɔv

ʗrȇƟȭξXtv̫WêhNƟċsȇƟ=ČT[͙͛͒Ĩďvɾipsr[y8Vfr
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jX8- 
ǪŮɯŞ[Èr[βǿv;8TjϷźˀϘ=ǟ͖rTs] Android ̆[�¥¹�×АЊ

[ȭ=Ϸβǿ̲[ƺ=ǁ8ϷϜŴĝʽ[ůŉy iPod touch ˭ǆ[�{�=ΰdT8r-f

NϷϭǆXǪŮėʸly���¢·�zɯ̵vĝʽIrvy8umrАЊϷʮvʥŤvȐ

aVsIrs Windows [ PC =ΰdT8rdϷʥƈvϑÈˋvĝʽdN8ůŉyʥƈʽȗ

Ʒ˷Ɍ=ō8T8r-ːˋvǢeTɯŞvβǿIrǟ͖=Tr- 
A. L. Corn (1989)[

Éǎsň͙͛Ϗƕ̬ʽ

y���z¥���º

�¾ϴAT4VIPϵvƛǢ

chN[=͎ϼrTr-

ȅźȣ˨Ɂl½˴ ç�£

¾ry˳τˋX̍<c

v͸ȦIrasyĴę

r>rϷǍ͙¹¼�rj

ŋɪrTrϷȅźͶɁŞry―Ϸ�¼×¶�×Ϸ˳τˋX̍<cϷȵrc[͸Ȧ=ń̵r

TrϷ¡��¼ľ`ȗƷ˷ɌryIcT[Ϟː[͸Ȧ=ń̵rTr-NldϷȗƷǧlĺ

ȹǧs8nNʥ=aaryħœcsT8X8asv͠ιÁ[ʈǬv͖Ir-βƑvώdT

yasp[͖Šjκ͖sXr-ìW]ϷϪ[ȹġ͎l �þ[Ğ˘ȹġrTs]șǒdTϷ

ǷąrȅźdT͗lI8ƄįrϷ͗lI8¹{y|×rgras=r>rNiȗƷ˷Ɍ=

ō8T8r-d<dϷʔϒIrϪ[ϕĈȏˡɗlĭ8T8r �[͌>ćɠĒv͗r[v

yǍ͙¹¼�ϴķ˗πϵ=ō8T8r-fNϷȌɦÈ͌usrɗɁvo8TjϷȌɦ[Ϋ

˭rȣƶ[ˈ͢lŋ̊ʻ[ˈ͢vŷıdTϷǥ̫vń͙ıIrůŉ[ɗɁyǍ͙¹¼�ϴķ

˗πϵrĺȹˋv͗TȌɦ[ʎsvËnT8@ǟ͖=Tr-d<dϷȌɦ[ʎs=Ɂ>ˁ

ipsNϷofqȌɦ[ʍĭv÷˙IrNi[ɗɁrTs]ȗƷ˷ɌrșǒdT̺ƌƋ̨

˼rʻ<Ias=ō8T8r- 
͙͛Ϗƕ̬ʽ[y���z¥���·�¾(AT4VIP)[βƑv;8TϷts<¿o[

AT4VIP vȆPs]IcT[ÐǮvƛǢr>rs8nNÐìyˬrTrs̫WNdV=̾

8-jPtwϷɯŞ[ʮǧÝŷvɍÕ[ʮǧj̫WŉuhTβƑIrǟ͖=Tr=ϷβƑ

vTNnTyaV8nNɯŞs���[ːˋs[υΦvĴęv̫ǰIras=ǟ͖sXr- 
�

íóîÔÕÑvp5g5OW`PSþù5��5Ë

 ¦�

�¥¹�×АЊvyeisIr͙͛͒Ĩďvȇ

ƟIrɸόvϷɻτ˝˲ƔryϿo[���¦rȊ

WT8r-asfr[ȣ̳˓͹lȌɦ˝˲r͌us

T>NĒƗvìv̎ØIrϴŤϼϵ- 
�Ó0ï̄ /Aöoq͗lI8ʺŰÂrϷ͙ ͛[Ɖ

ũv̺͛Irɸό-oq͗lI8ʺŰvȦĀdϷ˧

NP=͗T8rj[sŋe/͗Wr0vƆtjvj

̑ϬchϷisvĎɅIrasvÉːˋsdNɸό-

ŤϾ� ˱gɊr[Ǒ[Ƌ̨ 
 

͎ϼ� AT4VIP s͗Wȭ[͖Š[υò 
 ― �¼ ȹτ ˳τ 
ȅźȣ˨Ɂ½ȅź�£¾ * * ! + * 
Ǎ͙¹¼� ! * ! + ! 
ňźͶɁŞ + + ! + + 
¡��¼ + + + + + 
ȗƷ˷Ɍ + + + + + 
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ìW]Ϸ¥º��v͡qX=p͗T͌Vūyi

ϴŤϾϵϷȾƔr[ĈΩ`ϴŤϿϵϷ͙Ͳǧ[ϭ

8§¸v͗Tɽp>ȉnTϰpIʍĭϷȅźȨ

ƈ[̕ɍ˼rȨƈ[ƉũvɽÛ>ȨƈvǬͿd

T8@˼.Ϸɪ.Xǭ͛jêʽdooϷ/͗TϷ

ɽp@0ʍĭvƦσIr-ìW]ϷȾƔr[Ĉ

Ω`yϷĈlBvʈːchras=r>ϷĈ[

ƉũvŒţ[źÕsĎɅIrasvːˋsdT

͌usr-ĈvͲͿdT͙̜=iPpvō8N

qϷĈvmn@qsʥʞchrsϷʥʣȹv͙

̜=ťƑcsNqϷĈv͙̜rΠ8<BNqI

rs͗Tɽp8T8rasvXr-a[ɸόrj͙͛ʍʽȣɐ[¿osdT�¥¹�× PC
[y¦·ϴìW]ϷiPad [ PainTone l PartySound Xtϵ[ʍʽyɅĬrTr-a[ɸ

όryϷæƬ(2009)ľ`͂ɖ½ƠƬ½ɍʂ½ɻτ(2010)=ȑɠIrȇƟʆXt=ļ̫vX

r- 
�

�Ó?­)(B¿>ЅϮĦˋvǭerȅźʆvĝʽdTɨdgX=p͙͛vʍʽIrɸό-

ìW]ϷiPad rΓ[şq[°�vź>@dT͗rRϕƆˋȅźSϷ«¼ṣB]ȅźcs

r��¼¦ūȅźπvʽ8TΓ[şq[°�vź>@dT͗rϴ˓ƛΏϓȅźϵϷŀ˗πX

tΓ[şq[ĈƋɯŞrί@[Ȼ―v͗rϴ͟ǆȅźϵϷ˅ oqź>@ŪŤvȅźdT͗l

I8ŪŤÁrŪŤƋ̨vɨdhϴ˓ƛ�{�ȅźϵϴŤЀϵϷ̥ȵvͫWrůŉy�{«�

�¾¦l�¾ ¾¹{r̕ɍvͶhϴ̷̙ă[�¼×¶�×űǏϵXtϷ͗ras[ɨd

cv˚rNi[ʍĭvƦσIr-ìW]Ϸ˓ƛ�{�ȅź[Èrj�×¹��y|×ȅź

csNŪŤϴŤЀϵvʽ8rasrϷƆtjNPy̺ę[çvënTʷƓ[ȭōlΏϓǭ

[ÈrŪŤvƋaas=r>r-a[ȹϷȅźπvϫëdT¿ʻǲŕ͗X=pry¿ùÕ

[·�¾�=ȅźπr͗rasvjĤ<sTdf8Ϸɍ΋ˋXǬœr͗rasvϑÈr>

X@Xr-a[ɸόryϷɍ΋ˋX͗rʍĭvΤdTϷ͗rɨdcv˚ras=κ͖rT

r-fNϷɍÕ=Tfqë8N=pX8ȅźʆv̄ˤͺrĝʽchroVXasyTnT

yXpX8-ʮvÕģrĝʽIrůŉyʈǬ=ǟ

͖rTr-a[ɸόrϷ͒ ĨďvĝʽIrůŉyϷ

×¹¾�¼�―vģϘvĘcgϷɨdcvǭeT

ĝʽr>rasvźĚvIrasjκ͖l-̡ Ƽ

(1999)yϷ/ƆtjvsnTy͗ras=ǣ@Ϸ

ŝ`[̑ϬsκXnTěiTϷ͗ oVsIrǬɲ

=ϨusϷ͗rĦvˈέchras=r>r-0

sϷ͙͛ʍʽ[ĻĭĦsdTϷ/͗rasvor

ŝ`[̑Ϭ0[κ͖ǧvȇȘdT8r-æƬ

(2009)yϷ/fg͙͛vʍʽIras[ɨdcv

ɽp>ϷôɅ͙͛[˱ɧˋXʍʽsi[ŭˠˋ̵Ħv̳T½½-0sȇȘdT8r-a[ɸ

όyϷasp[ȇȘsŋɪ[Zp8vȆnT8r-ʁdTϷ/++=ëWXBs]8BX8-0

s<Ϸ/++=ćl0s8nNϷźÕ[ζŉvĄćchTy8BX8- 

ŤϿ� ĈsϜ[;jPkrΩaɪƆ 

ŤϿ� ĈsϜ[;jPkrΩaɪƆ 

ŤЀ� �×¹��y|×ȅźvorŪŤ 
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�

�Ó<�OH?¯�-BÓr)Ѕ͙͛ʍʽvoqĬʵıIrNi[͙͛͒Ĩď[ĝʽǻ͍

vʫέchrɸό-ȅźπ½ķ˗π½ȅźͶɁŞ½�¥¹�× PC XtϷts<ϷfNy

8@o<[͙͛͒Ĩďvë8aXdϷë8aXIasrϷoq͗WrÐvçϬchϷcp

vĩĦdTëʽǻ͍vōÁchϷ͗oVsIrɽȆPv͗ĘIʍĭv͌V-͗rɨdcv

Ĵęvœu8Ϸ͗ras[Ǭ̦vƓǭdT8růŉyϷ×¹¾�¼�ˋXy¦º¾�jɅ

ĬrTrϴŤЁϷŤЂϵ-×¹¾�¼�[Ɠώvo8Ty Randall T., J. (1983)ϴɡƬ½˜

ʾ(1992)ͪϵϷ˯ɍ½Ơʾ½ƫɣ½ƠÈ½źø½ÓĴƮ (1996)Ϸɻτ(2011)Xt[ȭʆ=

ļ̫vXr-ȇƟìyˡcsT8r=Ϸ×¹¾�¼�[ώyϷè[NivĝʽIr[<Ϸ

i[ëʽːˋvȵ˞vdϷi[έǳvōBNȇƟ=κ͖rTr-ȇƟ¦º�¶®vƓȮI

ras=ːˋsXpX8oVv×¹¾�¼�ͣˀv˴TNqːɬvͨƑIras=ȇƟ̬

vyɾipsr- 

�

�<><%Ó<�OH?��Bã�H?ЅːˋvǢeN͒Ĩď[βǿsɋʫέǻ͍vʴǙ

Irɸό-ÃǯslnNqϷÕģr[ĝʽvqIrǨg<d8sǥnT8N͙͛͒Ĩďr

TnTjϷːˋvǢeToqo8άďvβǿdTϷoqo@͗oVsIrǮǆbsΧıd

T8@ɸόrTr-˺ 3 ɸόfr=Ĵęv̑Ϭr>T8rasrϷìW]ϷiPad [�¯¶

y¦·rϕΔ[ϕĈȏˡɗvȸdT͗Ns>ϷśϡX@ˀϘv͎ˡchrj[sϷiVr

yX8j[=Trs8nNoVvϷ×frĝʽ

dT8Nάď[˛Ƕvo8Tj̺͛=Tr-c

pv͗ras[Ǭ̦jĴęvʸ͠csT8rN

iϷ˺ 4 ɸό[Ǯǆ[θǳyʧʸX@ƓȮr>

r-ɻτ(2015)yϷTrƠƋʻ=Ϸķ˗π[×

¹¾�¼�[grX@ϷiPad vĝʽdT͗rɨ

dcvǭeX=pϷ͗ras[Ǭ̦vͲͿIr

asrϷķ˗π[ǹ8=oq̵ĭˋvXnNa

svŮődT8r-a[oVXÐì<pjϷ8

<v˺ϼɸό<p˺Ͼɸόfrκ͖rTr<v

V<=8˚ras=r>r- 
asp[ϷϿo[ɸόyϷæƬ(1999)=ȇȘIrȇƟ���¦[ŭɍˋ̫WϷ/͗Wr½

ŤЁ� ȅźπvʽ8NϜͶ̨̞� � � � � ŤЂķ˗πvʽ8NɗɁ͙ę̞̆ 
 

ŤЁ� ȅźπvʽ8NϜͶ̨̞� � � � � ŤЂķ˗πvʽ8NɗɁ͙ę̞̆ 
 

ŤЃ� �×¹��y|×ȅźvorŪŤ 
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ę<r½r>rʍĭ0vjƛǢIr-ofqϷ˺ϼɸό=/͗Wrʍĭ0Ϸ˺Ͻɸό=/ę

<r0ʍĭϷ˺Ͼɸό=/r>rʍĭ0rTqϷcpv˺ϿɸόsdT/ˈƦˋXʍĭ0

vħWNǑrTr-a[ɸόy�¨�×¶®ʯv˫͌Irj[rTqϷfN̖ƛˋXϟǃ

ǧ=TrsyψpX8=Ϸȣ̳˓͹lȌɦ˝˲v͌VÈrϷĊ˶ʻǘ[ĒϘvȊWX=pϷ

ːˋvǢeN×¹¾�¼�v�¾�¾¯{�dϷ͙͛͒Ĩď[βƑlȇƟ[ƓȮv͌Vǟ

͖ǧvϷ˧NPy̑ϬdT>N- 
 
óð1
�� 5±¹5�æ�

� ɍ˵ryϷiPad [ʍʽůϘvϷƋ̨ɐ,ȣȌɐ,͙͛͒Ĩď,ǪŮėʸɯŞ[Ͽo[͙

ʥrȦʸdϷĝʽʆv̎ØIr- 
 
íñî�ÊªO)05 1
���

� ƋaϴƋ̨ϵNi[Ļȩϴɐϵs8VǬœvΜiTϷƋ̨ɐs͎ʷIr- 
� ŤЄyϷĲÌƱ͙͛ʮĜȜȕƋɝ[Ĳ

λʹ˟ɻs͌nN˨Ƌb�±¼¦ in ƪ
Ʃ(2012ƽ 10Ʉ 28ȳƓȮ)r[»¾��

µ�¦[̏ˏ[ůϘrTr-»¾��µ

�¦ryϷ/ϜvçϬdoV0v�¾¬vϷ

ϜyùçvâurϷʒçvâurϷɽç

vâurȉĭrTrasvçϬˋvƋ`Ϸ

ɃǗv��º��¾¦vʽ8TϷi[ȉ

ĭv͗ras=r>rʍĭvͨƑdN-

iaryϷisMs=ˈIrŴv͗NqϷ

ɴǌʇvˈŴŞrĘĦdNqϷȉĭȥv

ȥWNqIrʍĭv͌nN-a[��º��¾¦sˈŴŞ[ǓĤv iPad =ȃnN-i[̒

əϷɱ[oVXĬə=ǙpsN-$��º��¾¦v¿Õ¿Ņ(one to one)rʝĀr>ϷÚ

ÕvɽvIrasX@Ϸ̈ Ǚ=8@fren@qsϷ͗ lI8Ώϓr͞ƚIras=r>Ϸ

%��º��¾¦[ˀϘy͙ɯ̵vŉuhTˊŪvϲsϲŪvˊvβǿr>ϴy���¢

·�zɯ̵ϵϷCɏ[Ávň̺[��º��¾¦vƼ̣>vdTÇcTϷ;Ò8=͞ƚdN

ʇǑvɺΗIras=r>N-asp[ĬəvƵ΅[��º��¾¦ƝʽɯrtafrƓ

ʷr>rltV<-aarĝʽdNy¦·yϷiPhone ʽ[/FreqAnalyzer0s8Vy¦

·rTnN-iPhoneʽ[y¦·v iPadv{¼�×¾¸Irs2ú[�{�r͎ˡr>r-

ª�¼Xt[�{�jź>@XrNiϷǍ͙̬[ÈvyϷiPad ʽ=ʽǬcsT8ry¦·

rTnTjϷ iPhone ʽ[y¦·vċsTënT8r�¾�jTr-Corn (1989) [Ϸ/͙

ʍĭvǒϝ[Trɩǳ͖̋0[È[Ϸ�¼×¶�×½ȹτ½˳τ½ȵrcvȝŜdNìs

8Wr-a[oVvϷen@qsϷ͙ Ͳǧ=ϭ@ʧʸX@ϷĴęXȹτv˞ôdNʍĭyϷ

ϩư(2009)=ȇȘIrϷǍ͙[ŭɍˋȜȕi[jrTr- 

ŤЄ� /ϜvçϬdoV0»¾��µ�¦[ɪƆ 
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� ŤϼϻyϷ͙͛ʮĜȜȕƋɝr͌nNɕʊĳƋ[ɭțȌɦ[¿ůϘrTr-Ȍɦrˉů

dNʠƈv/͊0=nN-aavȸnT8rƋʻyϷi[ʠƈv/ʠƈ˻ϟΚĐ0y¦·

vĝʽdT͸cT8N-Ǎ͙̬=Ţϔ

vǭerʍĭ[¿ovʠƈ[Ͷgv͸

cras=ȈCpsr-/ʠƈ˻ϟΚĐ0

yǷɁ>rʠƈv͸cϷͶglʽʆϷ

˻ϟv˞Ͳr>r-Ͷg[Ȩƈ�{�

yƠc8=ϷϾɍȇ½�¥¸��¦r

͌V�¾®ϴy���¢·�zɯ̵ϵ

vʽ8s]ϷśϡX@˞Ͳr>r-Ƿ

Ɂ>IrώϷŸơ[˻ϟ[τή8rT

s]ͩƗdT@sr-a[ʻǘ[oV

vͶg=ę<pX8ʠƈv˒Pvɥ̌d͠ʁIras=r>r-ƠƋЁƽʻvʠƈɁ>ł

q��×v͌nNώϷƠƋϽƽ[ηǐʠƈÝÁ[Ƌƽ[ηǐʠƈ[ǳ̠rϷȼ˗Ċoqj

ɅǬvǍ͙Ċ=å<nNas=ŮőcsT8rϴǜ ½ʾϲư½æ͉, 1987Іɻτ½¿Ɋ, 2015ϵ-
ȺɸϷȼ˗Ċ[oVvϷΓ[şq[ȨƈlɗɁÈ[ȣƶ[Ƿ[ĭ>v͙Ͳr>X8Ǎ͙Ċ

yϷʠƈ[͛Wτή8vöɴdNqϷʠƈ[Ƒ˘vódNqIrɯá=ȼ˗Ċoqjğψ

csr-a[oVXy¦·vʍʽdϷʠƈɥ̌vΓΝvIrasyǍ͙̬[ʠƈƑ˘v΄

ʳIrń̵ǧ=Tr-Corn (1989) [Ϸ/͙ʍĭvǒϝ[Trɩǳ͖̋0[È[Ϸ�¼×¶

�×½˳τ½ȵrcvȝŜdNìs8Wr- 
ŤϼϼyϷǍ͙ʮĜȜȕƋ̊r[ˢ

á[Ȍɦ[̏ˏ[ɪƆrTr-�¾×

vɁ>>sX<nNɗɁvșǒdT

8r-ȳƹˋvǍ͙¹¼�vĝʽdN

sdTjtVdTjɁ>ĚsX8a

s=Tr-iwXs>ϷiPad [/�

¯¶0y¦·vĝʽdTɗɁvșǒd

T;@asrϷƖǈr[�¾×[Ȧʸ

lĕdτή8[˞ͲϷɴ˞Xʠƈ[Ƌ

̨Xtvĝʽr>r-Corn (1989) [Ϸ

/͙ʍĭvǒϝ[Trɩǳ͖̋0[È

[Ϸ―½�¼×¶�×½ȹτ½˳τ½

ȵrcvȝŜdNìs8Wr-ÈƋɝvΧƋdNǍ͙̬rɗɁ͙ĕrŢnNas=Trs

ş˽dN̬y 58 ÕÈ 52 ÕrTnNϴŻʾ, 1997ϵϷǍ͙̬[ÈrɗɁvĕIasvͷϡv

ǭeT8r̬=Ÿ8as=ę<r-ˑƋɝÈƋεvΧƋdN̬vyɗɁ͙ĕrŢϔvǭe

N̬y 0 ŌrTnNas<pϷa[ŢϔyΤƹƋ̊rώ˴nT8r-8oj̺ę[i]v

șǒr>rɯɢ=Tras=tsdtǞǏ8ltV<-˧=Ȍɦ͗ƋvdNÈr[̑Ϭl

BrjϷΦ̓ϲɗϷȣ˨Ɂ[̍<XŤϷͮϬśϡϷĿlP[Ȑ8N̕vșǒIrΤƹƋ̊

[ƠƋʻϷȥƋ[͠˽ìvșǒIrΤƹƋɝvΤVϭɝʻ=8N- 
aar̎ØdNÐìyϷONE TO ONEϴ¿Õv¿Ņϵ[ʺŰrTnTěiTi[ƅĦv

ˈȔr>rj[rTr-cpvϷɗɁvșǒdTƖǈƋ̨rĝʽIrasv̫WrsϷù

Ťϼϻ� ɕʊĳƋ[ɭțȌɦ[ɪƆƆ 
 

Ťϼϻ� ɕʊĳƋ[ɭțȌɦ[ɪƆƆ 
 

Ťϼϼ� Ɂ>>sX<nNɗɁv iPad rșǒI

rƠƋЀƽʻϴǍ͙ʮĜȜȕƋ̊ϵ 
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Õ[�¥¹�× PC [ƋɝvȆPΜwr(BYOD : Bring Your Own Device)ĝʽIrasj

ɥͤIrǟ͖=Tr- 
�

íòî£�ªO)05 1
���

� ȣȌɐyϷȣWrϴȣȌϵώvĝʽ

csrĻȩϴɐϵs8VǬœrʽ8r- 
� ŤϼϽyϷćv̎ØdN˨Ƌb�±

¼¦ in ƪƩ[¿ůϘrTr-ȣƶʽ

[ iPad v͎ˡdN PDF ǑǊ[Ίȩ

vϷʻǘʽ 4 Ņ[ iPad v͎ˡdTϷ

í͜dT8rɪƆrTr-/Presenter0
y¦·vĝʽdTϷWiFi rȍ̘cs

N iPad τrí͜dN-ȣƶ[Ƿą[

iPad r͌V¨¾�i@qϷ£¼�y

|×vorȅźϷɁ>Μg[ĒƗvϷ

ʻǘʽ[ iPad rφ͜r>r-cpvϷ̒ ǘ=Ĝ[�¶{�ven@q͗N8sǥnNs>

yϷ̺ę[ iPad [ PDF [¨¾�lBvģǗchNqϷȅźdNqϷɁ>ΜwlqIra

s=r>Ϸi[Ɂ>Μwl PDF vôƉdTǗrų̈̌v˞Ͳr>r-Corn (1989) [Ϸ/͙

ʍĭvǒϝ[Trɩǳ͖̋0[È[Ϸ�¼×¶�×½ȹτ½˳τ½ȵrcvȝŜdNìs

8Wr-iPad [ȣȌɐsdT[ʍʽʆ[ś8ŉuhrŸ8[yϷa[oVXΊȩ[í͜l

ɗɁ[ĎɅrTr-a[oVvȣƶ=ˡdNͮȩvϷȣƶ=ČŘvˈdTɁ>ΜwlqϷ

Ɔtj=̺Γ[¯°sdTɁ>ΜwlqdN PDF vôƉdTĔĝʽdoVsIrsϷly

q one to one l BYOD [ʺŰ=ǟ͖rϷcpva[oVvȣȌɐsdTí͜���®vɩ

́IrNivy WiFi vor��×»¾�ȍ̘=ǟ͖sXr- 
� ŤϼϾyϷ̒ ʭ[ȌɦrϷPDF ıc

sNΊȩϑv iPad rȅźdT˞Ͳd

T8rɪƆrTr-ȣƶ=ȣWrώϷ

ȅź�£¾vʝĀIras=Ÿ8=Ϸ

�¶¾rČTvʝĀIr[yϷͨĀ[

ĆƓdNƋɝrXBs]Ţϔl-ϭɝ

vXrsȣ˨ɁyȅźcsT8Tj

Ίȩϑ[ȅźɍfry͌>ʗpX8-

cpvΊȩϑyĕ˖=?ndqΘn

T;qϷȨƈjƠc8-d<dϷČT

vȅźdTdfVsϷȅźȣ˨Ɂ[ɺ

vXpX8dtŸ@[¨¾�ȥvX

qϷƓʽǧ=å@XnTdfV-iwXʯʅvǸσIr[=�¥¹�× PC l-Èλ=˝

˲·¾�¾rłq̐wr8r˝˲ya[oVX�¾�v΄ʳIrj[rTqϷIrvϭ˼

Ƌɝ[ȣ˨Ɂ���¸�¾�v iPad rĝʽIrƓͬͮϬ=͙͛ʮĜȜȕƋɝr��¾×

dT8r(Ơø½Ʃɍ½Èλ½˓̧½ɻτ, 2014)-a[ʻǘy͙Ħ= 0.1 rϷĕ˖lȨƈ[

˞Ͳy iPad Ár͌8Ϸ¬¾�¾lɁ>Μgỷ[ēƆÁr͌nT8N-Corn (1989) [Ϸ

ŤϼϽ� ȣƶʽ[Ίȩví͜IrʻǘNP ŤϼϽ� ȣƶʽ[Ίȩví͜IrʻǘNP 

ŤϼϾ� ʻʭ[Ίȩϑ[ PDF v iPad rȅźdT

͗T8rɪƆϴΤƹ[ϭɝϵ 
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/͙ʍĭvǒϝ[Trɩǳ͖̋0[È[Ϸ―½�¼×¶�×½ȹτ½˳τ½ȵrcvȝŜ

dNìs8Wr-ʻǘ=Π8o8T8X8s>yϷȣƶ=Țév͒ĨdT8N-ȣƶvs

nTϷ¿̽ˋX�¾¸=͙͛͒ĨďvXnT8rasrϷȣWlIc=ōÁdT8rs̫

Wpsr-fNϷa[ʻǘ[ůŉϷiPad v PDF vôƉdTĝʽIrasvȑɠdN[yϷ

ʻʭ[ȣƶrTnN-¿̽ˋX�¾¸v͙͛͒ĨďsdTʽ8rĬə[¿orTr-of

qϷʮĜX͙͛͒Ĩď[ůŉϷΤƹ[Ƌɝ[ȣƶyϷ̺ęvyi[Ɲςǧ=X8s̫WϷ

˱ɧˋvʍʽʆvˡdNqϷȚéʆvĨ͢dNqIrasyɉǕdv@8-d<dϷ¿̽

ˋXɯŞ[¿orTr iPad =͙͛͒Ĩď[ǓĤvȃVasrϷɍ�¾�[ůŉϷȣƶ=i

[ʍʽʆvȑɠdϷȚé[Ȝȕj;aXnTjpWN-{¼�¸¾�¥ȣ̳ȹÜ[as<

p[Ǎ͙̬Ȝȕv̫WrVWrjΆκX̑ϬrTnN- 
 
íóîÑvpO)05 1
���

� EVES(electronic vision enhancement system)[Ü͎sdTϷȅźͶɁŞ=ạ̈p8T

8r=Ϸ8fl�¥¹�× PC ji[¿̩vȃnT8r-ɃȬ[ȅźͶɁŞσˈv;8TϷ

�¥¹�× PC sȋẈ>ūȅźͶɁŞ=͋ŉdNɯŞ=ˉůdT8rdtrTrϴɻτ½

ϛ, 2014)-iwXÈ iPad v EVES sdToqo@ĝʽIrNi[˝ ϴ˲ɻτ½ɊĒ, 2012ϵ
=͌usT8r-iPad yϷEVES vëΣsdTσˈcsT8X8vjυupgϷi[ëΣ

vʈː=ϑfrϷ˄―[ƉũX[<jdsX8-EVES [Èry˄―rTr=ϷǍ͙̬[

Ȍɦr�¥¹�× PC vƟċIrώϷɃjŭɍsXrĝʽʆrTqϷ�¥¹�× PC ěǞ

̬[ȣƶ=ƓΑdlI8ʍʽʆrTr-y ˨Ȍɦr iPad vƟċdTǍ͙ʻǘ=˞Ͳr>r

Ð΂l͌WrȚé=űWϷʻǘ=˱ɧˋv̼œ½υǞvȆnTƓϬl͞ƚv͌VɪƆ=Ý

ģvjűdT͗psNs8VŮőϴĲλ½ɻτ, 2013ϵ=ˡIoVvϷǍ͙̬̺Γ=͗W

rʺŰvȦWrasrϷ˱ɧˋvȌɦbļħr>roVvXqϷi[ΓΝX�¾¸sdT

iPad =ƉũdT8r- 
� ŤϼϿyϷÈƋɝ[Ǎ͙ʮĜȜȕƋ̊

r͌usNʸ˨Ȍɦ[ɪƆrTr-ϕʎ

ͣlϕŨͣ[͎ˡˏv��¼�vłqÛ

BpsN iPadrȅźdT͞ƚdT8r-

Τƹ[ƋɝryϷ͙͛ʮĜȜȕƋɝvT

roVX͎ˡˏ=źū[ϕʎͣ[ϲɗʽ

[ϕʎͣvǶɅdT8rasyʶd8l

tV-í͜ʽrǶɅdT8NsdTjϷ

isyČçr[ĎɅʽrTqϷǍ͙̬[

NivĝʽcsrasyǫƑdT8X8

s̫Wpsr-͙͛ʮĜȜȕƋɝ[dt

͙͛Ȝȕ[ȣɐ½ȣď=ĆƓdT8X8

Τƹ[ƋɝrTnTjϷ��¼�vłqÛpsN iPad vͣŞ[ģṿ>Ϸ/�¯¶0y¦

·r�¾®IrsϷ͎ ˡˏ= iPad [ˀϘ8n^8vXnT͎ˡcsr-Ɲʽ[ȅźͶɁŞ

dt[ĘΈvãugϷEVES sdTjĝʽr>r iPad yϷƋɝ[ˮĜvśugϷEVES
sdTǍ͙̬[͗WvȜȕIrɯŞsdT[ƓĬǧ=ϭ8-a[ǢʽyΤƹƋɝ½͙͛ʮ

ĜȜȕƋɝ[ĜvśugϷ8@prjǫăr>rltV-aVIrasrϷΤƹƋɝrT

ŤϼϿ� ϕʎͣlϕŨͣv iPad rȅźdT͞ƚ

dT8rɪƆ 
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nNqϷźū[ϕʎͣ˼=ȦĀcsT8X8͙͛ʮĜȜȕƋɝrTnTj˗ģrȅźcs

N͎ˡˏven@qs͞ƚdNqϷǟ͖=Ts]ĕ˖lĭˀrͦοdNqIras=r>

r-cpv/ȵr@ź>@0y¦·vĝʽIs]ϷiPad [ˀϘÁr¶{¥ȸăvƛdT�

¼×¶�×lȵrcv͸˿r>NqϷ�¼×¶�×ɧǧvɂWNqr>rNiϷķvȅź

csrlBrX@Ϸ�¼×¶�×[ʥrj͗lI8͎ˡˏv˛ȹτréqĘIas=r>

r-�¼×¶�×[͸Ȧfr͌;VsIrsϷ�¥¹�× PC rXBs]XpX8-Corn 
(1989) [Ϸ/͙ʍĭvǒϝ[Trɩǳ͖̋0[È[Ϸ�¼×¶�×½ȹτ½˳τ½ȵrc

vȝŜdNìs8Wr- 
ŤϼЀ[ĕ˖yĖ́vșǒdNj[rTr-Ė́

s¿̛vƑ͘vĕdΜhasrϷĕ˖v£¼�y|

×dTϷƑ͘[¯°·li[τύvȅźIras=

r>r-iVIrasrǍ͙̬y̺õvȆnT 1mm
[ːˍvȥWras=r>roVvXr-ȺɸϷρ

c½͟ǆ½ʘǆXtϷ¯°·vͶgłnTʙrʍĭ

yϷǍ͙̬y̓ǷrTqϷ̺õvjTX8ʍĭsX

qlI8-�¥¹�×АЊvʽ8TȅźIrasrϷ

̓ǷXʍĭv¿oʖphrasvoX=nN�¾�

rTr-Corn (1989) [Ϸ/͙ʍĭvǒϝ[Trɩǳ

͖̋0[È[Ϸ�¼×¶�×½ȹτ½˳τ½ȵrc

vȝŜdNìs8Wr-a[ĕ˖ryϷ̴Ȼvˊ8

ɗṿ8T8r=Ϸ̴Ȼvƛ΂ʭs[�¼×¶�×=Á=roVX―vηIrasrϷǍ

͙̬yƛ΂ʭvȊWlI@XqϷ͞ƚvóIas=rr-ɃȬ[ɯŞ[ʍʽ[ώvjϷa

[oVXǍ͙ȣ̳[ŭɍyκ͖rTr- 
� ŤϼЁyϷϣǛπ[ȍ˗¹¼�v iPad
[̴Ϙ�¯¶vΝpBrasrϷϣǛπ

[͙λv iPad [ˀϘÁrȅźdT͗T

8rɪƆrTr-ϣǛπvyƝʽ[�¯

¶li[ˀăv͎ˡIr¡��¼�¤×

=Ƶ΅csT8r-d<dϷiPad vĝʽ

IrasrϷ$ϣǛπ[ȍ˗¹¼�v͚

@[sŋeƄįrϣǛπvƛdȚéIr

as=r>rNiϷϣǛπ[Țévdl

I@XrϷ%iPad [y¦·ϴìW]Ϸȵ

r@ź>@ϵvĝʽIrasrϷ¦¹¡

¶¾×[�¼×¶�×=å8ůŉvϷ�

¼×¶�×vϭiT͞ƚdlI@dNqϷ

ȵrc=ΎqX8ůŉvȵr@dNqI

ras=r>rϷCĭˀlϗɳˀvșǒd Apple TV r[í͜=ń̵rTrXt[¯·�

×=Tr-Corn (1989) [Ϸ/͙ʍĭvǒϝ[Trɩǳ͖̋0[È[Ϸ―½�¼×¶�×½

ȹτ½˳τ½ȵrcvȝŜdNìs8Wr- 

ŤϼЀ� Ė́[͞ƚrșǒcsNĕ˖

ϴĲÌƱ͙͛ʮĜȜȕƋɝϵ 

ŤϼЁ� ϣǛπ[ȍ˗¹¼�[͙λvȸdT8r

ɪƆϴÈƋɝǍ͙ʮĜȜȕƋ̊ϵ 
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� ŤϼЂyϷŋe@ϣǛπv iPad rșǒd

NɪƆrTr-asy¦¹¡¶¾×sŋȹv

ȍ˗­�º¯¾�¾vșǒdTϷˀ ăÁrȅ

źIrasrϷen@qs˞Ɠv¯°·vȥ

Wras=r>N-a[ìyȣ̳˓͹vͧsϷ

ɍƋrϣǛπ[ iPadr[șǒȭʆvɍÕ̺

Γ=̨̞dT̨ǙdϷ̺ Γ[ũ̂ϭɝrʸ˨

[ȣŘ[ĶĦvǙTșǒdNìrTr-a[

oVvǻ͍vΓvoBT8@asyκ͖X

asrTr- 
ŤϼЃyĲÌƱ͙͛ʮĜȜȕƋɝ[Ĳλ

ɻs͌nN˨Ƌb�±¼¦(2014ƽ 11Ʉ 23
ȳƓȮ)[ɪƆrTr-͆[ɽƇ[¹¦·�

[¦¹¡¶¾×vň̺=éǳdϷϣǛπr͞

ƚdT8rɪƆrTr-yeiyϷϣǛπ[

ȍ˗¹¼�v iPad[�¯¶vŉuhras

v̓īdT8N=Ϸéɦv̡qΞIÈrϷ¦

¹¡¶¾×[éǳvŐiϷǻ͍=ʫ̞dϷ͞

ƚv�®¾�v͌WroVvXnT8nN-

ļħ̬[ǭǫry�¥¹�×АЊrϣǛπ

[ȍ˗¹¼�v͞ƚIr[yʮv͗lI8

oVrTnN-Corn (1989) [Ϸ/͙ʍĭv

ǒϝ[Trɩǳ͖̋0[È[Ϸ―½�¼×¶

�×½ȹτ½˳τ½ȵrcvȝŜdNìs8

Wr- 
� ɃǗvϷTrÈƋɝ[Ǎ͙Ƌ̊[ʻǘЈ=

iPad vΔ8IvłqÛBTöƋȯ͌vļħ

dNȹ[ɪƆrv̎ØIrϴŤϼЄϵ-2012
ƽ 12 Ʉ[TrȳϷiPad v·ĘdĝʽdTjpnT8NÈƋɝ[ȃàȣͻ<p/öƋȯ͌

bȆnT͌nT88rI<0s[Φ̓=ċnN-jPtwϷǣͽdϷЈŎyΔ8Ivĝʽ

dT8N[rϷIAv iPad vΔ8IvłqÛBry¾®vˈΡdN-öƋȯ͌=̏unN

ǗϷćʻ<p[Ůő¯¾¸sĕ˖=ΡpsT>N-i[ĕ˖vyϷĿέs¿̛vͦǤșǒ

dNЈŎ=ĕnT8N-ȃà[ćʻ[¯¾¸vyϷiPad r͞ĈŪv͗T8rǔvĿlP=

ͯd<BNqϷǔ[ iPad [ĕ˖v¿̛v͗NqϷǔ=ϑš[˖wÈv8NqsϷěiT͗

rϷЈŎsĿέs[υò=iavyTnNsɁ<sT8N- 
ķ˗πr͗ƋdT8NώyϷ$ĿέsyΏϓǭ=TqϷ%è=͗WT8r[<˞Ɠvy

o<igϷC͗hN8Ð΂[ȇˡjĘdv@8s8nNʯʅ=TnNoVl-d<dϷ�

¥¹�×АЊr͗ƋIrasvoqϷ$ĿέygXsNɯŞrϷ¿̽ˋXɯŞrTrNiϷ

ΝƘqlI@Ϸ%͗WT8rj[=͙͛ǪŮsdT˞Ɠvǽȓr>ϷC͗rc>Ð΂vi

[ůrȇˡdNqϷȅźdTˀϘ8n^8vdNqs8nNas=ń̵sXr-cpvϷ

ϯȵXˀăyȼ˗[ŋ̊ʻvsnTjϮĦˋrTqϷispɪ.X͖Š=éʽdTϷЈŎ

ŤϼЂ� ȍ˗­�º¯¾�¾vǍ͙ϭ

ɝʻ=șǒdNˀă 

ŤϼЃ� ͞ƚdNĒƗv»¾��¾×vfs

iT8rɪƆϴϭɝʻϵ 
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sĿέs[asfrvy͗psX<nNυòǧ=͗psNj[s̫Wr- 
�¥¹�× PC yϷi[Ú[͙͛͒ĨďŋɪϷČT[ůϘr͙͛͒ĨďsdTĝʽr>

ruBryX8=Ϸasfr[͙͛͒ĨďvyX8ρǶvjnT8rȬNX͙͛͒Ĩďr

Trasvτή8X8-NldϷɃΝ̑ϬdNasrTr=ϷΤƹƋ̊r iPad ryX@Ϸ

ķ˗πvënT8rĊ˶vánN-ɍĊyː˴PN@X8s8Vas[oVrϷķ˗πy

ǷvŁfqϷTfqː˴NX8ʥvϷķ˗πĝʽ[ʸʿsdT8N-a[oVvϷ�¥¹

�× PC oqjķ˗π[ȭ=ǞʸˋXȁǾǭ=å8ůŉjTr-ĝʽ̬[Ŵv̭vāBT

ȜȕvdT8@ǟ͖ǧvǭeN- 
 
íôî��q¶®}O)05 1
���

� ɃǗyϷǪŮėʸɯŞsdT[ iPad l-ijij iPad y�¥¹�×ūȗƷǪŮ˷Ɍr

Tr<pϷɍɔ[ɯ̵s8Wr- 
� ŤϼЂyϷǍ͙[ϭɝʻ=ǔſǶɅ[ iPad vʽ8TșǒdT/ćʻ� ʻʭ[ȹτ[ǳə

rI-ȌɦÈ϶20 ę<<qfdN ˹0s8V¯��¾�sĎvΡnT@sNj[l-ǔ

ſyʻʭvβǿdT;qϷϣǛπ[Țév̨ʫdN8s8Vasrȣ̳˓͹vͧsNas

=Tr-�¥¹�×АЊyȚé=Ɨȶs8nTjϷi[Țév̨ǙIrΫ˭yǟ͖sXqϷ

isȡvΰĚXȇƟ=ɾipsr-ǔſya[oVXĕ˖vłsroVvXqϷșnNĕ

˖vėʸdTʍʽdT8r-�¾×XtvjĔĝʽ=r>rltV- 
� ŤϼЃsϼЄyϷ˨Ƌb�±¼¦ in EHIME [ɪƆrTr-ŤϼЃyϷɽƇvϣǛπr

͞ƚdϷșǒdNĕ˖v iPad Á[»¾��¾×v/GoodNotes0y¦·vʽ8TΉqÛBϷ

ȨƈvɁ>awrϷƋ`vȦʸdT8rɪƆrTr-a[ǗϷ»¾��µ�¦ry

GoodNotes rň̺=éǳdN»¾��¾×v/Presenter0y¦·vʽ8Tí͜dN-Corn 
(1989) [Ϸ/͙ʍĭvǒϝ[Trɩǳ͖̋0[È[Ϸ―½�¼×¶�×½ȹτ½˳τ½ȵ

rcvȝŜdNìs8Wr-cpvϷ¦·¼�¾rĹĠdϷļħ̬=;ŧʼsdTȆPƸ

nN- 
ŤϼЄyϷƠƋϾϷϿƽ[»

¾��µ�¦rTr-g<w[

͆v̱˗½iPad½ϣǛπ϶iPad
r͞ƚdϷǷ͡ql̻8jŐi

͞ƚdNĒƗvϷ/º{º�¾×0

y¦·rȦʸdN-ȦʸdN¦

¹�¼�¾�µ¼�¾�yϷň

̺[ iPad<pAppleTVbWiFi
̑ʿrΡpsϷAppleTV [ĘĦ

=ň̺[�¾¥¸ṿͨcsT

8r¡¾��¸°��¾v

VGA rΡpsϷȸdĘcsϷí

͜csN-cpvϷň̺[¦¹

�¼�¾�yĭˀsdTЋЕЋ

ıcsȆPƸnTjpnN-ƖǈlƋɝr×ȳ[Ƌ`vŮődTɲd8s8VϤ8<pl- 
iPad yǪŮėʸɯŞrTrNiϷÚ[ǪŮėʸɯŞŋɪvǢʽń̵ǧ=sTjϭ8-N

ŤϼЄ� ͞ƚĒƗví͜dT8rɪƆϴƠƋϾƽϵ 
͞ƚĒƗvĕ˖lĭˀvșqϷisvº{º�¾×rfsiϷň̺[�¾¥¸v

̣ͨcsT8r¡¾��¸°��¾vȸdí͜dT8rɪƆ 
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lϷʮ˻Ic>yϷϼŅrϗɳˀ½ĭˀ½Ȩƈ˼[ǪŮėʸ=ń̵rTrasϷcpvɬ

ʝr΁ƙXy���¢·�zɯ̵=ȖΘcsT8rNiϷŸ@[͗WȭvƛǢr>rs8

VasrTr-ŤϼϽ[ƠƋϾƽʻy͙Ħ 0.02 rϷȺɸyʥƈvʽ8TƋ̨dT8r-d

<dϷº{º�¾×vŞʽvë8aXdϷǔſj»¾��µ�¦[ɃǗy DVD vȆPƸ

nN-Ǎ͙ȣ̳[ŭɍˋ̫WrTrϷ/ôɅ͙ɯ̵vɃźψvʍʽdNȣ̳0v˴Pǵs]Ϸ

ʥƈvƹʽdT8NsdTjϷa[oVX͙͛vʍʽdN͞ƚ[ɯáyκ͖rTqϷis

vΓΝvIr[=ʷɸόry iPad rTrs̫WT8r- 
 
ôðÔÕ¢¡"=:, 	��

� ͙͛Ϗƕ[ʯǮv;<sT,�¾�=ϭ8éɦv,(1) ͶgɁ>,(2) ˫ĭ,(3) ƖÐ½

ȳƹĭé,(4) Ƣ̰½ƢƋ=ȈCpsrϴ̶͕½ʾÈ½Ơʾ½ƪʾ½ɫʾ½͉Ļ, 2001ϵ-
ɍ˰ryasp[ĒƗvo8T,͙ɯ̵[ʍʽ=ń̵Xº¾¢�µ¼ϴLVϵsʍʽ=Ţϔ

Xˑ[ʯǮvŐiTȗƷ˷Ɍ[ʍʽv̎ØdfI- 
� LV sˑr[ɯŞ[βƑ[ʮǝsdTy,LV y͙͛vʍʽdfI[rˀϘyź>i[ȭ

=ō8T8r�¾�=Ÿ@,iPad lǟ͖vǢeTisÝÁ[ˀϘ[�¥¹�× PC vβǿ

Iras=Ÿ8rI-ˑryϜŴÉç[ȚévXras=Ÿ8Ni,iPhone Xt[�¬¾

×¤�¼< iPod touch Xt[�¬¾×¤�¼ź[�¥¹�× PC vβǿIras=Ÿ8r

I-8gsvdTj,ːˋvȵ˞vdTɯŞ[βƑv͌Vas=κ͖rI- 
 
��	
 �Ù:¨A�

� Ͷgvyǀo<[ȭʆ=TqfI-ÉXj[y,��Å4¨"@,¥�TCINMH?,

��QeMSoeO4CINMH?,��è�oeO4CINMH?,��³�oeO4CI

NMH?[ϿorI-ÝÂ,͙͛vʍʽIrȭʆϴLV [ůŉϵsϜŴvʍʽIrȭʆϴˑ

[ůŉϵsvęBT͵ȵdfI=,rI<p,LV rTnTjϜŴvĝʽIrȭʆ=Ǔv˴

oasjTqfI[r,LV l<p,ϜŴĝʽyβǿ̲vċsX8s8nNɒƆƑ͘X͠ι

vXpX8oVvdT@lc8- 
�Ù:dÔÕB±¹H?¦°��

��Å4¨"@,¥�TCINMH?�

� ̉vɁ<sNȨƈvy���Irůŉ,

�¯¶vʍʽdT,ȅźͶɁŞsdTʍʽ

Irȭʆ=TqfI-i[ůŉ,�¯¶r

ȸdX=p¶{¥ȸăv͗rȭʆs,�¯

¶rĕ˖șǒdTi[ĕ˖v͗rȭʆ=T

qfI-tPpjɅĬXȭʆrI=,ơμ

[ȨƈvPnnsͶgN8ůŉ,ȅźπˋ

Xĝʽvy¶{¥ȸăv͗rȭʆ=ō8T

8fI-ɺΗˋŸi[ȨƈvɺΗˋź>@

dTͶgN8ůŉϴȅźͶɁŞˋXĝʽϵ,

̺ę[ͶgN8ƄįlůǶrǷΖvͶgN

8ůŉyĕ˖șǒdT,isvˀϘÁrͶ

hȭʆ=ō8T8fI-¶{¥ȸăv͗rώy,�¯¶y¦·,ȵr@ź>@y¦·=ë

ŤϽ� iPad vy¾®vłqÛBT8rɪƆ 



ìn�aeri\cVde]vÃ 2 ~ÛÊi�Ƽǳ 27 ƽ 6 Ʉ 13 ȳϴŧϵ18Ѕ00 З20Ѕ00�
/º¾¢�µ¼~{�sdT[ iPad [ʍʽ0�

P17Ϻ25Q 

8ȶ8rI-ĕ˖șǒIrώy,�¯¶y¦·,Scannable y¦·=ë8ȶ8rI-iPhone
ʽy¦·ry Office lens y¦·,FineScanner y¦·=ë8ȶ8rI-ʮv�¯¶rșǒ

dN[P̺ĭˋv×·­¼�,ˊϲ[Ñýıv͌8,PDF sdT̒ŉdT8@satfr

v͌VsXrs FineScanner y¦·=ǷΖrI-a[Țé[ůŉ,��¼�<y¾®vĝ

ʽIrsĕ˖=̚ϱvșsNq,͗ lI@XnNqdfI-��¼�[̎Øy,ÝÂ[ QR
�¾�[¨¾�rE͜8NlBfI- 

� � �   
� ̉vɁ<sNȨƈryX8rI=,ϲɗl©»{×ª¾�XtvɁ<sNȨƈlŤvĕ

˖rșǒdTĔĝʽIrasjɅĬrI-Ǎ͙̬yķäȹτǐNqvėʸr>rȨƈȥ=

ȼ˗̬dt¿̽ˋvyŸ@Tqfhw-i[Ni,ͦοsdTĕ˖rɷdT;@asyɅ

ĬrI-CamScanner y¦·y,Ȫi<pșǒdNϲɗv̺ĭrŅǑ͒ɴIrɯ̵=o8

T8fI-asp[ɯ̵yÁͦ[y¦·rjń̵Xj[=TqfI- 

 
�

��QeMSoeO4CINMH?�

� ���×�¾�b[y���y¯°y¦·=ë8ȶ8rI-Ȩƈ[ź>cyͨƑy¦·

rͨƑr>fI[r,ΰdN�{�vŶɀr>fI-fN,Ÿ@[¤x{¸vǹnNq,

��·¦×ėʸv͌nNqs8nNϭǆX���×Țév͌8N8ůŉy MyEditor y¦

·=ō8T8fI-aPpjȨƈ�{�,η―[ͨƑ=ń̵rI- 

  
� ©¾®¨¾�[Ȩƈ�¾�yŭɍˋv���×�¾�rI-���×§¾�r͎ͦcs

N¨¾�ysTjͶglI8rId,Safari y¦·vĝʽIrasr,·¾�¾vƛǢd

N¨¾�lsɀvͶglI8¹{y|×r͎ˡcsfI-fN,ȳɍ[�³¾�y¦·X

tʮƑ[ǪŮvToir RSS ɯ̵Xtvʽ8Ny¦·jɥ̌[ǷτlȦʸ[Ƿτv˕B

r[rĝʽdlI8rI-fN,Amazon rΌċr>r Kindle ǑǊ[Ɂ̂ls,Kindle
y¦·vʽ8TͶhas=r>fI-ŋǑǊyȨƈ�{�,͌τύ,η―˼v Kindle y¦

·rͨƑIras=r>rNi,ͶglI8ʺŰvͨƑdTͶh[vñĝrI- 

   
� ϜŴ�¾�sʥƈ�¾�vo8Tyɱ˿r̎ØdfI-͙͛vĝʽdX8r,Tr8y
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͙͛[͒ĨsdTĝʽIrs˗[ˆsvåʖchNq,Ĭʵı=ŤsNqIras=Tq

fI- 
 
�Ù:dè�B±¹H?¦°��

� ϜŴrĝʽIrůŉ,dswt[ůϘv;8TϜŴͶgÁC�¤×vĝʽdfI-�	


[ůŉy,�����	������		
 s8V���®vĝʽdfI-a[ �	 y �
.� l �
���� vΌċ

Irsěi<pĝʽr>rʯǮrȖΘcsT8rɯ̵rI-�

�21.��)4�3 5Ø��

ͨƑy¦·vσ8T,P¿̽Q#Py���¢·�zQ#P�µ¾×��×Qs¯�³¾v

βǿdT,������	��� v�}��vċsfI-i[Ǘ,©¾®ª�¼v×·¦¸�·��

ϴϾş̋ȴ@�·��ϵIrs �	 =�¼vXq,Ĕǆ©¾®ª�¼v×·¦¸�·��I

rs �	 vĚras=r>fI-�	 ΍ĭȹ[Țé[Ͱ̍yĜ[Ίȩv΀qfI-�

�

��Å4¨"@,¥�TCINMH? 
� ̉vɁ<sNȨƈby���Irůŉy,ĕ˖rșǒdT 	�)ϴ��;��.����.�.�;���

�������;�����ĈƋˋȨƈͲͿϵv͌8,i[̒əǙpsr���×�¾�vϜŴͶgÁC

�¤×rϜŴıdTͶgÁCchrȭʆ=¿̽ˋrI-ĕ˖vșǒcsNȨƈyÕτ=Ͷ

hsȨƈrTrsͲͿdfI=,�¼£³¾�vsnTgs],ϦȻ=șǒcsNĕ˖j

Ȩƈ=șǒcsNĕ˖jtPpjŋeĕ˖rI-dN=nT,i[ffry�¼£³¾�

=ͶgÁCrasyr>fhw-iar 	�) ɯ̵vjnNy¦·vĝʽdTĕ˖[È<p

ȨƈvͲͿd,isv���×�¾�ıdfI-͙͛Ϗƕ̬ʽsdTy � ohcWy¦·

vĝʽIr<,¿̽ʽrTs] ��� ���; y¦·=ĝʽr>fI-i[Úvj 	�) ɯ̵vj

nNy¦·yŸȥTqfI[r8t8tsͮdTgrso8rdnV-fN,ĕ˖vșǒ

Irώ,͙͛vĝʽr>X8s�¯¶[ˀ͟vʽ̉vΰĚvŉuhras=ŢϔrI-i

[ůŉy,Âͦ[ () �¾�rˡdNĭˀ[oVX͒ĨďvéǳIraso8rdnV-�

� �
� asfr 	�) yʽ̉v��±¼dTˀă�¾�ıdT,isvƛdT͌usras=ɬ

ʝˋXÙɪrdN-d<d,ƥ8N���lɏ[Áṿ8TTnNɁϥvϜŴıdTͶg

N8sǥnNůŉ,¿o¿ov��±¼dTͶgÁCchr[yǬŷvʪud8j[rI-

ʷũ,�¯¶vȸnNˀăvɱ.s͠ɘdTȨƈpd>j[vͶgÁCr,¶{¥ͶgÁ

Cɯ̵vȖΘdT8r[=,� ohcWy¦·rI-Ϫ[©¾®r¶{¥ͶgÁCɯ̵v

ĝʽdTArqsşȰIrs/~¹§¾�¾0[͎ˡvͶgÁCT8fdN-aV8nN

ʺŰǽȓvjĝʽr8rń̵ǧ=TqfI-�

� ÝÁ[ȭʆy�¯¶vĝʽdNȭʆrI=,�¯¶lstVdTjƝʽ��±�vy<

X8fhw-ɃΝy,�
.� l �
���� Xt[ȗƷ˷Ɍv -���� rȍ̘r>r��±�j΅

ŵcsT8fI[r,cpvϭ8̄ǆvɾirůŉy,i[oVXƝʽ[ɯŞvβǿIr

asjɅĬrI-�

�
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��QeMSoeO4CINMH? 
� y���¥¸ PDF l���×�¾�XtvϜŴrͶgÁCchrůŉy,VoiceDream
y¦·=ɅĬrI-͢ͳlϜŴvβǿdTƀg[Ŵ΋r̮@as=r>fI-ͶgÁCÈ

[εęv�{¶{×͎ˡdT@srɯ̵jTrNi,Ͷg=̓ǷXÕvjñĝrI-͇é

ɮ[ĚsNéŗ[���×�¾�vϑ˱dT8rϖ˳ȨǇ[Ɂ̂vͶh[vyνʃȨǇϽ

y¦·=ĝʽr>fI-ɃȬ[Ɂ̂v���×�¾�rͶhůŉy Amazon =ȑídT8

r Kindle y¦·=ĝʽr>fI- 

     
��è�oeO4CINMH?�

� ϜŴ�¾�vy���rȭʆjTqfI-���×�¾�vЕЏrͶgÁCchrůŉ,

tVdTjͶgτή8=ʻefI-fN,/ƾƆ0v/m>a0sͶh[<,/cPa0s

Ͷh[<s8nN,tPpvjͶirs8nNůŉvy,tVIrasjr>fhw-Î

iʽǬcsNϜŴ�¾�vĝʽIr[rTs],iV8nNτή8yTqfhw-ʷũy

�£~rȑícsT8r¬¸�¯�zy�{�¾(multimedia DAISY)ǑǊ<ϜŴ�{�

¾ǑǊ[¤x{¸vĔʻhras=ĬəˋrI-Ĕʻy¦·y Voice Of DAISY(VOD)y¦

·=TqfI-¬¸�¯�zy½ϜŴ,Æȭ[ DAISY vĔʻr>,¥¶|�y¦·rT

r safari r�£~<p�¾�v˒ȍłqΜhasjr>fI-Ǘy,ƛϘɇͶvοϜch

Tjp8ʍʽIrůŉvy,ª{�¯°y¦·ϴiPhone ɬʝy¦·ϵli[Ú[ª{�¹

�¾�¾y¦·vĝʽIras=r>fI- 

 
��³�oeO4CINMH? 
� ʥƈ�¾�v˒ȍͶgΜg,ϜŴıdT@sry¦·jTqfI-BES ·¾�¾y¦·

rI-ʥƈ�¾�y,��[oVXj[X[r,VO rϜŴıIrůŉ,ʠƈ[Ͷgτή

8=ʻerasyTqfhw-ȲvƉũIr̸źXʥƈ�¾�vʍʽIrasysTjǬ

̦[Traslsǥ8fI- 

  
 
��	
 �Áx�

� ˫ĭy,Ƒäs˫ĭ[Æȭ=r>TěiTːˋŪvō<Vas=r>fI-�¼¡�y

¦·ϴiPhone ɬʝy¦·ϵy,ɯŞvōBT8rȭ͟vϜŴr˚phT@sfI-Ĳvϻ

ǆsdT,ɕ= 90 ǆs8nNďŉv,͟ ǆsȭ͟vϜŴrͶgÁCfI<p,̺ ę=tP

p[ȭōvō8T8r[<,Tr8ytPp[ȭōbΧwr8r[<vo8T[ǪŮvǙ
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ras=r>fI-ːˋŪvċĦdT,iab[ʻ>ȭv�{�dT@sr�¢y¦·s

dTy,T@T@�¢y¦·l BlindSquare y¦·Xt=TqfI-T@T@�¢y,ː

ˋŪ=tPp[ȭ͟vTq,t[@p8[ΏϓX[<vȣWT@sfI[r,i[ǪŮv

ϠqvːˋŪvːȇdfI-BlindSquare y¦·yːˋŪvͨƑdT,ʷũ[ůǶ<pt

Pp[ȭōϴiPhone vōBT8rȭōvϻȹsdT,èȹȭō<ϵs,Ώϓr�{�dT

@sfI-fN,ʷũŪ[ŒΛvtwX;ǅlȮͨ=Tr[<vo8TjͶgÁCT@s

rNi,̺ę=˚pX8ǪŮvˈ͗Ir[vjĝʽr>fI-asfry,̺ę=˚nT

8rǪŮ[̀ţ,Tr8y¿̛v8rÕ=i[ůr͵ȵdT@sr̀ţ[ǪŮr͌ćvβ

ǿIras=ɬʝrdN=,asp[y¦·vĝʽIrasr,̺ę=8rŒΛǪŮvǙ

T͌ĭIras=r>roVvXqfI-dN=nT/++cw,ơdćv,++�¤}

=TqfI<Ї� ˈ͗dNp,twX¯�³¾=Tr<ȣWTjpWfhw<-0s8nN

̵ĭˋX<<uq=r>roVvXqfI-a[asy͙͛Ϗƕ̬=˫ĭIrVWrź>

XΕȒryX8rdnV<- 
� i[Ú,ϕΔ[Ëq̗?ɠĒvy�{¡¾�{²y¦·Xt[ËȒɠĒy¦·yɅĬr

I- �ʽlϧ͌ɯʽ,ispv̔ŉdNj[Xtɪ.Xj[=rT8fI- 

 
 
��	
 ��hd§�xk�

� ƖÐ,ȳƹĭés8nTj,ɪ.X�¾�=Trsǥ8fI-aary8@o<[ñĝ

Xy¦·v̎ØdfI- 
� ×¶��rʎsT8rȿ[�{×¸v˚qN8s8nNůŉ,Shazam y¦·=ĝʽr

>fI-Ϝʜvȥ˩̮<hrlBrȿŌv͸cTȣWT@sfI-�¹¢˃̐jɃΝy�

�×ÁvǪŮ=ΘnT8fI<p,ìW] RZ ˃̐�¢Xt[y¦·vĝʽIrasr˃

̐v͸cras=r>fI-ŋy¦·yɕ͓̀[οˀɯ[Țéʽy¦·rI=,˃͎̐=

ͶglI@͎ˡcsfI- 

 
� ʻʍdT8rÁr,ȵ<q=o8T8r[<ʑWT8r[<,è―X[<s8nNǪŮ

yκ͖rI-ȵrcvϜ[ϭåvɂWT˚phT@sr[= LightDetector y¦·rI-

ϕɽ[ʑdǡsXt[˞ͲvκƒdfI-―vȣWT@sry¦·sdTy ColorSay y

¦·Xt=TqfI-Ĉ[ʯǮvonT―Ō=ŶunNqdfI=,è̆[―X[<v˚

r[vyɅĬrI-ʢ8ʤ―sϲv͢8τήWpsTyŢroVX�¾�vyĝʽr>f

hw=,Ɇ[―ŉ8s<,ϚÂ[―[¬��¼�˭ǆrdNpĝʽr>fI-a[oVv

è[ːˋrĝʽIr[<vǢeT,y¦·[ΰʽń̵ǧyź>@ŶuqfI- 
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� ȳƹʻʍvΡnT8T,a[̢yXwlnN<XЇs<,a[ʭçyXwltVЇs8

nNPnnsdNav˚ras=r>s]88[vXsǥnNasyX8rdnV<Їș

nNĕ˖vè=ĕnT8r[<vȣWT@sr[= TapTapSee s8Vy¦·rI-ĕ˖

vșnTd]p@ǕnT8rs,ϜŴri[ĕ˖vĕnT8rĒƗvȣWT@sfI- 

 
� ȹτv˚phT@sry¦·jκƒdfI-aW�{¬¾y,Îi¶¾¯¼ 3 ęs<¶

¾¯¼ 5 ęs8nNďŉvȹτ=¦·��×csT8fI-fN�{¬¾v��¾×Ir

s 1 ęEsv�|¼×�|¼dT@sr[r,ɷqȹτvǬͿdN͌ĭvIras=r>

fI-ȹτvǷΖvċĦIr[vy ChocoTimer Xt[���¼�{¬¾y¦·=ɅĬr

I-aspy Siri vĝʽdTϜŴrċĦdTjñĝrI- 

 
��	
 ��Íd���

� ÙÐÁ,˛ȹτrϕͯvdXBs]8BX8˓Ƿ=8růŉy,p@p@y¦·=ɅĬ

rI-asyÎio@ĝʽIrϕͯ˃ŇvˉοdT;@,8umr˛̟�{²¸ɯ̵=ĝ

ʽr>fI- 

 
� c>dtĝʽdN TapTapSee y¦·yșǒdNĕ˖vè=ĕnT8r[<v˚phT

@sNuBrI=,Ĵęv˚qN8ĒƗ=ǙpsX8asjTqfI-ÙÐrĝʽIrů

ŉisryŢrasjTrrdnV-iwXs>y,BeMyEyes y¦·=ɅĬrI-as

y�¹¢ϕͯvënT,ÎiˉοcsT8rª¶¼�zyvîϠdT,áͯdX=p�¯

¶vĕnT8rj[v͵ȵdTjp8fI-ɦĮĒƗl͗Tjp8N8j[vonTĝʽ

r>X8asjTrrdnV=,oqˋ˞XǪŮvǙr[vyñĝrI- 

 
� ;Ɏ[ϢϘv˚qN8ůŉ,ɪ.Xˮϥ[Ŧ[;Ɏv˚qN8ůŉy MoneyReader y

¦·=ɅĬrI-fNȳɍ[̉ƻrTs]͢VŊ@wy¦·=ɅĬrI-ɦĮr;Ɏvǹ
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Vůŉ,τή8=TnTy8Bfhw[r,aV8nNy¦·vVf@ĝʽIrso8r

dnV- 

 
 
� 8<[БВ�¾�y,tss s8VȟΡƣ[˃̐rI-�¥¹�×АЊ[͙͛Ϗƕȣ̳r[

ʍʽvo8TŮάdT8fI- 

 
a[˃̐yÉvȣ̳[asrI=,�¬¾×¤�¼vŐiNȗƷ˷Ɍ=ȺľIrÈr͙

͛Ϗƕ̬[ʻʍyź>@ŶıdT>T8fI-�¼£³¾�=ɪ.XċĘĦ͏̣vĀWǷ

[_pvŁfnNq,�¾×s¿̛vȆPΪcr˭ǆvXq,cpvy���¢·�zɯ

̵=ĆƓdT8r-a[oVvΓΝvXnT>N<pai[ŶırI-asvoq���

º�¾yΓΝvXq,AT =oq¿çıdNǑrĝʽr>roVXnT8fI-a[asv

Ÿ@[͙͛Ϗƕ̬vçϬdT8Nl>,βǿ̲vǁCTdd8sϤnT8fI-fNȣ̳

v;8Ty,ǔp=ƞɔ[ʻ>T8@asv͗ȋWT,Ċ˶ʻǘȹÜ<pa[oVX AT
vǯs͝dg,oqɅĬvʍʽr>rȭΣvΓvoBchTdd8j[rI-͙͛Ϗƕ̬

yǪŮ=Ts]̵ĭˋ½Éçˋv͌ĭr>fI-ũƋÈv,i[ǷɸvΓvoBchro

VXȇƟvdTdd8sĚvϤ8fI- 
 
õðÚêí'@"=£Ï»1z>Æ;8A'Oî�

� ģ˵[Ðì<pϷȣ̳ɯŞϷ͙ ͛͒ĨďϷǪŮėʸɯŞsdT[ iPad ĝʽ[Ĭəvơd

y͵ȵr>N[ryX8<s̫Wr-d<dϷa[oVXɅɈXƓĦ̬rTnTjϷi[

ɯ̵vɃźψvǋ>ĘIvyϷas<p˱ɧˋvłq̐fXBs]XpX8ͷϡ=Tr-

a[ʥvo8T͡sr- 
íñîÔÕç�£Ïd£À£Ï5©ÜBÝV ,�o5f�5�ß�

�¥¹�×˷ɌvƟċIs]ͷϡ=͠ʁcsr[ryX@Ϸ͙͛Ϗƕȣ̳Ϸȣ˨ȣ̳[

Ɲςˋ˚͗vŭp8TϷȌɦ˼[Zp8[έǳl͙͛ʮǧ˼vor�¾�[͠ʁ[Ni[

ȌɦÞ͵vͨƑdTϷĬəˋvĝʽr>roVϷ¿ƨ[ĆƓdN˝ö=ǟ͖rTr-/Ãȶ

ʎ͌0[̫Wȭvüqs]Ϸa[oVXȬNXǷʆ[ˉůvoqϷisv˱ɧˋvƟċI

rasϴʎ͌ϵrϷȝiTɍ΋v˚ras=r>NqϷɍ΋vo8TĔƑ̦r>NqϷɍ

΋vƋ`X;dNqs8nNϷ/Ãȶ0[εęvʋ̞chT8@as=r>r-×yϷi[

̾8ɯásȊWrasjr>r- 
�

íòî£Ï®}d�Ê®}dÔÕÑvpd��q¶®}5à�Î5f.O)05jÉ/C�

͙͛͒ĨďyjPtw[asϷƋ̨½ȣ̳ɯŞϷǪŮėʸɯŞ[βǿ̲[¿osdTä

̣ÛBrǟ͖=Tr-ʷũyǐNqģvXnT>NϷǍ͙¹¼�lȅźͶɁŞjǍ͙ȣ̳
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vˉůdT>Ns>vyϷawXj[vëuhroqjϷʥƈvënTϷ˗vʘƉIc>

rTrs8nNǬ͗vcpcsNs̮@-d<dϷǐȹϷispϷ×yǐNqģsXnT

8rɯŞ[ȺľvʀvʎdNÕ=8TϷisp[ɯŞyǐNqģ[ƉũsXnN[ls̫

Wr-ȹÜ=Χi]ϷǐʨϷǻ͍ϙȬvoqϷoqϮĦˋrĬəˋXϷasfrʛNcs

X<nN�¾�vʛNdT@srɯŞ=ˉůIr-ǐȹϷǍ͙¹¼�˼[Ⱥľvʀvʎd

NćÕ[Es@ϷǴ.jϷ×ϷʀvʎdN8s̫WT8r- 
�

íóît¹¾½dt¹Ì5��BÝV ,®}5à��

/VP[Ȯͨy++rI-0s8nNϷȮͨvîƉdTŋ¿[ɯŞr̔¿Ir[ryX@Ϸ

ĝʽːˋ½ĝʽ̬[ƓǮvΒfWNɯŞ[βǿv͌Vǟ͖=Tr-Ȯͨ=ɯŞvëV[r

yX@ϷT@frjɯŞvëV[yĊ˶ʻǘrTrasvǡsTy8BX8-ňȮͨvǍ

͙¹¼�[×¶{y¸��×=TqϷisMs[ρǶ½˛ǶvȇƟr>r[=͙͛Ϗƕȣ

̳[Ɲςǧ[¿orTroVvϷɪ.XɯŞ[×¶{y¸=r>Ϸ;;f<Xĝʽʆv͵

ȵr>ϷρǶ½˛Ƕ=͵ȵr>ras=Ϸas<p[͙͛Ϗƕȣ̳[Ɲςǧ[¿osdT

ħurltV- 
�

íôîZoaC^Q]KedNe[^Qad¼wT5��Ä5��£Ï5�Ü½Pm��

ɯŞl�¼�¼�½͇éɮ˼[˚ͿsisvėʸIrǻ͍Ϸ��×ȹÜ[ùÕǪŮ[�

¼×º¾¸lϷÚÕ[¦¶{ �¾[łqǹ8vŐiN��³·�z[˚Ϳsǻ͍Ϸ˗̄

ˆīb[ƛėʆvΒfWNĝʽʆvo8TϷĊ˶ʻǘ=ƓώvʍʽIrasvːɬvȋW

NƓ΋ˋXǪŮȣ̳=ɾipsr-→ЊДɯŞƟċ[ηǰʥvo8Ty/Ċ˶ʻǘ[ÿǉ

vˁǬdT I CT vʍʽIrNi[�{�¥��0ϴȨε˨Ƌ˕ϵjźŶļ̫vXr- 
�

íõînÂ¸�5�-Þ:®}íøĀýúîBu O),�«15´Èû÷ü�Ç·�¤

l5�ß�

�¥¹�×АЊ[ɯ̵vɃźψvǋ>ĘdNȣ̳v͌VNivyùÕ[ɯŞ[ȆPΜg

(BYOD)=r>roVvIrǟ͖=Tr-Ǎ͙¹¼�[βƑ[ώϷ×¶{y¸��×v·d

ĘdϷːΣ=˴nNsatrùÕʽvΌċIr[sŋerTr-i[Ni[¸¾¸éqj

ŐiNłq̐gvóIǟ͖=Tr-i[NivyƋƽ=ψƑcsrj[[ϷöƋžĪΈ[

ʍʽ=oq¿ƨΰĚvΪʽcsrc>rTtV-ğǆ=Tr=Ϸisvë8aXhX8s

8V[yγBN8j[rTrdϷĝʽ̬[˴ův˴T]i[oVXÐǮ=TrsdNXp

]ǺɆd=N8ÐǮsj8WoV- 
cpvϷɝĒvȆPΜfsNùÕ[ɯŞvɝĒ��×»¾�vȍ̘r>roVXʺŰȦ

Āv˱ɧˋvΧiT8@as=ɾipsr-ȲvTrĝʽ͘ƑyЉЖЏЋvǫƑdT8X

8dϷʧ̜[ĝʽjǫƑdT8X8-cpv̺ʄç[͌ȠÐĮėʸ§¾�r˾ƑcsT8

růŉjơX@X8-ȣ̳ʍĭvϷ͌ȠÐĮėʸrɾipsrǪŮɯŞʍʽ[̀ţĒvŁ

irasyɍɌΕûrTrasy8VfrjX8-ȣ̳ʍĭ§¾�[ǪŮɯŞl��×»

¾�[ĝʽ͘Ƒ[˾Ƒ=ȴǦvΧipsT8r- 
 
ôð!A>4�

a[oVvϷ̫ ɸόr iPad yʮvǍ͙̬vsnTyϷĝʽ̬isMs[ːˋvǢeTǪ
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ŮėʸvoqˈƦchras=r>rϷasfrvyX8ɯŞrTr-i[ɯŞvʍʽI

rĦvĊ˶ʻǘ=ΓvoBpsroVXϷĵɦǗϷĊ˶ʻǘNP=ǪŮɯŞvë8aXd

TϷŹvņWϷ΁<XÕʻvɵwr8BroVXϷiwXƋ`vchras=Ϸȣ̳vy

ɾipsT8r[ryX8ltV<-ŋȹvϷˢáÕvXnT<pŽȵdNÈΣ͙͛Ϗƕ

̬vsnTjϷº¾¢�µ¼=ȀWrɪ.Xͷϡv͠ʁIr̅ŃsdTϷƵ΅[j[ϷƖ

ȱjëWrj[=ʍʽr>rasyϷº¾¢�µ¼·�¢·�¾�µ¼[¿ɵvΒgĘI

[vϷi[ȧƤvÂCrĬəv͗Μhasjr>r-ʥƈlʠƈϷǍ͙¹¼�sŋe@Ϸ

ǪŮɯŞ[˚Ϳlĝʽǻ͍vϷĵɦǗTr8yϷs áÕ=ʱ̺vΓvoBrasyϔd8-

ʮv͙͛Ϗƕ̬ōB¡��¼ȣƔ=ΓΝvX8ʷʯv̫Ws]Ϸi[Ţϔcy¿ƨź>8

as=ʸ͠r>r-ǪŮėʸɯŞ=ǔp[ÕʻvľeIĬəv̫Ws]Ϸ×Ϸ˧NP=ł

q̐fXBs]XpX8ȇƟ[É͖XϞː[¿osdTǪŮėʸɯŞ[ȇƟyŷhX8dϷ

�¥¹�× PC yi[ɅĦXβǿ̲rTr- 
aaryϷÉvǍ͙ȣ̳v§¾�vϷi[ɅĬǧvͺeN=Ϸˑȣ̳lκ͔Ϗƕȣ̳Ϸ

ǳÕ[º¾¢�µ¼·�¢·�¾�µ¼˼r[ƓΑjΧwr8r-ispyϷfN[ɯá

v̎ØIr- 
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